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　半分開いた部室の窓から、オレンジ色の夕暮れが見えていた。


　グラウンドにはもう人ひと影かげはない。西日の眩まぶしさが目を刺さすけれども、それでいてその色はひどく優やさしかった。


　丁度この部室からは、反対側に夕日は沈しずんでいく。川沿いの、少し高台にあるこの学校からは、夕焼けに照らされた山の稜りよう線せんがはるか彼方かなたに見えていた。


　一ひと際きわ大きいのが富士山だと教えられて、東京のこんな場所からも見えるのかと、感動したことをすなおは今も覚えている。空気が澄すんでいる雨の翌日や、晴天の日にしかそれは見えないのだけれども、見えた時には不思議と嬉うれしくなった。なにかいいことがあるような気がした。


　人にはとても、恥はずかしくて言えないけれども。


　だけど今日に限っては、その予感は当たっていた。


　入部以来の念願だった、バスケット部レギュラーの座を獲かく得とくしたのだ。


　すなおは湧わきあがる喜びを隠かくせないように、白い頰ほおを紅潮させていた。


　奥二重の真っ黒な瞳ひとみは、いつになくキラキラと輝かがやいている。憧あこがれのブルーのユニフォームをまっすぐに伸のばした腕うでで目の前に広げ、すなおはうっとりと見つめていた。


　背番号11の上には、『ＳＥＩＷＡ』と、彼らの学校名が縫ぬいこまれている。これがようやく、自分のものになったのだ。自然に頰が緩ゆるみ、口元が笑えみの形になるのを止められない。


　どちらかというといつも大人おとなしくて引っ込み思じ案あんなすなおが、こんな風に喜びを全身であらわにしていること自体が珍めずらしいことだった。しかし今日ばかりは、それをからかう人は誰だれもいない。


「よかったじゃん」


　てっきり誰もいないとばかり思っていた部室に、知っている人の声が響ひびいた。


　驚おどろいてそちらに振ふり向くと、三年の神かん崎ざき瞭りよう一いちが、微ほほ笑えんで立っていた。すなおが手にしているのと同じブルーのユニフォーム。この二年、常にレギューラーの座にいた瞭一のその姿は、すなおには見慣れたものだった。


「神崎先せん輩ぱい……いらしたんですか」


　見られていた気き恥はずかしさに、すなおは目を伏ふせた。しかし、瞭一は冷やかしたりせずに、大きな手のひらで拍はく手しゆをしてくれた。


「レギュラー獲得、おめでと」


「……ありがとう、ございます」


　すなおはぺこりと頭を下げた。


「俺、槙まき野ののそんな顔見たの初めて。普ふ段だんから、そうやってりゃいいのに」


　瞭一はどこか拗すねたよう唇くちびるを尖とがらせて、すなおの肩かたに手を置いた。


　身長が一六〇センチと少ししかないすなおは、顎あごをあげて瞭一を見上げる。根元から茶色く脱だつ色しよくされた瞭一の髪かみが、夕日に照らされて金色に光っているみたいだ。きっちりと左さ右ゆう対たい称しようの整った顔立ちに、とてもよく似合う。


「すみま、せん」


　うっとりと見み惚とれかけて、慌あわててすなおは視線をそらした。


「謝んなくていいよ。ほら、すぐそうやって下むく」


　いつも自在にボールを操あやつる瞭一の長い指が、すなおの顎にかかった。くい、と、持ち上げられて、息を呑む。


「……せんぱい？」


「レギュラーの、お祝い」


　屈かがんだ瞭一の額と、すなおの額が触ふれ合った。鼻先をすり合わせるようにしながら、瞭一が囁ささやいた言葉は、ひどく甘くて優しい。伏せた睫まつ毛げまで、今は金色に光って見える。瞭一の吐と息いきが、頰に触れていた。


「…………」


　すなおは目を閉じた。静かに、唇が重なる。


　心臓が壊こわれそうだ。すなおは、ぎゅっと、強くユニフォームを握にぎりしめた。


　……随ずい分ぶん長いこと、その接吻くちづけは続いた。







◇◆◇







　―――――――とんでもない夢、見ちゃった……。


　すなおは目覚し時計を片手に摑つかんだまま、暫しばし呆ぼう然ぜんとしていた。


　まだ心臓がドキドキしている。もう片方の手は、強く布ふ団とんカバーを握りしめていた。


　そう、今のは、夢だ。


　しかも、とんでもない。








　槙野すなおは、私立西和高等学校の二年生だ。バスケ部所属なことには間ま違ちがいはないが、現在の地位はマネージャーである。


　高校二年生にして身長一六三センチという、男子バスケ部員としては絶望的な数字に、一年生の秋に監かん督とくに転向を勧すすめられたからだった。


　レギュラー獲得なんて、夢もいいところ。


　まだそんなことを願っていたのかと、すなおは自分でも自分の諦あきらめの悪さにため息が出た。


「おはよ。……どうしたの、変な顔して」


　顔を洗っていると、後ろに弟のもといが立っていた。


「……別に。どうぞ」


　首からかけたタオルで顔を拭ふきながら、すなおは洗面所の前から退どいてやる。


「そう？　別にって顔じゃないだろ。それ。なんか気になることあるなら、俺にくらいはちゃんと言えよ」


　どっちが兄かわからないようなことを言いながら、もといはすなおの横をすり抜ぬけると洗面台の蛇じや口ぐちを勢いよく捻ひねった。


　パジャマ代わりに着ているもといのスウェットの裾すそが、もう脛すねのあたりまできている。そのことに気づいたすなおは、呆あきれたように肩を竦すくめた。


「本当になんでもないってば。……それよか、おまえ、それもう小さくなってきてんじゃないの？」


　見れば、肩のあたりももうきつそうだ。つくづく、同じ血を分けた兄弟とは思えない体格のよさが、恨うらめしくなる。


　もといは一つ年下の弟だ。同じ学校に通う後こう輩はいでもある。


　剣けん道どう部に所属し、弟の癖くせにすでに身長は一七二センチと、兄よりもはるかに大きい。


　顔のついでにつんつんに短く刈かった髪までがしがしと洗ってしまってから、タオルを片手にもといは顔をあげた。


「別にパジャマだし、これでも困らないから、いい」


「……なんで同じ兄弟なのに、お前ばっかり」


「なにを今いま更さら。俺はオヤジ似で、すなおはお袋ふくろ似になんだからしょうがないだろ。……どうしたんだ？　ほんとに今朝、変だぞ？」


　確かに身長を追い越こしたときにはぶーぶーと文句を言ったすなおだが、そんなことを面とむかって口にしたのは全くもって久しぶりだ。水気をすっかり拭き取ってしまうと、もといは男らしい顔を軽くしかめた。


「なんか変な夢でも見たのか？」


「―――――別に！　も、もとい、今朝はパンだから。二枚でいいんだよなッ？」


　一気に頭に血が上りそうで、慌ててすなおは踵きびすを返すと台所へと向かった。


　悠ゆう長ちように話なんかしている場合ではないのだ。これから二人分の朝食と、弁当を用意しなければならないのだから。


「いいけど。……？」


　一人残されたもといは、首を捻る他なかった。








　制服を汚よごさないように、スカイブルーのシンプルなエプロンを着けると、すなおは台所の冷蔵庫を開いた。


　牛乳と卵を取り出し、なれた手つきで朝食の準備をし始める。


　目玉焼きにくし切りにしたトマトを添そえ、トーストと牛乳を並べる。デザートにはリンゴとヨーグルトという簡単なものだが、それでも最初の頃ころは四苦八苦したものだった。


　すっかり用意をしたあたりで、もといも制服に着き替がえて現れた。もといとすなおは、学年が違うため、同じブレザーの制服だが、ネクタイの色だけが違う。それがなければ、もっと兄弟の順番を間違えられていただろう。


「すなお、腹減った」


「だめ、もとい。挨あい拶さつしてから」


　すなおに促うながされ、二人はリビングに飾かざられている写真立ての前に正座で並んだ。そこには、優やさしく微笑む小こ柄がらな女性と、彼女に頰ほおを寄せている男性の姿が写っていた。


「おはようございます。父さん、母さん」


「おはようございます」


　揃そろって挨拶をすると、手を合わせて、暫しの間目を閉じる。


　それが、八年前からの二人の毎朝の習慣だった。


「よし、ごはんにしよ」


「そうだ、すなお。夕べオヤジから電話があった。今週末も帰れないって」


「またかよ。まぁ、いいけどね」


　すなおはやれやれとため息をついた。


　八年前に亡なくなったのは、彼らの母親だ。居い眠ねむり運転のトラックに轢はねられた。事故だった。


　父親の恭きよう平へいは筑つく波ばの研究所に勤めており、滅めつ多たに自宅には帰ってこない。母親が亡くなってから二年ほどは、それでも自宅から出勤をしてくれていたが、彼らが高校生になってからは、もう親の手も必要なかろうとばかりに研究に熱中するようになっていた。


　寂さびしいとは思わなくもないが、父にも父の人生が在る。


　自分たちを猫ねこ可愛かわいがりするよりも、信しん頼らいしてくれた上で距きよ離りをおき、自分の研究に没ぼつ頭とうする父の姿が、すなおは好きだった。あんな風に、自分の信念を掲かかげて生きていけたらいいと思う。


「帰ってこないのはかまわないけど、ちゃんと食べて、寝ねてくれてりゃいいんだけど。もう年なんだし」


「確かになぁ。年末に久々に帰ってきたら、すげぇやつれてたもんな、オヤジ」


　何かに熱中するとすぐに寝しん食しよくを忘れる夫を、いつも心配していた母を思い出し、すなおはしみじみともといに頷うなずいた。


　おそらくはもといもそうだったのだろう、パンをかじるすなおを見つめ、ふわりと笑う。


「なんか、すなお、だんだんお袋に似てきた」


「……なんだよ、ソレ」


「ん？　だって、ホントのことだろ」


　そう笑うもといは妙みように嬉うれしそうだ。どうも、早くに亡くした母親の面おも影かげをすなおに重ねているらしく、もといはかなりのブラコンだった。


　もっとも、すなおが母親に、体格だけでなく顔つきなども似ているというのは、もといだけではない。親しん戚せきのおばさんや、父親までも口を揃えてそう言うのだから、やはり似ていることは確かなのだろう。


　すなおとしては、大好きな母親に譬たとえられるのはイヤな気持ちはしないが、だからといって女親に似ていると言われても、両手をあげて喜ぶことはできなかった。


　それにだいたい、確かに女顔ではあるけれど、だからといってものすごくキレイでも可愛いわけでもないのだ。地顔のタレ眉まゆに丸っこいラインの目のせいで、黙だまっていると困っているように見えてしまうくらいで、とくに特とく徴ちようもない。それが、槙野すなおという人間だった。


　だから、あんな夢みたいなことは起こるわけない。あんな、レギュラーを獲とるなんて。その上……。


（神崎先せん輩ぱいと、キス、なんて……）


　思い出すだけで、頭といわず顔といわず、全身が真っ赤に熱くなってしまう。


（――バカみたい、俺）


　ただの夢なのに。まだ、思い出すだけで心臓がドキドキする。


「すなお？……顔赤いけど。風か邪ぜでもひいたのか？　具合悪いなら、休めよ」


　テーブルの向こう側からもといの長い腕うでが伸のび、すなおの額に手のひらが触ふれた。


　心配そうな弟に、すなおは慌あわてて首を振ふって否定する。


「なんでもないって。もといはオーバーなんだから」


「すなおがすぐ我が慢まんするからだ。ちゃんと見てないと、危なっかしくて」


　これではどちらが兄かわからない。しかし、もといが本気で心配してくれていることだけはわかるから。


「ありがと」


　すなおは、少しくすぐったそうに、微ほほ笑えんだ。


　それから、ふと見た壁かべの時計に、「あ」と小さく声をあげる。


「――もとい。時間！　そろそろ行かないと」


　慌てて残りの食事をかきこむと、二人は家を飛び出した。


　先週末に中間試験が終わったばかりで、二人とも今日から朝練が再開されるのだ。ゆっくりしていては、遅ち刻こくしてしまう。


　すなおともといは、学校までは徒歩通学だ。


　バスが通っていないわけでもないのだが、かえって遠回りになるし、二人とも運動部ではあるので、これくらいの距離は歩いて丁度いいのだった。


「おはよ、すなお」


　通学途と中ちゆう、声をかけてきたのは、三年の小お野の原はら由ゆ樹きだった。今日も朝から爽さわやかな笑え顔がおに、つられてすなおも明るく答える。


「おはようございます、由樹さん」


「ん。もといくんも、おはよう」


「おはようございます」


　もといが軽く会え釈しやくすると、由樹も小さく頭を下げてみせる。


「テスト終わってさっぱりしたね。よりやく部活にも専念できるし」


　そう言う由樹は、すなおと同じバスケット部のマネージャーである。


　ただ、マネージャーと一言でいっても、どちらかというと雑用係のようなすなおと違ちがい、コーチ兼けんマネージャーのような立場の人物だった。


　有能で、加えてかなりの美形の由樹には、公然とファンが多い。


　キレイな卵形の顔に、抜ぬけるような白い肌はだ、髪かみと瞳ひとみは濡ぬれたような艶つややかな黒色をして、睫まつ毛げはまさしくけぶるようという形容詞がぴったりだ。


　どこからみてもまるでお人形さんのような由樹は、その名前にひっかけて、ついたあだ名は白しら雪ゆき姫ひめ。勿もち論ろん、表立って呼ばれることはないけれども、その名を知らぬ人はいなかった。


　ちなみに由樹本人は、自分についているファンについては、「暇ひまなんだねぇ」で片付けてしまっている。


　さばさばとした性格の由樹は、どうも自分の容姿についてひどく無む頓とん着ちやくな面があった。


「だって、女の子じゃあるまいし、男がキレイでも得するわけじゃないでしょ」


　そう言われてしまうと、すなおとしても何も言えない。


　でも、キレイというのは、やっぱり得だと思う。例えばすなおだって、こうして朝から由樹に会えると、なんとなく嬉しくなってしまう。優しくされると、ドキドキする。


　特別な感情を持っていないすなおだけれども、人間として当たり前の反応だと思う。


　しかし、そのことを羨うらやましいといつになく強く思ってしまったのは、やはり今朝の夢のせいだろうか。


　小さな形の良い、桜色の由樹の唇くちびる。


　きっとこんな唇なら、ついキスしたくなってもおかしくない気がする。


「どしたの？　すなお。俺の顔になんかついてる？」


「――――あっ、いえっ！　すみません、なんでも、ないですっ」


　無意識にじろじろと由樹の顔を見つめていたことに、すなおは首まで真っ赤になってしまう。


　朝からあの夢のことが頭を離はなれてくれないせいだ。


「変な奴やつ」


「すなお、今朝からずっとこうなんです」


　もといが呆あきれたように言うと、おやおや、と、由樹は軽く肩かたを竦すくめた。


「熱でもあるの？」


「そうかなと思ったんですけど、違うって言うんで」


「まぁ、普ふ段だんからぼーっとしてるところもあるけどね、すなおは」


　くすくすと由樹が笑う。


「ひどいですよ。由樹さん。……そりゃ、ちょっと抜けてるのは認めますけど……」


　小さくなりながらもぶつぶつとすなおが抗こう議ぎすると、もといが、


「ちょっと？　小野原さんには、世話になってるくせに」


　それを言われると、反論できない。


　ぐっとつまってしまったすなおに、「まぁまぁ」と由樹が軽くもといの肩を叩たたいた。


「あんまり苛いじめたら、可哀かわい相そうでしょ？　もといくん。俺は楽しくて世話をやいてるんだから、全然迷めい惑わくじゃないもの。それに、一年生の頃ころとは違って、実際、すなおもずっと戦力になってきたんだから」


「――小野原さんが、そう言うなら」


　もといは、由樹にはどうも弱いらしく、大人おとなしく口をつぐむ。


　すなおとは違い、もといはあまり感情表現が豊かではない上に、どちらかというと寡か黙もくで、口調も大人びている分素っ気無い。そのせいか、こうして黙っていると怒おこっているのかと思われがちだが、すなおには彼がどちらかというと照れているのだということはわかっていた。


　そしてそれは、どうやら由樹にもきちんと伝わっているらしい。彼は、穏おだやかな口調で、話を続けた。


「そうだ。昨日ね、田舎いなかから野菜が一いつ杯ぱい届いたんだ。母が、よかったら少し持っていってって」


「うわ、いつもありがとうございます。すみません」


「いーよ。うちの母、なんのかんのと理由をつけて、二人に会いたいだけなんだから」


　看護師をしている由樹の母は、息むす子こに似た美び貌ぼうの持ち主だが、彼ら兄弟をお世辞でなく気に入っていて、こうしてしょっちゅう家に呼びたがる。そんな母親に、困ったように由樹は苦く笑しようするが、すなおはぶんぶんと首を横に振った。


「いえ！　本当に、お世話になってますから！　それに、俺たちだって、由樹さんのお母さん、大好きですもん。優しくて、お料理上手で。ね、もとい」


　弟を見上げて同意を求めると、もといも無言のままに深く頷うなずく。


「そ？　なら、今度家に寄ってってよ。喜ぶから」


　由樹とは出身中学は違うものの、家の方向が同じだったこともあり、すなおが一年生になった時からなにかと目をかけてもらっていた。


　一年生の落ちこぼれ選手だった頃、身体からだが小さいせいでスタミナが足りないすなおは、しょっちゅう倒たおれたり怪け我がしたりしていた。そのため、自然にマネージャーの由樹とは、学年が違えどよく話すようになったのだ。


　とくに、すなおが兄弟二人で暮らしていることを知ってからは、家事担当のすなおを手伝って、由樹は差し入れや、時には自宅に遊びにきてくれるようになった。だから、もといもこの高校に入学する以前から、由樹とは親しい仲だったのだ。


　あまり人付き合いは得意ではないもといだが、察しのいい由樹といることは苦ではないらしい。すなおは最初こそ心配していたものの、あっさりと二人は仲良くなった。


　今では、家ではもといが、学校では由樹がと、二人がかりですなおに気をかけているような感すらある。


「もといくんは、食べられないものってほとんどなかったよね？　確か」


「ええ、まぁ。……納なつ豆とうはダメですけど」


「そうなんだ。すなおも？」


「俺は平気ですよ。もといは、糸引くものがダメなんですよ。オクラとか」


「……だって、腐くさってるみたいじゃないか」


「確かに納豆は腐ってるけどね」


　珍めずらしく拗すねたように言うもといがおかしくて、由樹はくすくすと肩を震ふるわせて笑った。


「そういう由樹さんこそ、苦手なものってなんなんですか？」


「ん～。甘いもの。とくに生クリームと餡あんことキャラメルがダメ」


　口にするだけで舌に味の記き憶おくが蘇よみがえるのか、由樹の表情が渋しぶくなる。


「そうなんですか？　似合うのに」


「食べ物が似合うとか似合わないっていうの？」


「あ、ほら。イメージっていうか」


「……確かに、すなおはケーキのイメージだね。素そ朴ぼくな奴」


　それは、すなおとしても否定しない。自分はおそらくは、手作りのクッキーだとかケーキだとか、そういう茶色っぽい地味なものだろう。


　でも、それでいったら、由樹こそまさに、生クリームにつやつやのチェリーが飾かざってあるようなミルフィーユだとか、芸術品のように繊せん細さいな和わ菓が子しだとか、そんなものを連想させるタイプだ。


「そのせいなのかなぁ。ケーキとかって、花の次によくもらうけど、悪いけどあんまり嬉うれしくないんだよね。花もかさばるけど、母は喜ぶからそっちの方がまだマシ。……でも、野や郎ろう相手にお花とケーキって、こっちは病人じゃないっていうのにね」


　由樹はそうからからと笑うが、普ふ通つう、そんなにプレゼントをもらう人の方が珍しい。


　つくづく、白雪姫様の人気は、侮あなどりがたい。


　どう相あい槌づちをうっていいのやらわからずに、曖あい昧まいな表情をすなおが浮うかべていると、由樹はもといを見上げて小首を傾かしげた。


「もといくんだって、大会とかの時にはもらったりしない？」


「いえ……うちは、主将がそういったことを毛け嫌ぎらいしているので。分不相応な応おう援えんはお断りしています」


「そうなんだ」


　それはすなおも知らなかった。目を丸くしていると、もといはぼそりと、


「そちらのキャプテンは、そういったことは言わないんですね」


「聡そう介すけはね、どちらかっていうと、そういう派手なことが好きだから」


　バスケ部のキャプテン、辰たつ田た聡介と由樹は、中学からの同級生だ。気心の知れた仲で、バスケ部を両面から支えるベストコンビと、二年の頃から有名だった。


「……そうですか」


「なのに、狙ねらってる聡介よりも、神崎とかのほうが人気あるんだよね。可哀相に」


　一つも同情しているとは思えない口調で、由樹は笑い飛ばすが、すなおはその言葉のなかに唐とう突とつに出てきた単語に、また心臓を撥はね上げさせた。


「うちなんて、たいして強いチームでもないのに、まさしく分不相応だよね。この間の練習試合の時なんて、神崎にいたっちゃ、帰りにわざわざ別の紙かみ袋ぶくろ用意する破目になってたし」


　確かにそうだった。他校の女子生徒たちに囲まれて、瞭一も随ずい分ぶん楽しそうにしていたのを、すなおも覚えている。


　……あんな風に、堂々と彼に話しかけられる少女たちが、なんだか羨うらやましくて。


「ね、すなお？……聞いてる？」


「あ、え、は、はいっ！　聞いてます！」


　慌あわてて答えるすなおに、もといの眉まゆがぴくりとあがった。


「もー、またぼーっとして。ブロック大会近いんだから、しゃんとしてね？……あ、神崎たちだ。噂うわさをすれば、だね」


　顔を上げた由樹は、大きく手を振ふった。前方にバスケ部のチームメイト、神崎瞭一と戸と室むろ和かず也やの姿を見つけたからだ。


　一七五センチの和也と、一八〇センチの瞭一が並んでいると、周囲から頭一つ飛び出しているようで、イヤでも目立つ。その上、二人ともなかなかのハンサムだからなおのことだ。


「おはよ」


「おーっす」


「はよ」


　片手をあげて挨あい拶さつしてくる二人の姿に、すなおは思わず手に持った白のショルダーバッグを両手で抱かかえこんだ。


　なんの心の準備もないままに、あの夢の当人と顔をあわせてしまって、すなおは内心大パニックだった。


「おはよう、ございますっ」


　ぎくしゃくと挨拶をするのが精せい一いつ杯ぱいで、まともに顔が見られない。無意識に、もといの後ろに隠かくれるようにしてしまう。


「すなお？」


　そんな兄の様子を怪け訝げんに思いながらも、それ以上の追及はせずに、もといは黙だまって兄を背後に庇かばうように立ってやった。


「久々の朝練なのに、遅ち刻こくしなかったね。エライエライ」


　由樹が半ば茶化すような口調で褒ほめると、瞭一は唇くちびるを尖とがらせ、和也はけらけらと笑った


　どこか抜ぬけたところのある瞭一は、クラブでも遅刻と忘れ物の常習犯なのだ。


「人を遅刻魔まみたいに言うなよ、小野原。だいたい……」


　しかし、何か言いかけたものの、もといの後ろに隠れるようにしているすなおの姿を目に留めると、瞭一は突とつ然ぜん戸と惑まどった顔をして口を閉じた。


「だいたい、なに？」


　ひょこ、と、由樹が首を傾かしげる。


　珍しく困こん惑わくしたような表情の瞭一と、その視線の先に気づいた和也は、あっけらかんと言った。


「あー。あのさ、なんかこいつ、今朝、槙野にキスする夢なんて見ちゃったんだって」


（え？）


「言うなよ、和也っ」


　赤くなった瞭一が、ぐっと和也の肩かたを摑つかむ。


「だってお前、槙野のことじーっと見てんだもん。槙野だって変に思うべ？……って、あれ？　槙野？」


　全員の視線が、すなおに集中する。


　今度こそ本当に真っ赤になってしまったすなおは、思わずその場でよろけてしまった。咄とつ嗟さに、もといの太い腕うでがすなおを支える。


「……ひょっとして、すなおも見たの？　その夢」


　由樹に尋たずねられ、しぶしぶすなおは頷うなずいた。


「あら、まぁ……」


　……穴があったら入りたい、というのは、こういう状じよう況きようのことなのだろうか。


　いたたまれないほどの羞しゆう恥ちに、すなおはいっそ気が遠くなってしまいたかった。








「へー、おかしなこともあるもんだなぁ」


　聡介は、部室でユニフォームに着き替がえながらつくづくと不思議そうに言った。


　二人が同じ夢を見たことは、放課後までにはすでにバスケ部全員の知るところとなっていた。つくづく、噂うわさ話ばなしほど広まるのが早いものもない。


　現在西和高等学校のバスケット部部員は、全部で二六人。そのうち二名がマネージャーであり、それほど大所帯ではない。


　校舎からやや離はなれたところにあるプレハブ建ての部室では、数人が制服を着替えているところだった。そのなかには、当の瞭一と、すなおの姿もある。


「槙野、それでファーストキス奪うばわれちゃったわけ？」


　和也がニヤニヤしながら尋ねると、すなおは真っ赤になったまま、慌てて首を振った。


「いえっ、違ちがいますっ」


　本当はそうなのだけれども、恥はずかしくってそんなこと言えるはずがない。


「え、そうなの？　俺、初めてだったのに」


「噓うそつけっ」


　とぼけた瞭一に、全員から突つっこみが入る。


　実際、瞭一はモテるのだ。そんな言葉、信じるバカはいなかった。


　恵めぐまれた長身に、モデルなみの均整のとれたスタイル。胡桃くるみ色のストレートの髪かみはやや長めで、二重のくっきりとした瞳ひとみは深い闇やみのような色をしている。


　全体的にはっきりした顔立ちの瞭一は、今朝方由樹が言っていたように、付近の女子生徒たちからも人気があった。当然、それなりの浮うき名なも流しているとは専もつぱらの噂だ。


「そういやさぁ、今朝、槙野の隣となりにいた奴やつって誰だれ？　なんか、すげー目で睨にらまれちゃったんだけど。彼氏？」


「違いますよっ！　弟です」


　どこをどうしたら、彼氏なんて単語が出てくるのか。半ば呆あきれながらすなおが訂てい正せいすると、瞭一は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったように、目を丸くした。


「え、全然似てねぇっ！」


　つくづくはっきりとものを言う瞭一に、一いつ瞬しゆんへこみながらもすなおは苦く笑しようした。


「弟は父親似で身体からだも大きいんです。俺は、母親に似ちゃったから」


「へぇ、じゃあ、お袋ふくろさんって可愛かわいい人なんだ。でも、試合とか来たことないよな。忙いそがしい人なの？」


　その途と端たん、バカ、と、瞭一の背中を聡介の平手が叩たたいた。不思議そうな顔をする瞭一に、すなおは努めてさらりと答える。


「俺が小学生の時に、母さん、亡なくなっているんです。今度、写真持ってきますね」


「――あ……そうなんだ。ごめん、俺、いっつもこうなんだよなぁ。考えなしについ口にしちゃうから。悪い」


　瞭一は、心底すまなそうな顔で頭を下げた。


「いいんですよ」


　心からそう答えて、すなおは首を振った。


　そういうところが、好きになったのだから。








　瞭一のことを初めて意識したのは、一年生の夏合宿の夜のことだった。


　毎年バスケ部が利用する八やつヶが岳たけの宿しゆく泊はく施し設せつは、夏だというのに夜ともなると肌はだ寒ざむくさえある。空には都会では到とう底てい望めないほどの星が輝かがやき、足元の砂じや利りだけが昼日中の暑さを忘れさせまいというように、ほんのりと暖かかった。


　その夜も、食事を終えたあと体育館に戻もどり、一人、すなおは自主練を続けていた。


　身長のハンデだけでなく、基本的な反射神経もどちらかというと鈍にぶいすなおは、練習でも叱しかられてばかりだった。少しでも早く上手くなって、まわりにおいつきたかったのだ。


　ジャンプシュートはどうやってもリバウンドがとられがちだ。それならばいっそ、３スリーＰポイントを直接狙ねらった方が、身長が低い自分には有利かもしれない。


　そんなことを考えて、一人幾いく度どもゴールリングにむかってシュート練習を繰くり返していた。


　そこへやってきたのが、瞭一だったのだ。


「お前、一年の……槙野、だっけ」


「あ、はい！」


　先せん輩ぱいに声をかけられ、すなおは一いつ端たんボールを持つ手を止める。


　足元に転がっていた茶色のボールを、いとも簡単に片手で摑みあげ、瞭一は言った。


「お前、チビだし下手だし、ほんっとにバスケ向いてないよなぁ」


　先輩とはいえ、さすがに酷ひどい言われようにかっとなったすなおは、きっと正面から瞭一の顔を睨みつける。


　しかし、瞭一は、からかいでも嘲あざけりでもなく、心から感心した顔で、じっとまっすぐにすなおを見つめていた。


「でもやめないなんて、お前、ホントに好きなんだなぁ。……俺と、おんなじだ」


　にこっと笑うと、膝ひざを屈かがめてドリブルをし、すなおの横で立ち止まると、リングにむかってシュートを決めた。


　まっすぐに伸のびた腕の先から放たれた茶色のボールは、キレイな放物線を描えがいて、ボードを揺ゆらすと、ゴールリングへと吸いこまれていった。


「俺も、もっとうまくなりたいんだけど、難しくってさ。……だけど、やめられないんだよなぁ、バスケ」


　転がるボールを見つめる瞳は、ひどく優やさしく、いとおしそうで、それでいて切ない。


　確かに瞭一はクラブ内では実力者だが、ブロック大会や、全国となると、無名選手でしかない。この夏前の大会では、二回戦で敗退してしまった。三年生はそれで引退をし、今度から瞭一たちがこのチームをひっぱっていかねばならない。


　そんな、様々な思いがこめられているかのような横顔。


　見つめているすなおの胸までも、ぎゅっと苦しくなる。そんな表情だった。


　いつも明るくて、どんなに苦しい試合展開の時も笑ってばかりいる、ムードメーカーの瞭一のこんな姿を見るのは、すなおは初めてだった。


「――あの、神崎先せん輩ぱい！」


　なにか、身体の内側から沸わき起こる衝しよう動どうに突き動かされたように、すなおは口を開く。


　どちらかというと引っ込み思案のすなおが、こんな風にはっきりと話すこと自体が珍めずらしく、瞭一はやや面食らったようにすなおに振ふり向いた。


　瞭一の端たん整せいな顔が、まっすぐに自分を見つめていることを意識すると、勝手に心しん拍ぱく数すうがあがって、舌が縺もつれそうになった。それをなんとか堪こらえて、すなおは言葉を続けた。


「才能って、能力のことだけをいうんじゃないんですって。やめないこと、そのものを言うんです。本に書いてあったことの、受け売りなんですけど、俺はほんとにそうだと思う。上手いとか下手じゃなくて、やめられない、続けたい、好きで仕方ない、そういう思いがあることを、才能っていうんですって」


　バカにされるだろうか。ちゃんと、伝わるだろうか。


　ドキドキしながら告げたすなおの言葉に、瞭一はぱぁっと、明るく笑った。


　いつもの、いや、いつも以上の、眩まぶしいくらいの笑え顔がおだった。


「そっか。……じゃあ、俺たち二人とも天才なんじゃん。すげぇな」


　その笑顔が嬉うれしくて、すなおは大きく、


「――はいっ」


　と答え、頷うなずいたのだった。


　そんな風に、二人きりで言葉を交かわしたのは、それっきり。


　だけど、瞭一のことをすなおが強く心に刻み付けるには、それで充じゆう分ぶんだった。


　二年生になって、マネージャーでもいいからと、バスケと関わり続けることを望んだのは、やはりどうしてもバスケが好きだったから。そして、それから。


　――ここに、瞭一がいたからだった。


　おそらく、瞭一はあんな僅わずかなひと時のことなど、忘れてしまっているだろう。でも、それでよかった。


　あれはすなおの心の中の、大切な宝物。それだけでよかったのだ。


　瞭一には彼女もいるというし、すなおはただの後こう輩はいの一人だ。


　由樹のように特別きれいなわけでも可愛いわけでもない。ただ、人より身体の小さな、バスケ部のおまけ。そんな自分が、瞭一のなにかになれるわけがない。……そう、諦あきらめていた。


　そのつもりだった。





　だからこそ、今朝の夢はまるで自分の願望をもろに見せ付けられたかのようで、しかもそれを瞭一が見ていたということが、すなおには今にも消えてしまいたいほどに恥はずかしかったのだ。







◇◆◇







　満員電車の中は、春先だというのに、人いきれでむっとするような熱を帯びていた。


　冷たい窓ガラスに背中を押し付けて、すなおは両腕で鞄かばんをぐいっと抱きしめる。


　ただでさえチビのすなおは、こうした混雑のなかでは人波でもみくちゃにされてしまいがちだった。


　足元すらも危あやうい状じよう況きように、すなおはやれやれとため息をつく。


　――でも、何な故ぜ電車に乗っているのだろう？


　不思議に思った瞬しゆん間かん、頭の上から声が振ってきた。


「大だい丈じよう夫ぶか？　槙野」


「え？」


　顔を上げると、そこには瞭一の姿があった。すなおをガードするように、電車のドアに肘ひじをついた体勢で、自分を見下ろしている。


　その瞬間、すなおは状況を理解した。これは、練習試合に行く途と中ちゆうなのだ、と。


　そういえば、そんな予定もあったかもしれない。すっかり忘れていた。


「すごい混雑ですね」


「時間帯がマズかったな。……槙野は徒歩通学だから、慣れてないだろ、こういうの」


「正直いうと……そうです」


　小さく頷くと、瞭一はふわりと微ほほ笑えみ、すなおの額に自分の額をぶつけるようにして囁ささやいた。


「俺がいるから、平気だろ？」


　至近距きよ離りで響ひびいた声は、直接肌はだを震ふるわせるようで、すなおの頰ほおはみるみる赤く染まっていく。


「ん？」


　同意を求めるように小首を傾かしげられ、すなおは慌あわててこくこくと首を縦に振った。


　気づいてみれば、二人の間にはすなおが抱かかえた鞄があるくらいで、混雑した電車のせいでほとんど彼らの身体からだはべったりと密着していた。


　不可抗こう力りよくとはいえ、大好きな人の体温をこんなに間近で感じていることに、すなおはどうしていいかわからなくなってしまう。


　それなのに、ますます瞭一はすなおに密着するようにして囁くのだ。


　しかも、とんでもないことを。


「槙野さぁ……ファーストキスの相手って、誰だれなの？」


「え？　な、何言い出すんですか、急にっ」


「言ってたじゃん。俺としたのが最初じゃないって。だから、誰なのかなぁって。あ、犬とか猫ねこはナシだぞ」


「そんなんじゃない……ですけど」


　すなおは俯うつむいた。適当に口からでまかせを言ってしまえばいいのはわかるが、こんな至近距離で迫せまられるように尋たずねられたら、ただでさえあまり器用でないすなおの舌はさらに動きがもつれてしまうのだ。


「じゃあ、いいじゃん。教えろよ」


「……ひ、秘密です」


「あ、可愛かわいくない」


　可愛くない、と、言われて、一いつ瞬しゆん悲しくなる。でも、今いま更さら噓うそですと言うこともできなくて、すなおはますます身を縮こまらせた。


　すると、瞭一の左手が突とつ然ぜんすなおの顎あごにかかり、ぐいっと顔を持ち上げられる。


「！」


　顔を覗のぞきこむ瞭一は、確かにいつもの見慣れた笑顔なのに、何故だか背筋にぞくりと震えが走った。


　恐こわいわけじゃない。だけど、本能が警けい鐘しようを鳴らしている。


　危ない、と。


「噓うそつくと、もう一回キスしちゃうぞ？」


「――――や、先せん輩ぱいっ」


　ここは電車の中だっていうのに、とんでもないことを言い出す瞭一に、すなおは無理やり身体を捩よじじらせて背中を向けた。


　心臓が、口から飛び出してしまいそうだ。あたりの人に聞かれたのかもしれないと思うと、涙なみだが出てきそうに恥ずかしい。


「うわ。槙野、耳、真っ赤」


　すると、するりと腕うでがすなおの肩かたにまわり、背後から抱だき寄せられる。その上、すなおの赤く染まった耳みみ朶たぶに触ふれるか触れないかの距離で、楽しそうに瞭一の厚めの唇くちびるが囁いた。


　低い瞭一の声と、耳朶を擽くすぐる吐と息いきに、思わずびくんとすなおの肩が跳はねる。


　速い鼓こ動どうも、熱くなり始めている身体も、すなおは絶対に気取られたくなんかないのに、瞭一はますますすなおの熱を煽あおるようなことばかりをしかけてくる。


（どうしよう、どうしよう、どうしよう……っ）


　同じ単語ばかりが、サイレンのように頭の中をぐるぐるまわるばかりだ。すなおの身体は一つも動けない。それは、満員電車の混雑のせいばかりじゃなかった。


「……槙野って、耳、弱いの？」


「――――――！」


　ぺろ、と、舌先で耳の後ろを軽く舐なめられ、あがりかけた声を必死ですなおはかみ殺した。


　頭の芯しんが、ぐらぐらする。鼻先を擽る瞭一のコロンのかすかな香かおりでさえ、理性を端はなから焼け焦こがしていくようだった。


「ほんと……冗じよう談だん、やめてください。俺……」


「恥ずかしい？」


　からかうような瞭一の声。すなおは唇を嚙かんで、視線を彷徨さまよわせた。


　しかし、次の瞬間、制服のズボンのポケットにもぐりこんできた瞭一の手に、すなおは目を見開く。


「せんぱい……っ!?」


　ごそ、と、ポケットの奥深くで、瞭一の長い指先がある場所を探して蠢うごめいた。


　夏服の薄うすい布地では、ソコの熱を隠かくしおおせることは不可能だ。ついに、指先でやんわりと熱くなり始めた先せん端たんを捉とらえられ、すなおは息を呑んだ。


　薄うす茶ちや色の瞳ひとみが、恥ずかしさと体内の熱で次第に潤うるみ始めている。


「ほんとだ、恥ずかしいことになっちゃってる」


　くすくすと笑われてですなおはいやいやと頭を振ふった。


　しかし、瞭一は指先の動きを止めるどころか、さらにねっとりといやらしくすなおを追い詰つめにかかる。


　堪こらえなければいけないと思うほど、逆に感覚は鋭えい敏びんになるみたいだ。甘くて、それでいて焦じれるような快感が肌を震わせ、すなおはいやいやと首を振った。


「やめて……ください……っ。こんなの……」


　瞭一の手で弄いじられ、その上電車の中という恥はずかしさに、すなおは本当に泣き出してしまいそうだった。


　どうしてこんなことを彼がするのかさっぱりわからない。冗談にしては、辛つらすぎる。


　―――――本心では、嬉うれしいから。だから、辛い。


　額をぶつけたガラス窓が、すなおの体温と、零こぼれる吐息で白く曇くもっていく。涙に曇った視界が、さらに白く濁にごっていくようだった。


「なぁ。さっき、俺も噓ついたわ。ごめん。……可愛い、すなお」


　柔やわらかな耳朶を甘嚙みされつつ、名前を囁かれる。ただそれだけのことが、指先まで震え出しそうなほどに気持ちよかった。


　布越ごしにもそれとわかるほど、どんどん形をはっきりとさせていくすなおの股こ間かんの部分が、熱く疼うずいて仕方ない。耳元でも、心臓がどくんどくんとうるさかった。太ふと股ももはがくがくと震えだし、立っていることすら辛くなってくる。


「ダメ……先輩、ほんと、マズイって……！」


　おかしな声になりそうなのを必死で堪えて、小声ですなおは訴うつたえた。もう、目がまわりそうだ。


　その時、やけにのんびりとした口調で、瞭一は告げた。


「……ヘーキだよ。だって、夢なんだから、これ」


（…………え？）





　その瞬しゆん間かん、すなおの意識がブラック・アウトした。







◇◆◇







「……マジ？」


　枕もとで、目覚し時計がうるさく鳴り響いている。


　全身がじっとりと汗ばんで、気持ちが悪い。勿論下着は確かめるまでもなく濡れて、太股あたりにべったりと張り付いていた。


　ようやく覚醒したすなおの全身から、すぅっと血の気が引いていった。


　瞭一が出てくる夢を見るのは、三日ぶりのことだ。


　だが、内容のすごさときたら、三日前の比じゃない。


（……俺、なんて夢……っ）


「――――すなお！　いつまで寝ねてるんだよ！」


　いつまでも鳴り続けている目覚し時計のベルに業ごうを煮にやしたように、隣となりからもといがバタンとドアを開いて怒ど鳴なりこんできた。


　予想に反して既すでに起きていたすなおに、もといは一いつ端たん気が抜ぬけたように息をつく。しかし、すぐに顔を真っ赤にして泣き出しそうになっているすなおに気づき、もといは転がるようにしてベッドサイドに駆かけ寄ってきた。


「ちょっと、どうした？」


　自分の状態を知られたくないすなおは、咄とつ嗟さに、


「～～～～なんでもないっ！」


　と、叫さけぶと、慌あわてて枕まくらもとの目覚し時計を止めた。


　ようやく部屋が静かになる。


「なんでもないって顔じゃないだろ。ほんとに熱あるんじゃないか？　すなおったら！」


「や、も、ほんと、なんでもないからっ！　すぐ起きるから、キッチンで待ってて！」


　無理やりもといを部屋から追い出すと、すなおは大きくため息をつき、ずるずるとその場に崩くずれ落ちた。


「も～～、俺、どうしちゃったんだよぉ……」


　今日も朝から練習はある。どんな顔して、瞭一に会えばいいのだろう。


　しかも恐おそろしいのは、たった今見たあの夢。あの夢が、前回瞭一が出てきた時と、雰ふん囲い気きがとてもよく似ていたということだ。


　いやに感覚がリアルで、意識がハッキリしている。


　まるで、実際に自分が体験しているような、そんな不思議な夢だった。


　だからもしも、もしもだけれど、今回も瞭一がすなおと同じ夢を見ていたとしたら……。


（か……考えたくない……っ）


　キスだけならまだ洒しや落れですむけれども、あんなＡＶみたいなこと、冗談だけじゃとても済まされない。


「ホント、どうしよ……」


　頭の中はぐるぐるするばっかりで、ちっとも名案なんて浮うかんでこなかった。


　だからといって、こんなこと、誰だれにも相談できるわけがない。


『実はボクは同じクラブの男の先せん輩ぱいに片かた想おもいをしてて、彼に痴ち漢かんされる夢をみて夢精しちゃったんですけど、それって欲求不満ってことですか？』なんて。


（言えるわけないっ！）


　そんなこと、もしも自分が言われたとしても、一キロメートルは余よ裕ゆうで退ひく。そもそも、そんな恥ずかしいこと、到とう底てい口にできるすなおではなかった。





　窓の外は、今爽さわやかな五月の青空が広がっている。昨夜の天気予報が当たりなら、今日も一日中晴天に恵めぐまれるらしい。


　だが、どんなにお空が青くとも、すなおの周囲だけはどんよりとした曇どん天てんに覆おおわれているようだ。


（とにかく、行かなきゃ……もといに、変に思われちゃう……）


　内心、暗あん澹たんたる気持ちに押し潰つぶされそうになりながら、のろのろとすなおは立ち上がったのだった。








　すなおの悲ひ愴そうな覚かく悟ごとは裏腹に、クラブで顔を合わせた瞭一はいつもどおりの瞭一だった。むしろ、いつもより元気で、楽しそうなくらいだ。あまりにもいつもと変わらない態度に、かえってすなおは拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。


「槙野！　タオル頂ちよう戴だい」


　練習が終わり、汗あせだくになってやってくる瞭一に、傍そばにあった黒いスポーツタオルを手て渡わたす。


「ありがと」


「……いえ」


　まっすぐ顔が見られず、つい視線を逸そらすと、突然瞭一の手がすなおの顎あごにかかり、ぐいっと持ち上げられる。バスケットボールよりも小さいすなおの顔など、瞭一の手のひらでは簡単に摑つかめてしまう。


「せん……っ」


　夢と全く同じシチュエーションに、すなおの頭は爆ばく発はつしそうだ。


「元気ないのか？　どした？」


「い、いえっ！　そんなんじゃないですっ！」


「なら、どしたよ。なんか今日、お前、変だぞ？」


「あ……――あの、神崎先せん輩ぱい、夕べ、夢、見ました？」


「夕べ？」


　瞭一はようやく手を放すと、うーん、と、数秒目を閉じて唸うなる。


　しかしすぐにぱっと目をあけ、小首を傾かしげた。


「バテてたから、見たよーな気はするけど、忘れた。ひょっとして、また俺の夢、見た？」


「そういうわけじゃ……っ」


　慌ててすなおは首をぶんぶん振ふった。


　ホントは、『見た』なんてあまっちょろいもんじゃない。『感じた』くらいだ。


　だけど、そんなこと、絶対に言うわけにいかない。


　あんなとんでもない夢を、瞭一が見ていないということに、すなおは大きく安あん堵どのため息をついた。


（よかった……）


　朝からがちがちになっていた全身から、ようやく緊きん張ちようが解ける。だが、そんなすなおを怪あやしんで、さらに畳たたみ掛かけるように瞭一は問い掛けてきた。


「ホントに？」


「ホントですってば」


　しつこく確かく認にんしてくる瞭一の口元は笑っている。


　人の気もしらないで、と、すなおはいっそうらめしい。その上。


「噓うそつくと……」


　――『噓つくと、もう一回キスしちゃうぞ？』


　言いかけた瞭一の言葉に、夕べのそんな台詞せりふを思い出し、すなおはかぁっと頰ほおを赤く染めてしまった。


　まさかそんなこと、言われるはずもないのに。


「こら、そこ！　キャプテンが集合だって」


　そこへ、パン！　と、両手を叩たたいて、由樹が声をかける。


「はーい！」


「今行きます！」


　タオルでがしがしと頭を拭ふきながら、瞭一は集合場所へと歩いていく。


　スコアノートを抱かかえて、慌ててついていくすなおに、由樹が少し意地の悪い笑えみを浮かべて話し掛けた。


「あのさ、ホントは、夢見たんでしょ」


「…………」


　由樹には噓がつけなくて、すなおはこっそり、こくんと頷うなずいた。どうしてこの人にはバレてしまうのだろう。つくづく、不思議だ。


「もっとアピールしちゃえばいいのに。すなお、神崎のこと好きなんだろ？」


「ええ……ええっ!?」


　さらりととんでもないことを言われ、すなおは思わず大声を出してしまった。


「ゆ、由樹さん、な、な、なんで……っ？」


「はいはい、どーどー。落ち着いて。ま、それについては後でね。キャプテンの集合、かかってるから」


　にやりと笑うと、由樹は親指で聡介を示した。見ると、キャプテンは腕うで組ぐみをしてこちらを睨にらみつけている。


「由樹！　槙野！　早く来いっ」


「はいっ！」


　ぴしっと背筋を伸のばして答えると、また慌あわててすなおは走り出した。


　――そんな自分を、瞭一が無言のまま、じっと見つめていることには、全く気づいていなかった。








「さて、諸君！」


　ばん！　と、体育館の壁かべを聡介が叩いた。


「きたる創立記念祭についてであるが、我らがバスケ部は交流試合を行うが、それ以外にもなにか企き画かくを出さねばならん！　だが、知ってのとおり、六月はインターハイの予選にあたる、ブロック大会を控ひかえた大事な月だ。必要以上の負担になるようなことはできれば避さけたい！　そこで、諸君らの意見を参考までにききたいと思う！」


「えーと、俺からも補足。記念祭の発表は、クラブの活動態度評価にも大きく関わってくるから、あんまりいい加減なものは不可だから。来年度からの予算、削けずられたくなかったらね」


　由樹が補足すると、聡介は大きく頷いた。


　なるほど、そういったしがらみの関係もあって、この学校の記念祭は男子校にしては盛り上がっているわけか、と、妙みようにすなおは納なつ得とくする。


「はーい！　喫きつ茶さ店がいいと思いまーす」


「飲食関係は今年から不可」


「ホストクラブとかは？　ジュース出すだけでいいじゃん」


　和也が手をあげて言うと、どっと笑いがおきる。


「先生が許可出すかなぁ」


　由樹が苦笑いすると、聡介は小さめの眼め鏡がねを指先でいじりつつ、ため息をついた。


「無理だろうな。次！」


「おばけ屋や敷しき！」


「準備に時間かかるだろ」


「じゃあ、キャプテンは何がいいと思うんだよー！」


　その声に、ふっふっふ、と、不敵な笑みを聡介は浮うかべた。


「俺は、劇がいいと思う」


「げきぃ？」


「勿もち論ろん、長いもんとか、創作なんてのは時間もないしやってられん。色モノなりに笑いがとれればそれで充じゆう分ぶんだ。そこで、演目は、ベタに『白雪姫』をやる」


　聡介がそう言うなり、一いつ斉せいに全員の視線が由樹に集まった。


　確かに、由樹はこの学校の『白雪姫』だ。彼がやるというのならば、かなりの話題性になる。


「え、いやだよ、俺。女装なんて」


　だが、肝かん心じんの由樹はさっぱり乗り気でない。唇くちびるを尖とがらせて聡介を見ると、彼はちっちっちと指先をワイパーのように振った。


「お前が白雪姫やったんじゃ、お約束すぎて面おも白しろくないだろ？　由樹は王子様。姫は……そうだな、お前やれ、瞭一」


「えええーっ！」


　突とつ然ぜんのご指名に、瞭一は立ち上がって叫さけんだ。


　まわりも聡介の発言に、呆あつ気けにとられている。


「お前、タッパはデカいけど、顔は美形だしな。気色悪いほど酷ひどいもんにはならんだろう。それと必要なのは、七人の小人ならぬ大男と、意地悪な継まま母ははと猟りよう師し…だな。よし、それも明日には決めて発表するから、そのつもりでな！　以上！」


「なんだよぉ、キャプテン、最初から全部決めてたんじゃん」


「初めから言ったろ。『参考までに』って」


「ひで……」


　むくれる瞭一の傍かたわらで、堪えきれずすなおは噴き出してしまった。


「あ、お前まで笑うの。ひでぇなぁ」


「……すみません」


「普ふ通つう笑うって。なぁ」


　慌てて謝るすなおの肩かたを抱だいて、和也が同意する。


　確かに、お姫様姿の瞭一なんて、想像しただけで笑ってしまう。聡介の言う通り、顔はどちらかというとキレイ系だから、きっと似合うとは思うけれども。いかんせん、ギャップがありすぎるのだ。


「お前な。俺、こー見えて化け粧しようするとキレイだぞ？　ひっくり返るなよ」


「したことあんのかよ、お前。そういう趣味あったの？」


「ばーっか！　違ちがうよ。ちっちゃい頃ころの話！」


「あ……そっか。神崎先せん輩ぱい、年の離れたお姉さんいらっしゃいましたもんね」


「そ。中学くらいまではさ、体格でも負けてたもんだから、もういいおもちゃよ、おもちゃ。よくワンピースとか着せられて遊ばれてたもん」


「なるほどね。……でも、槙野、よくそんなこと知ってたな」


　和也に指し摘てきされ、慌ててすなおは弁解する。


「前に試合にいらしてて、差し入れくださったんですよ。その時、先輩によく似てたから、覚えてて」


「そうなんだよなぁ。顔っつーか、目元とかそっくりらしいんだわ。俺ら。自分じゃあんまり思わないんだけどさ」


　どこかげっとしたように瞭一が言うのに、思わずすなおは頷いた。


　自分も母親に似ているとよく言われるけど、あまり自分ではそう思わないし、第一複雑だ。瞭一もおそらくは、同じような感情を抱いだくのだろう。


　なんだか親近感を覚えて、すなおは少し嬉うれしくなった。





　実はすなおは、瞭一のことは案外知っている。


　すでにお嫁よめさんにいった姉がいることや、家には白い大きな猫ねこがいて、名前はカシミヤということ。生野菜がキライで、味覚は実は子供だったり、陰かげでこっそりビールを飲んでいること。好きな色は、赤やオレンジの鮮あざやかな暖色系なこと。


　好きだと自覚し始めてから、つい、瞭一の言葉の端はしに出てくるそんな単語を、心の中にメモすることがすなおの癖くせになってしまっていた。


　なんだかストーカーみたいだと情けなくもなるが、好きな人のことなら簡単に覚えられてしまうのだから不思議だ。これが、英単語だとそうもいかないのに。


「なに笑ってんの、すなお」


　夕食を片付けながら、ふと微ほほ笑えんでしまったすなおに、もといが訝いぶかしげに声をかける。


「あ、なんでもない。思い出し笑い」


「不気味だなぁ」


「ごめん」


　苦く笑しようしつつすなおは答えると、お皿をざっと水にくぐらせ、小型の食器洗い機に順序よく並べていく。その間に、横からひょいとコップを入れようとしたもといの手の甲こうをぺちんとすなおは叩たたいた。


「こら。ちゃんとキレイに並べないと、全部入らないだろ」


「はーい」


　大人おとなしくもといは項うな垂だれた。こういうところは、いくら図体が大きくなっても素す直なおで可愛かわいい弟だ。


　だがしかし、相変わらず食べる量は半はん端ぱではない。おそらく部活帰りにコンビニあたりで立ち食いしているだろうに、それから夕食でさらに二人前は余よ裕ゆうでもといはたいらげてしまう。


　それが長身の秘ひ訣けつかと、一度だけすなおは同じ量に挑ちよう戦せんしてみたが、結果としてはお腹なかを壊こわしただけで終わった。中二の頃の、苦い思い出である。


「そういや今日、バスケ部終わるの遅おそかったね。どうしたの？」


「ああ……記念祭の相談してたから。もといのとこは、どうすんの？」


「毎年恒こう例れいの剣けん道どう体験コーナー。そっちは？」


「なんかねー、お芝しば居いやるんだって。白雪姫。脚きやく本ほんはキャプテンがやるみたいだけど、けっこう燃えちゃってた」


　先ほどの聡介の姿を思い出し、すなおはまたくすくすと笑いながら、食器洗い機の扉とびらを閉め、タイマーをセットした。ほどなくして、水の流れ出す音がし始める。


「白雪姫って……小野原さんが？」


「違うよぅ。由樹さんは王子様なんだって。あ、でも、これは一応内ない緒しよね。当日までは由樹さんがやるんだと思わせとくみたい」


　聡介の睨にらんだ通りの反応に、すなおは満足げに答えた。


　あまり浮うわついたところのないもといですらこうなのでは、全校生徒はさぞかし当日びっくりするに違いない。


　一方のもといは、すなおの答えにほっとしたようながっかりしたような、微び妙みような表情を浮うかべた。


「じゃあ、白雪姫は誰だれがやるの？　すなおじゃないよね」


「まさか！　俺がやったって、話題にもなんないでしょ。神崎先輩だよ。あー、ほら、こないだの朝、校門のとこでもといも会ったでしょ？　うちの五番の人」


「ああ、すなおの夢に出てきてキスしてった奴やつか」


　もといの直接話法に、ぽっとすなおの顔がまた火を噴ふいた。


「も、もといッ」


「俺、あいつ嫌きらい。すなおのことやたらとこき使うし、なんかへらへらして、気に食わない」


「こき使うって、マネージャーが選手のフォローするのは当たり前だろ」


「それでも、俺はやだ」


「まったくもー……」


　もといのブラコンは本当に極きよく端たんで、すなおと仲良くする相手をかたっぱしから嫌いやがる傾けい向こうは昔からだった。


　すなおの友人のうち、積極的に口をきく人なんて、由樹くらいのものだ。まぁもっとも、由樹を毛け嫌ぎらいする人間なんて、よっぽどの変わり者だと思うけれど。


　ため息をつくすなおの肩を、ぐいっともといは摑つかむと、眉まゆを顰ひそめて抱き寄せた。突とつ然ぜんの行動に、ごつん、と、すなおの額がもといの筋肉質な肩にぶつかる。


「いたぁ！　もぉ、なんだよ、もとい……」


「すなお、気をつけろよ。おかしな夢みたからって、現実までそうなったら洒しや落れになんねぇんだから」


　ぬいぐるみかなにかのようにぎゅーっと兄を抱きしめてくる弟の言葉に、すなおはどっきんと心臓を撥はね上げさせた。


　確かに洒落にならない。そんなことはわかってる。だけれども。


「ちょっと……苦しいってば。あのな、現実になんてなるわけないだろッ！　神崎先輩には、ちゃんと彼女いるんだし」


「でも、今はつきあってる奴いないってさ」


「……なんでそんなこと、もといが知ってるの」


「調べた」


（……なんでそこまで……）


　思わず唸うなったすなおに、もといはむっとしたように、


「おい！　ちゃんと聞いてる？」


　と、声を大きくする。


「聞いてるって。でも、お前、先輩のこと調べたって……一体どうやって？　まさか、直接聞いたりしたわけじゃないだろうな？」


「そんなわけないだろ。あいつ、有名だから、それくらいは耳に入るんだよ」


　たいして面おも白しろくもなさそうに、もといはそう説明した。


「ホントは、すなおだって知ってるんだろ、そのこと」


「……そりゃ、知ってるけど。今はいないってだけで、過去にはいたっていうのも、知ってるし……」


「前は前だろ。人間、いつどうなるかわからないんだから。……とにかく！　すなおは単純だから、夢で口説かれてほいほいその気にならないとも限らないだろ。俺は、それを心配してるの！」


「ば、バカかお前ッ！　わかってるよ、そんなこと！」


　夢は夢でしかないってことくらい。


　それに第一、誤解しようがない。すなおは元々、瞭一に口説かれたいのだから。


　あんな風にキスしたり、抱だきしめられたり、……触ふれられたりするのは、自分の単なる願望に過ぎないと痛いくらいわかっている。瞭一はいわば、つきあわされているだけなのだ。


「ならいいけど……」


　すなおと同じ薄うす茶ちや色の瞳ひとみに、まだ不安そうな色を浮かべつつ、もといは兄の柔やわらかな猫毛に頰ほおをすりよせた。


（ホント、甘えんぼなんだから……）


　この年とし頃ごろとしては過か剰じようなほどの弟のスキンシップに、すなおは苦笑をもらした。


　学校の友人たちには硬こう派はでならしているらしいが、すなおの前ではもといは本当にただの子供のようになる時がある。


　それが可愛くて、すなおは甘やかすように両手をもといの広い背中にまわすと、ぽんぽん、と、軽く叩いてやった。


「お前がなにを心配してんのかいまいちわかんないけど、大だい丈じよう夫ぶだって。兄ちゃんを信じろよ」


　すなおの独特の、ふんわりと優しい声が、もといの耳を擽くすぐる。それは快かったけれども、だからといってもといの不安はちっとも消えないのだった。


　いや、むしろ、増したというべきか。


（ほんとわかってないんだから……）


　はぁ、と、もといはこっそりとため息を零こぼした。


（小野原さんの隣となりにいるから気づかれてないんだけで、すなおはむちゃくちゃ可愛いんだぞ？　ほんとに。こんなちっちゃな身体からだして、あんなバカでかい奴に力ずくとかで迫せまられたら、どうするつもりなんだか……まったく……）


　西和の一年生のなかではダントツの男前と噂うわさされる槙野もといの苦く悩のうは、案外深いのである。
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　薄暗い場所にいた。


　かび臭くて、どこかじっとりと湿し気けた空気。ここがどこだか、すなおは知っている。体育館の横の、体育倉庫だ。


　畳たたんだ白いマットや、カゴに入ったボールがいくつも、剝むき出しのコンクリートの床の上に並んでいる。


　そのうちの一枚、開いたマットの上に、すなおは座っていた。


　――夢だ。また、あの。


　そう、すなおは直感的に思った。その途と端たん、ぶる、と、無意識に身体が震ふるえる。


　不安なのか、期待なのか、その震えの正体は、すなお自身にも区別はつかない。ただ、戸と惑まどったように、すなおは周囲に視線を巡めぐらせつつ、立ち上がろうとした。


　そして、愕がく然ぜんとする。


　腕うでが、動かない。


　何か硬い、金属製のもので、両腕が背中でつながれているのだ。


　すなおがぎこちなく腕を動かすと、ちゃりちゃりと鎖くさりの音がする。手て錠じようだ、と、すぐにわかった。


　だけど、どうして？


「……どした？」


　やはり、その空間には、神崎の姿があった。後ろ手に体育倉庫のドアを閉めた彼は、制服のシャツとズボンという姿だった。一方すなおは、体操着姿で、瞭一を見上げている。


「神崎先せん輩ぱい……？　助けにきてくれたんですか？」


　すなおはどうにか自由になる足だけで身体を起こすと、膝ひざ立ちになる。しかし、瞭一はすなおの肩かたに手を置くと、すとんともう一度その場に座らせた。


「ううん。それはめたの、俺だもん」


　ふわりと微ほほ笑えんで、瞭一が答える。


　表情と言葉が、一いつ致ちしていない。すなおは戸惑い、信じられないように首を横に振ふった。


「え……？　やだ、先輩。冗じよう談だんやめて……」


「だって、そうしないと、槙野が逃にげちゃうかなって」


「逃げません！」


　だから、外して、と、すなおは言外に瞭一に訴うつたえる。しかし、彼は取り合ってくれなかった。


「じゃあ、教えろよ。……初めての時、キスされて、槙野は逃げなかったよな？」


「…………！」


　初めての時。あの、部室でのキスのことを思い出し、すなおはかぁっと頰を赤らめた。


　あの時に、抵てい抗こうしなかったのは本当だ。むしろ、うっとりと、その唇くちびるに酔よっていたことをすなおは認めざるをえない。


「嫌いやじゃなかったんだよな？」


　もう一度、さらに畳み掛かけるように、瞭一は容よう赦しやなく問い掛けてくる。


「……そう、です……」


　泣き出したくなるような恥はずかしさに、すなおの声は震えていた。


　しかし、そう答えた途端、すなおの唇は瞭一のそれで塞ふさがれていた。


「！」


　優やさしくおし包むような唇の甘さに、すなおの身体からふっと緊きん張ちようが一いつ瞬しゆん解ける。


　ごく間近で見つめても、瞭一の顔は端たん整せいで、思わず見み惚とれてしまうほどだった。


　長い指先で頰を撫なでられ、ぞくぞくと背筋が震えた。ずきん、と、身体の奥が疼うずき出す。


　接吻くちづけは、まだ終わらない。徐じよ々じよに感じる息苦しさに、すなおは目をぎゅっと閉じ、少しでも息をつごうと口を開いた。


　その隙すき間まから、瞭一の舌先が忍しのび込み、柔らかくすなおの口こう腔こうを蹂じゆう躙りんしていく。


　柔らかくて温かいのに、痛くて激しい接吻けに、頭の芯しんが痺しびれて、ぼうっとしてしまう。


　こんなキスをしたのは、生まれて初めてのことだった。他人の舌や唾だ液えきが絡からみつく感かん触しよくが、こんなにも官能的で、気持ちがいいなんて、知らなかった。


「……んぅ……っ」


　無意識に、声が洩もれた。


　自分のものだと思えないくらい、恥ずかしい声。


　すなおは驚おどろきに、目を見開いた。


「……やらしい声」


　くす、と、瞭一が笑うのに、泣き出しそうになる。そんなすなおの目元や頰に、瞭一は慰なぐさめるように軽いキスを幾いく度ども落とした。


　こめかみから、丸い頰のラインを辿たどり、瞭一の指が首筋に触れる。触さわられたところから、甘い電気みたいな刺し激げきが、すなおの肌はだの上を走り抜ぬけていくみたいだった。


　そんなところが、そんな風に感じるなんて。自分の身体のことなのに、全然知らなかった。


「……ここ、触った時も、感じてたよな？」


「や！」


　高ぶり始めていた場所を、体操着の布越ごしに撫でられ、すなおは悲鳴をあげた。


　瞭一の手のひらに包まれる感触に、快感のあまり眩暈めまいがする。


　開いた両足の間に瞭一が膝をついているせいで、膝を閉じることができない。カタチを変え始めたソレを隠かくしたくても、両腕は背中で冷たい手錠に拘こう束そくされたままだ。


「やめて……神崎さん……っ」


「……本当に、嫌？」


「嫌です……っ！」


　すなおは必死で首を振った。


　問いかけながらも、瞭一の唇も手のひらもその動きを止めず、すなおを快楽に突つき落としていく。


　どきん、どきん、と、脈がうるさい。身体全体が、燃えてるみたいに熱かった。


　本当は、嫌なんかじゃない。でも、恥ずかしい。こんな自分を、瞭一には知られたくない。


　それなのに、欲望に忠実な身体は、すなおの願いなど簡単に無視して、瞭一の愛あい撫ぶに歓よろこんで反応をしてしまうのだ。


　それが辛つらくて、すなおの薄うす茶ちや色の瞳ひとみに、涙なみだが浮うかぶ。


「泣くほど嫌？　本当に？――そんなに、俺が嫌きらい？」


「……！」


　それは違ちがう。瞭一がキライなんてことは、ありえない。


　しかし、それを告げることはすなおにはできなかった。


　やや凶きよう暴ぼうさを増した瞭一の手が、短パンの裾すそから、強引に内側に忍びこむ。白い内うち腿ももが、びくんと揺ゆれた。


「嫌がってないじゃん。槙野。……本当に嫌なら、蹴けるなりなんなり、できるよな？」


　勝ち誇ほこった顔で、瞭一はそう告げる。


　すなおはなにも言い返せずに、俯うつむいた。その顎あごをすくい上げられ、またキスされる。こんな状じよう況きようなのに、その接吻けは優しくて、だから余計に涙がこぼれた。


「あ……ぃ、ぁ……だ、だめっ！」


　直接、すなお自身に指が絡からみつく。瞭一の手に、触ふれられている。それを目にしただけで、すなおの頭の中が、かぁっと熱く、真っ白になりそうだった。


　幹を上下に扱しごかれ、強弱をつけて揉もまれて、湧わきあがる快感に全身が蕩とろけてしまう。荒あらい息の合間に、濡ぬれた声が勝手に口をついて出た。


　せめて両手が自由なら、声を堪こらえることもできるのに、すなおにはそれも叶かなわない。


「や……ぁ、あ、……せん、ぱい……っ」


　ぬるぬると漏もれ出した液に、下着が纏まといついて気持ちが悪い。すでにすなおのその部分は、短パンごしにもそれとわかるほど、欲望に膨ふくらんでいた。


「やぁ！」


　先せん端たんに爪つめを立てられ、ひときわ高い声が洩れる。


　強すぎる快楽は、逆に苦しかった。すなおは全身を赤く染め、大きく口を開けて喘あえぐ。いくら息をしても、酸素が足りないみたいに、頭がくらくらした。


「……く……ぅ・……んっ」


「気持ちいい？」


　問い掛けられて、咄とつ嗟さに頷うなずきそうになるのを、必死ですなおは堪えた。


　かわりにきつく唇を嚙かみしめ、頭を振るすなおに、瞭一は大おお袈げ裟さにため息をついてみせる。


「――噓うそつくと、意地悪するからな？」


　すなおの下か肢しから衣服を無理やり剝はぎ取った。熱を帯びた部分に、体育倉庫の湿し気けた空気がひやりと冷たく感じて、すなおは息を呑む。


　すなおの足の付け根で、確かに涙を流して熱く疼いているのが、隠しようもない。


　咄嗟に隠そうと両りよう腕うでを動かしたせいで、背中で手て錠じようががちゃんと音を立てた。


　手首に冷たい金属が食いこむ痛みに、すなおは顔をしかめる。しかしそれも、いまや甘い毒みたいに、全身を痺れさせていくようだった。


　異常な状況に、理性が蝕むしばまれて、呑みこまれていく。


　瞭一の手に全てが晒さらされているということに、興奮しているのだ。それが、泣きたくなるほど恥ずかしいのに、羞しゆう恥ちは同じだけ快感を激しくさせてしまう。


「――ひ……や……やぁ……っ」


　あらわになったその場所は、瞭一の視線だけで、びくびくと震ふるえていた。何もされていないのに、走り始めた身体からだが、止まらない。


「槙野の、まだ可愛かわいいな。キレイな色して」


「そんな……風に、言わ、ないで……っ」


「だって、ホントのことだろ？」


　ぺろ、と、先端を軽く舐なめられ、すなおの背がしなる。頭を殴なぐられたみたいな衝しよう撃げきに、ショックを隠せなかった。


「やだ、先せん輩ぱい、そんなとこ……っ」


　涙をこぼし、すなおは訴うつたえる。しかし、最初の反応に気をよくしたのか、瞭一は顔をあげてくれなかった。ねっとりと熱い舌先に、溢あふれる精液をすくいとるように舐め上げられ、腰こしががくがくと震える。


「だめ、も……う、あ、や……っ！」


　目の前が、くらくらする。下半身の疼きは、どうにもならないところまで高められている。――もう、限界だった。


「――――――――ひ・ぁっ！」


　イく、と思った瞬しゆん間かん、瞭一の手が、すなおの根元をきつく摑つかんでいた。


　絶頂を塞せき止められ、すなおは苦しさに眉まゆを顰ひそめ、瞭一を縋すがるように見上げる。


「かんざき…さん……っ！　いや、やめ……っ」


「なにが嫌いや？……本当は、どうして欲しい？」


　止められない涙を舐めとりながら、瞭一がさらに追い詰つめる。


　もう、頭の中が、ぐちゃぐちゃだった。


　気持ちよすぎるのか、辛すぎるのか、もうわからない。


「槙野が正直になるまで、許してあげない。――言っちゃえよ。夢でくらい、本当にして欲しいこと、全部言ってみろよ」


　それは、瞭一の言葉？　それとも、自分の本音？


　熱さに蕩けた思考で、すなおはぼんやりとそう思った。


「本当は、こうしたいんだろ？」


　――そう。本当は。


　根元を握にぎられたままで、アレを刺激され、すなおは無意識に腰を揺らめかせて身み悶もだえる。


　そして、震える唇くちびるで、すなおはとうとう、本心を吐と露ろした。


「……そう……です……。ほんとは……っ」


　触って欲しくて。いやらしいこと、望んでた。


　瞭一にキスされるのも、こんな風に弄いじられるのも、嫌じゃない。


　これは、自分が望んでた夢。


「も……イかせて……っ、お願い……」


　ひっく、と、喉のどを鳴らして泣くすなおに、瞭一はようやく薄うすく微ほほ笑えんだ。


　そして、唇が触れるギリギリで、囁ささやく。


「じゃあ、もう噓つくなよ。約束する？」


　こくん、と、瞭一を見上げ、すなおは頷いた。


　接吻くちづけを受けながら、ようやく瞭一の戒いましめがほどかれる。


「―――ん……ぅ……っ!!」


　激しく扱かれ、目の前が真っ白になる。


　気絶しそうな快楽を感じながら、すなおは細い肢し体たいを小刻みに震わせ、絶頂を極きわめていた。
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　翌日、すなおは目に見えて落ちこんでいた。


　罪悪感で、胸は一杯だった。


　とうとう、自分で、あれが自分の本心なのだと、思い切りすなおは認めてしまったのだから、尚なお更さらだ。


　確かに前の電車の夢の時だって、願望を見たのだとはわかっていた。でも、昨夜ほどそれをはっきりと、思い知らされたわけではない。


　すなおは、手首を無意識に撫なでた。朝からつい、何度もしている仕草だ。


　夢だったことの証しよう拠こであるように、そこにはなんの痣あざも傷も残ってはいない。


　あの、硬かたい金属が肌はだに食いこむ感かん触しよくだけは、今もありありと覚えているのに。


　どんよりとした空気を背負ったまま、すなおは大きくため息をついた。


「……おっきなため息」


　くす、と、傍かたわらの由樹が苦く笑しようを浮うかべた。


「あ、ゆ、由樹先輩っ」


「ため息を一つつくと、一つ幸せが逃にげるよ？　どしたの」


　ぽん、と、由樹がノートですなおの頭を軽く叩たたいた。


　由樹が気を遣つかってくれていることは、痛いほどわかる。頼たよりになる、優やさしい先輩として、由樹のことは大好きだ。でも、だからこそ、こんなこと、とても相談できっこない。


「いえ……なんでも、ありませんから」


　すなおは、薄く微笑んで答えた。


　その様子に、由樹は小さく肩かたを竦すくめた。


　こんな表情のすなおには、何をいっても無む駄だだということを、彼はよく知っているのだ。


「なら、いいけど。俺、先生に呼ばれてるから、ちょっと外すね。みんながロードワークから戻もどってきたら、柔じゆう軟なんするように言っておいて」


「あ、はい」


「……大会近いんだから。マネージャーがナーバスになってると、選手にいい影えい響きようがない。ちゃんと自覚して、元気出すこと。了りよう解かい？」


　今度の由樹の言葉は、厳しかった。すなおが神しん妙みように頷うなずくと、「よし」と由樹は笑って、体育館を出て行った。


（……そうだよな。ほんと、ちゃんとしなくちゃ）


　個人的な問題で、チームに悪あく影えい響きようを出してはならない。すなおは気合をいれるように、頰ほおを自分の手のひらで少し強めに叩いた。


「よし！」


「……なにしてんの？　槙野」


　気合を入れて振ふり返った瞬間、一番会いたくない人物を目の前にして、すなおは一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしてしまった。


「ちっくしょー、また負けた！」


　瞭一の背後から、息を切らして、和也が駆かけこんでくる。


　バスケ部俊しゆん足そくコンビの二人は、他ほかの部員よりもいち早くロードワークを走りきって、戻ってきたところだった。


「コンパスの長さが違ちがうんだよ、戸室くん」


「バカ野や郎ろう。足の長さはほとんど変わらねーよ！」


　からかう瞭一に、和也はムキになって嚙かみ付く。じゃれあう二人に苦笑しつつ、すなおは由樹に伝言されたメニューを伝えた。


「じゃあ、次は各自柔軟してください。遊んでちゃダメですよ」


「あれ、由樹は？」


「監かん督とくのとこです」


「大会のメンバーのことかな？」


　瞭一が首を傾かしげると、


「多分そうだろ」


　和也は頷き、ゆっくりと柔軟を始める。


　その背後で、ようやくぱらぱらと、他の部員たちも姿を現し始めた。


「おっせーぞ！」


　和也が笑いながら、入り口に向って怒ど鳴なる。一方、瞭一はタオルで汗あせを拭ふきながら、情けない顔でぼやいた。


「俺、ベンチとかに下げられたりしてな」


「それはないですよ。神崎先せん輩ぱいが」


　一年生の時からレギュラーという実績の彼が、今いま更さら気弱になるなんておかしくて、すなおは思わず笑ってしまった。


　しかし、瞭一の表情は案外真ま面じ目めだ。


「でも、ここんとこ監督に叱しかられてばっかだからな。ちょっと、スランプかもしれねぇし」


「それは、監督が神崎先輩を評価してるからですよ」


　すなおの言葉は、お世辞でもなんでもなかった。


　選手という立場ではわからないことかもしれないが、マネージャーという一歩ひいた立場でチーム全体を見み渡わたしていると、逆にわかることも多いのだ。


　瞭一は背も高く、足も速い。センターとしては、判断力にも優すぐれ、チームの紛まぎれも無い大黒柱だ。


　しかし、その一方で、頭に血が上りやすく、いざというところでメンバー全員の動きを意識して動けないという欠点もあった。


　そこを打破できれば、瞭一はさらにいい選手になる。それが監督にはわかっているからこそ、このところ瞭一には、うるさいほどに注意をしているのだ。


「……羨うらやましいです」


　ほんの少し、本音が混じった。


　そんなすなおを見つめ、瞭一はやや言いにくそうに口を開いた。


「あのさぁ……俺がお前にキスした夢みた時、あっただろ」


「！……は、はい」


「あの時、お前、レギュラーのユニフォーム、すごい嬉うれしそうに見てたよな」


　瞭一が忘れていなかったことに、すなおは耳まで赤くなる。


「あ、あの、その……すみません。身のほど知らずで」


「なんで謝んの？　いいじゃん。バスケ好きなら、やりたいのが普ふ通つうだろ。たまには、ミニゲームでもしようぜ」


　そう言うと、瞭一はにこっとすなおに笑いかけた。


（うわ……っ！）


　舞まい上がってしまいそうに、その言葉は嬉しかった。思わずぱあっと笑え顔がおになって、瞭一を見上げると、彼も嬉しそうに頷く。


「よかった。槙野、笑った」


「え……」


「なんか元気ねぇから、心配だったんだ。なんかまた俺、余計なこと言っちゃったかなって」


「いえ、そんなんじゃ……っ」


　瞭一のせいではない。落ちこんでいたのは、すなお自身の問題のせいだ。


　それなのに、気を遣わせてしまったのが申し訳なくて、すなおは慌あわてて否定した。


「そ？　なら、よかった。あ。あとでほんとにゲームしような。……元気、出せよ」


　そう言うと、瞭一は大きな手のひらで、くしゃ、と、すなおの髪かみを撫なでた。


（……神崎先輩）


　温かくて、優しい手のひらに、すなおは泣きたくなる。





　やっぱり、この人が好きだ。


　どうしても、彼が好き。


　あんな夢を見てしまうくらい、好きなのは、もうどうしようもない。





　だったらせめて、きちんと割り切らなければ。


　夢は、夢。現実とは、なんの関係もない。


　由樹に言われたように、自分ひとりの迷いのせいで、チームに迷めい惑わくをかけたり、瞭一に気を遣つかわせてはいけないから。


　――あれは、夢だけのこと。





　すなおは、そう自分に言い聞かせると、ぎゅ…と、手のひらを強く握にぎりしめた。








　一方その頃ころ、由樹は用事を済ませ、体育館へと戻もどる道を急いでいた。


　初夏も近い日差しは、午後になっても未いまだ眩まぶしい。グラウンドの隅すみに植うえられた木々は、芽め吹ぶいたばかりの新緑をきらきらと輝かがやかせていた。男ばかりの、とかくむさくるしくなりがちなこの学校においても、この季節はやはり爽さわやかな空気が溢あふれている。由樹は無意識に、大きく深呼吸をした。


　丁度校庭の水飲み場を通りかかると、そこには数人の生徒の姿があった。着物に袴はかま姿すがたの彼らは、一目でどこの部活のものか誰だれにでもわかる。


　そしてその中で、一ひと際きわ長身の少年の姿を見つけ、由樹の表情が自然に綻ほころんだ。


「もといくん」


「……小野原さん」


　肩かたにかけたレモンイエローのタオルで顔を拭ぬぐいながら、もといは顔をあげた。


「今、休きゆう憩けい？」


「そうです。小野原さんは？」


「ちょっと、教員室まで行ってた。記念祭の書類出さないといけなかったから」


「ああ……。すなおから聞きました」


　もといはそう言うと、暫しばしの間躊躇ためらうように沈ちん黙もくした。


「？　どうしたの？」


「いえ。……悪い、少し遅おくれるって言ってくれ」


　もといは、ぼうっと由樹に見み惚とれていた同級生に伝言を頼たのむ形で追い払はらうと、由樹に向き直った。


「すみません、今、少しいいですか？」


「いいよ。……すなおのこと？」


　もといは頷うなずいた。


　すなおの様子が、このところおかしいということは、由樹も気づいている。とにかく情じよう緒ちよ不安定で、元々ぼーっとしたところはあるけれども、さらにそれが酷ひどくなっているような感じだ。そのうち転んで怪け我がでもしかねないな、と、由樹は思っていた。


「……神崎瞭一って、由樹さんからみて、どういう奴やつです？　今度、相手役なんですよね」


　直球のもといの質問に、由樹は面食らったように長い睫まつ毛げを揺ゆらして、数度瞬まばたきする。


「それと、すなおがおかしいのは、関係あるの？」


　確かに、すなおの想おもい人が瞭一であることは、由樹は知っている。しかし、それをもといが気づいているのはやや意外だったし、それに、すなおが瞭一のことを見つめるようになったのは、なにもここ最近のことではないのだ。


「…………すなおは、あいつの夢を見たあとは、態度がおかしいから」


「夢？」


「この間から、ずっとそうです」


　そう言われてみれば、そうかもしれない。


　すなおの様子がおかしくなったのは、あの『同じ夢』を見た後からだ。


「すなおは、あいつが好きなのかもしれない」


（かも、じゃなくて、多分そうだけどね……）


　それを、この強度のブラコンのもといに報しらせるのは、あまりに酷こくな気がした。


　なにも由樹としても、好んで憎にくまれ役を買って出たいわけではない。


「神崎のことなら、ある程度なら教えてあげられるよ。三年もチームメイトだから。もといくん、俺の電話とメアド、知ってるよね？　なにかあったら、いつでも連れん絡らくして。相談……とはいかなくても、情報役くらいはできるから」


　ふわりと由樹が微ほほ笑えむと、もといはいつもの無表情のままではあったが、軽く会え釈しやくをして答えた。


「ありがとうございます」


「いえいえ」


　これが彼なりの、最大限の謝辞の示し方なのだ。


　もといは、そういう、不器用な男だった。


（方向性は違ちがうけど、器用じゃないっていうのは、ある意味そっくりな兄弟かもしれないなぁ……）


　由樹は苦く笑しようしながら、そんなことを思っていた。








　六月に入ると、徐じよ々じよに学園内は記念祭にむけて、騒そう々ぞうしさを増していった。


　どこのクラブもそれなりに箝かん口こう令れいを敷しきつつも、発表製作に忙いそがしい。なかでもやはり、バスケ部の白雪姫、小野原由樹のお姫様姿が拝めるかもしれないということで、期待はいや増すばかりだった。


　その期待が、当日大きく裏切られるとわかっているバスケ部員としては、忍しのび笑いを堪こらえきれない。


　まさにキャプテン、聡介の狙ねらいどおりの展開だ。


「いやぁ、ホントにキャプテンて、詐さ欺ぎ師しの才能あるよね」


「頭脳プレイといえよ、由樹。あ、それから、お前も適当に期待させるようなこと言っておけよ？　ドレスって案外重いのなー、とか。カツラって高くてびっくりした、とか」


「はいはい」


　由樹もどうやら面おも白しろがっているようで、聡介の指示には笑って頷いた。


「由樹さんて、今まで女装ってやったことないんですか？」


　それだけキレイならば、おしつけられたこともあったろうに。加熱する期待に驚おどろきながらすなおが尋たずねると、由樹は即そく座ざに「ない」と即そく答とうした。


「だって、男のスカート姿なんてなにが嬉うれしいのか理解できない。化け粧しようとかだって、めんどくさいし。中学の頃なんて、そりゃもうやれやれ言われたけどね。こっちも子供だったから、ムキになっちゃって。絶対やらないって暴れた」


「そうそう、すごかったんだよなー。あの頃の由樹」


　同じ中学出身の聡介が、懐なつかしむように同意する。


　すなおの知る由樹は、口調こそぶっきらぼうなところはあるが、総じて穏おだやかで優やさしい、てきぱきと気のきくキレイな人だ。


　そんな彼の暴れっぷりなど咄とつ嗟さに想像できず、すなおは絶句してしまった。


「意外？」


「……ちょっと」


　正直なすなおの感想に、由樹は声を出して軽く笑った。そして、それから、少しだけ寂さびしそうに呟つぶやく。


「それに、今はそんなに無理もできないしね」


　由樹は中学時代に足を痛めていた。不幸な、交通事故だったときいている。


　中学までの由樹は、それこそ県内でも有名なバスケットプレイヤーだった。小こ柄がらながら、強きよう靭じんな筋肉が生み出す高いジャンプとスピードで、身体からだの大きな選手たちを翻ほん弄ろうする姿は、小気味良いほどだったそうだ。


　しかし今は、由樹の足は、走ることはできない。あのプレイは、二度とは蘇よみがえらないのだ。


　そして、高校に入ってから、由樹はマネージャーの道を選んだ。傍はたで他人がプレイをしているのを見るのは、正直辛つらいところもあったという。でも、それでも。


「バスケに関わっていたかったからね。でも、今はマネージャーっていう仕事にやりがい感じてるよ。裏方なしに、プレイはできないんだから」


　結局、由樹もまた、どうしようもなくバスケが好きな人間だった。


　そのことを知っているのは、部員でも、同じ中学出身の聡介と、すなおだけだ。


　すなおがマネージャーになるように監かん督とくに言われた日、由樹が打ち明けてくれたからだった。


　人当たりはいいものの、滅めつ多たに他人に自分のことを話す人ではなかったから、すなおはひどく驚き……そして、その気き遣づかいに、感謝した。


　すなおにとって、由樹がとても大人に見えるのは、そんな辛さを乗り越こえてきているからかもしれない。


「なに？　じっと見て。惚ほれた？」


「なにいってんですか。……そりゃ、由樹さんのことは好きですけどね」


　くすくすと笑ってそう返すと、突とつ然ぜん由樹はすなおの耳元に唇くちびるをよせ、ぼそりと呟く。


「神崎の次に？」


「あ……！」


　そういえば、由樹には何な故ぜか瞭一に恋していることを見抜かれているのだ。


　真っ赤になったすなおは、訝いぶかる聡介を残し、体育館の外までぐいぐいと由樹を引っ張っていった。


「すごーい。すなお、耳まで真っ赤」


「あのッ、由樹さん、なんで……そのこと……」


「見てりゃわかるよ。あ、大だい丈じよう夫ぶ。他ほかの奴らは気づいてないから、多分ね。ほら、俺って、選手全員に目を配るのがお仕事だから、なんとなく、ね」


　他の人には知られていないということに、すなおはほっと肩かたの力を抜ぬく。


「でも、なんで神崎なの？　そりゃ確かにうちのセンターだし、背は高いし上手いほうだとは思うけど。あいつ、けっこうバカで口悪いよ？　いや、悪いっていうか、考えたことと発言が直結してるっていうか。腹芸ができないタイプっていうか」


　三年間チームメイトの仲とはいえ、遠えん慮りよがない由樹の台詞せりふに、すなおは少し怒おこった顔をする。確かにその通りだけれども、それが欠点だとはすなおは思わないのだ。


「でも、だからこそ、神崎先せん輩ぱいは裏表がないってことだと思いますけど」


「まぁ……ね」


　珍めずらしく言い返したすなおに、由樹はやや面食らったように瞬まばたきをした。


　いつも大人おとなしいすなおが、こんな風に突つっ掛かかってくることは、本当に稀まれだったのだ。


（すごいなぁ……これが、恋って奴やつか）


　目を丸くした由樹に、自分が生意気なことを言ってしまったことを悟さとったすなおは、またいつものように頰ほおを赤らめると、慌あわてて頭を下げた。


「あ、す、すみませんッ！　生意気言っちゃって……」


「いいよ。すなおが本気なことはよーくわかった。ちょっと感動」


「え？」


「ほんとに神崎に惚れちゃってんだねぇ、お前……」


　自覚はあるが、しみじみと他人に指し摘てきされるとさすがに恥はずかしくて、すなおは意味もなく柔やわらかな前まえ髪がみをしきりにかきあげた。


「え、あ……そ、そう……みたい、です」


　消え入りそうな声で答えるすなおに、やれやれ、と、由樹は細い肩を竦すくめる。


「神崎の夢って、まだ見てるんでしょう？　もといくんが、そう言ってた」


「もといが？」


「神崎の夢を見た日のすなおって、朝すごくぎくしゃくしてるんだって。だからすぐわかるって、仏ぶつ頂ちよう面づらしてたよ。もといくん」


「あ……」


　そこまでバレていたとは。すなおの背中に、つうっと冷たいものが流れ落ちた。


　最初に夢を見てから、まだ二週間と少ししかたっていない。けれども、もうその間にも夢は何度も見た。


　しかもその内容ときたら、徐々にエスカレートする一方なのだ。


　一度は割り切ろうと決意はしたものの、瞭一の前にたつと、夢の中のリアルなアレやソレをどうしてもつい思い出してしまい、結局すなおは前よりも一層、落ち着かなくなってしまうという状態だった。


「ホントは神崎も同じ夢、見てたりして」


「そ、それは無いですよッ！」


　咄嗟に、すなおの口からは力いっぱい否定の言葉が飛び出した。


　だって、そんなことはありえない。


　あんな、すなおの願望そのままのような夢。もしも瞭一が見ていたとしたら、怒り出すか蔑さげすまれるか、そのどちらかに決まってる。


「でもね、昔の人は、夢に他人が出てくるのは、その人が自分に片かた想おもいしているからだって言ってたんだってよ？」


「それは、よっぽどの自意識過か剰じようか、ポジティブシンキングなんだと思いますけど」


「すなおは俺からみればすぎ」


　由樹のきれいな指先が、ぴんっとすなおの額を弾はじいた。


「俺はすなおのこと応おう援えんしてるから。頑がん張ばってよ」


　そして、ふわりと微ほほ笑えんだ由樹は、やはり本人がどう言おうとも、まるで牡ぼ丹たんか蘭らんの花のように艶つややかで美しかった。


「ありがとう……ございます」


　嬉うれしくなって、すなおにもようやく、笑え顔がおが浮うかぶ。それに満足そうに頷うなずいて、ぼそりと由樹は呟いた。


「いやいや、なになに。俺の都合もあるから」


「え？　なんか言いました？」


「ううん、別に？」


　そうして今度は誤ご魔ま化かすようににっこりと笑った。それでもやっぱり、由樹の笑顔はキレイだ。


「由樹、槙野！　なにやってんだ、そんなとこで」


「はーい！」


　和也に呼ばれ、二人は体育館内に小走りで戻もどっていった。








　瞭一が、コートの中を走っていた。その姿が眩まぶしいように、すなおは目を細める。


　プレイ中の瞭一は、とてもキレイだ。


　真しん剣けんな眼まな差ざしや、流れるような無む駄だの無い動き。ジャンプの滞たい空くう時間の長さは、まるで本当に飛んでいるかのように見える。


　自由で、力強い動き。見つめていると、自分も同じようにプレイしているかのように、心臓がどきどきした。


（……あれ？　でも……）


　わずかに右足の動きが鈍にぶい。そのことに気づいたすなおは、眉まゆを顰ひそめる。


　すると、すなおの視線に気づいたのか、シュートを決めた瞭一がふとこちらを見た。


　隠かくしようもなくばちっと合ってしまった視線に、すなおは息を呑む。すると瞭一は、にこっと笑い、足元にバウンドしたボールを拾い上げると、高い位置でドリブルしながらこちらに歩いてきた。


「俺の勇姿、ちゃんと見てた？」


　からかうような口調に、すなおは努めて普ふ通つうの笑顔で返す。


「見てましたよ。……あの、神崎さん。右足、ちょっと痛めてません？」


　すなおの言葉に、瞭一はしまった、という顔で、口をぐっと一文字にする。


　まるで悪戯いたずらが見つかった子供のような表情に、すなおは小さくため息をついた。


「やっぱり。見せてください。ちゃんとテーピングしとかないと、悪化しますよ。大会前なんだから、気をつけないと」


　ベンチまで半ば無理やりつれていくと、瞭一を座らせ、その足元にすなおは屈かがみこむ。慣れた手つきで救急箱からテープを取り出すと、瞭一の足を膝ひざの上に載のせた。


「痛かったら言ってくださいね」


　そう前置きをすると、足首を軽く指先で触ふれていく。くるぶしのあたりを軽く押すと、瞭一は小さく「痛ッ」と呟つぶやき、顔をしかめた。


「腫はれてはいないし、軽く挫くじいてるだけだと思いますけど。しばらく練習は、少し軽めにしてくださいね」


　そう念押しをして、マッサージで筋肉をややほぐしてから、すなおは手て際ぎわよくテーピングをしていった。


「槙野、うまくなったなぁ」


「由樹さんにしごかれましたから」


　由樹は、父が医者で母が看護師という家のせいか、医い療りよう全般に関しても詳くわしかった。はっきりとはまだ聞いてはいないが、そちらの方面に大学も進みたいらしい。


　マネージャーになった当初に、マッサージの方法や、応急処置、はては栄養学に関してまで、すなおはみっちりと由樹に勉強させられた。


　マネージャーといったら、てっきり雑用係だとばかり思っていたすなおは、そのカバーする範はん囲いの広さに、内心青くなったほどなのだ。


　最初はどれも見よう見み真ま似ねではあったけれども、最近はようやく、すなおのそういった知識も、なかなかのレベルにまでなってきていた。


「エライエライ」


　瞭一の長い指先が、ぐしゃ、と、すなおの柔らかい髪かみをかきまわした。大きな手のひらの感かん触しよくに、一時忘れていた不ふ埒らちな記き憶おくが一気にすなおの脳裏に蘇よみがえり、すなおの体温がかぁっと上じよう昇しようする。


　それを悟さとられまいと、すなおは軽く首を振ふって、瞭一の手を振り払はらった。


「や、やめてくださいよ。頭ぐしゃぐしゃになっちゃうじゃないですか」


「槙野の髪って柔らかいのなー。気持ちいい。うちの猫ねこみたい」


　にこにこ笑ってそんなことを言われて、テーピングをする手が震ふるえてしまいそうだ。


「そんなこと言われたって、嬉しくないです」


　噓うそだけど、口先ではそう答えて、黙もく々もくと作業を続けていく。


「槙野、怒おこった？」


「怒ってはいませんけど、あんまりからかわないでください」


「ホントなのに」


　拗すねたようにそう言うと、また手を伸のばし、瞭一はすなおの髪に手て櫛ぐしを入れるように指をさしいれる。地じ肌はだに触れる瞭一の指の感触はあんまり心地よくて、すなおは目の前がぐらぐらするような錯さつ覚かくさえ覚えた。


　冗じよう談だんでも、やめて欲しい。そんなことをされたら、いやでも身体からだが思い出してしまう。


　夢の中で、その指先がどんなにいやらしいことをしたのか。そしてそれに、自分がどれだけはしたなく応こたえたのか。


「…………ッ」


　すなおが唇くちびるを嚙かんだ時、突とつ然ぜん背後からぽんっと肩かたを叩たたかれる。がちがちに緊きん張ちようしていた身体から、ふっとようやく力が抜ぬけるようだった。


「なにセクハラしてんだよー、瞭一」


　和也がにやにやしながら言うと、瞭一は唇を尖らせ、親友をじろりとねめつける。


「セクハラなんてしてねぇよ」


「髪の毛いじるのなんて立派なセクハラだっつーの。槙野が大人おとなしいのをいいことに、やだねー」


「うっせぇよ、お前。どっかいけ」


「ひでぇなぁ。なー。槙野もそう思うだろ？」


　ぎゅうっと背後からのしかかるようにして抱だきしめられ、すなおは困った顔で笑った。


「重いですって、戸室さん～」


「だんだんそれが快感になるから、いいだろ～？」


「なんですか、それぇ」


　くすぐったい、と、すなおは笑いながら身を捩よじる。だが、悪乗りした和也は、なかなか腕うでを放してくれない。


「お前だってセクハラだろうが」


　不ふ機き嫌げんな顔で瞭一は言うと、ぐいっとすなおの腕を摑つかんで引き寄せた。


　いつのまに立ち上がっていたのか、すなおの身体は瞭一の胸にどさっと倒たおれこむような格好になってしまう。


「なんだよー、ちょっとくらい。あ、お前、夢でちゅーしたからって、なんかカンチガイしてないか？」


「するか！　バカ」


　和也の揶や揄ゆに、とことん瞭一は呆あきれた声で返す。


「夢は夢だろ。関係ないっつーの」


　そうだ。夢は、夢でしかない。


　以前もといに言われたのと同じ言葉。そして、自分で何度も言い聞かせた言葉。それなのに、瞭一に言われると、胸に冷たく突つき刺ささるような思いがした。


「……そうですよ」


　そう答えた声が、震えないようにするだけで、すなおには精せい一いつ杯ぱいだった





　所しよ詮せん、夢は夢。


　現実には、なにも変わっていない。ただの、同じクラブの先せん輩ぱいと後こう輩はい。それだけの関係でしかない。


　そんなこと、充じゆう分ぶんわかっている。そして、それ以上なんて、望まない。


　……望んでいない、はずなのに。


　見ようと思っているわけじゃない。寝ねないわけにはいかないから、だから、眠ねむるだけ。


　枕まくらを抱きかかえ、すなおはそう一人ごちた。


　自分でも、言い訳のように感じられたけれども、そう呟かずにはいられなかったのだ。





　そして、また、夢を見る。







◇◆◇







　春の日差しが暖かい。制服のシャツ越しに、背中がじんわりと温かくなっていくのがわかった。


　穏やかな風が、すなおの柔らかい黒茶の髪と遊ぶように揺らしていく。


　空の色は薄いブルー。ぽつり、ぽつり、と、羽根のように薄い白い雲が浮かんでいた。


　屋上の上には遮さえぎるものはなにもなく、頭上にはただ空だけが広がっている。


「この時季が一番気持ちいいですよね」


　入梅の少し前の空気は、なんだか柔やわらかいとすなおは感じる。手のひらを広げると、日差しの暖かさが光とともに降って来るようだ。


「なんだか、楽しそうだな」


「楽しいですよ。俺。神崎先輩は、つまらない？」


　不安になって、傍かたわらの彼を見上げると、瞭一は微ほほ笑えんで首を振った。


「楽しそうな槙野を見てんのが楽しい」


「……そ、ですか」


「だってお前、あんまり楽しそうにしてないからさ。……俺、お前がふわふわ笑ってるの見んの、好き」


　そんなことをストレートに言われても、どう返していいかわからず、すなおは困って視線を逸らした。


「き、気をつけます」


「だから、そう固くなんなって」


　呆れたように呟つぶやいた瞭一の長い腕が、するりとすなおの身体にまわされる。屈かがみこんできた瞭一に、『あ、キスされる』と、すなおは大人しく目を閉じた。


　以前、体育倉庫でされたような無体なことは、あれ以降はさっぱりなかった。そのかわり、すなおはどんな時でも、瞭一に抵てい抗こうすることはしなくなっていた。


　この行こう為いを、自分が望んでいることだという自覚があったからだ。


　予想通り、乾かわいた瞭一の唇が、すなおのそれと重なる。軽く数度、触ふれ合わせ、それから至近距きよ離りでじっと瞭一はすなおを見つめた。


「……そんな、じっと見ないでください」


　恥はずかしくて、すなおは頰ほおを赤らめながら、頭一つ高いところにある瞭一の瞳ひとみを見上げて抗こう議ぎする。その頰のラインをなぞるように指先で撫なでながら、瞭一は日差しにすけるすなおの瞳の色に初めて気づいたようだった。


「お前って、目の色薄うすいんだなぁ。茶色……っていうより、緑色っぽく見える」


「あ、明るいところだと、そうなんです。もといも、同じ色なんですけど……遺伝みたいで」


「どっかの血が入ってるとかなくて？」


「そういうんじゃないです。……小さい頃ころはもっと薄かったから、からかわれたりして、あんまり好きじゃないんですけど」


「え？　キレイじゃん。すっげぇ」


　瞭一は不服そうにそう言うと、じいっとすなおの瞳を覗のぞきこむ。


　間近の端たん整せいな顔と真しん摯しな眼まな差ざしに、すなおの薄茶色の瞳が徐じよ々じよに潤うるんで、目元を赤く染めた。


「先輩……恥ずかしいから……」


「赤くなってる。槙野。……可愛かわいい」


　くすくすと笑いながら、瞭一の唇がすなおの頰に触れる。


　慰なぐさめるような、からかうような甘いキスは、すなおの柔らかな頰や鼻先に触れ、ゆっくりと耳やうなじへと移動していった。


「や……っ、や、神崎さ……んっ」


　ぎゅ、と、シャツを握にぎりしめ、すなおが抗議をするが、瞭一の接吻くちづけはやまない。ぞくぞくと背中が震ふるえて、動どう悸きが耳元でうるさいくらいに感じた。


「いや？　本当に？」


「……んっ」


　からかうように尋たずねられ、与あたえられた接吻けに何も言えなくなる。


　唇くちびるの間から忍しのびこんでくる舌先の熱さに、抵抗などできなかった。歯列をなぞり、口こう腔こうの全てを容よう赦しやなく瞭一の舌先が暴いていく。


　溢あふれる唾だ液えきごと、吐と息いきまでも吸いあげられ、すなおを眩暈めまいが襲おそった。


　膝ひざ裏の力が抜ぬけて、必死で瞭一の身体からだにしがみつく。それは、今にも溺おぼれそうな子供のような仕草だった。


　確かに、溺れていたのかもしれない。瞭一の接吻けに。


「……ふぁ……っ」


　ようやく唇が離はなれると、つぅっと唾液の糸がひいた。


「舌、出して」


　瞭一の言葉が命じるままに、すなおは桜色の舌先を、震える唇の間から差し出した。


　そっと捧ささげるように差し出されたそれを、瞭一は肉にく食しよく獣じゆうのように貪どん欲よくに舐なめあげ、軽く歯を立てる。その度たびにぞくぞくと全身を走る愉ゆ悦えつはとてつもなく甘かったけれども、その激しさは恐おそろしくもあった。


「……ぁ、あ……っ」


　接吻けを続けながら、瞭一の手はすなおの小さな臀でん部ぶを撫で、大きな手で摑つかんだ。強く揉もまれる感覚に、びくびくと熱くなり始めたすなお自身が疼うずき始める。


「……ほんとに、イヤ？」


　唾液に濡ぬれた唇で、瞭一はそう呟いて薄く笑った。いつもの明るいような、それでいてひどくいやらしい笑え顔がおを、すなおはぼんやりと見み惚とれてしまう。


　瞭一がキレイだと褒ほめた薄茶色の瞳は、完全に快感に潤み、半開きのままの小さな唇は濡れて光っていた。


　普ふ段だんは童顔で、子供のようだと言われてばかりのすなおだったが、感じた時の表情は、逆にそれゆえに背徳的でいやらしい。本人には自覚はないが、強ゆ請するように桜色の舌で唇を舐め、切なげに眉まゆを顰ひそめて見上げてくる様は、どうしようもなく誘ゆう惑わく的だった。


「槙野？」


「……イヤじゃ、ないです……」


　瞭一を見上げ、すなおは首を振ふった。


「……もっと、いっぱい……触さわって。先輩……」


　恥ずかしさに、涙なみだが溢れる。


　微笑んだ瞭一の肩かた越ごしには、青い空が広がっていたけれども、もうそんなものはすなおの瞳には映ってはいなかった。





　屋上の硬かたい石の上に座り、膝を大きく広げさせられる。その間に身体を割りこませ、瞭一はすなおの手をとると、シャツのボタンに指をかけさせる。


「これ、外して」


「あっ……はい」


　優やさしいながらも強引な言葉に従って、すなおは震える指先でシャツのボタンに手をかける。プラスチックのそれが、今日に限ってうまく外せなくて、すなおは泣きそうになってしまった。


「ゆっくりでいいから」


　苦く笑しようする瞭一の視線が熱い。彼の前で自ら服を脱ぬぐという恥ずかしさが、余計にすなおの指を不器用にしてしまっていた。


　それでも一つずつ、ゆっくりと、すなおの肌はだがあらわになる。くっきりと浮うかび上がった鎖さ骨こつや、薄い胸に、瞭一の指先と唇が触れていく。その度、触れられた個所から、全身に電気のような痺しびれが走るようだった。


「……あっ」


　中でも、胸の中心の淡あわい飾かざりに瞭一が触れると、我が慢まんできずにすなおは悲鳴のような声をあげてしまった。


　全身が強こわ張ばり、がしゃん、と、背中を支える金かな網あみが揺ゆれて音をたてた。


「槙野のこれ、ちっちゃいけど、感度はいいんだな」


　感心するように瞭一が囁ささやく、その吐と息いきがかかるだけでもたまらなかった。小こ粒つぶな乳首はきゅうっと固くなり、鮮あざやかに赤く染まっていく。


　固く尖とがらせた舌先で押し潰つぶされ、やわやわと唇で食はむように刺し激げきされる。


「やぁ……痛ぃ……っ」


　びりびりと痺れるような快楽は痛いくらいで、すなおの頰を涙が零こぼれ落ちた。


　薄うす桃もも色に上気した全身がびくびくと震え、腰こしのあたりで欲望が熱くうねる。すでに学生服のズボン越ごしにさえ、その形の変化が見て取れた。


「あ……も……っ」


　瞭一の首に腕うでを回してしがみつくと、すなおは行為の続きを強請った。立ち上がったアレが、解放を求めてずきずきと疼く。


「ここ？」


　長い指先で、布越しにその形を確かめるようになぞられ、すなおは湧わきあがる快感に翻ほん弄ろうされそうになりながら、こくこくと幾いく度ども頷うなずいた。


「お願い……そこ、触って……、して……」


　瞭一の肩かたに顔を埋うずめ、すなおは震える声で懇こん願がんする。涙が零れて仕方ない。


　ズボンのボタンが外され、チャックが下ろされる。その音が、いやに生々しく耳についた。


　その下には、すでにアンダーウェアから顔を覗かせているすなお自身が蜜みつを滴したたらせ、濡れている。外気に晒さらされ、一いつ瞬しゆん感じた寒さに、すなおは肩を竦すくませた。


　背中で、ぎしぎしと金網が軋きしむ。いつもはただ、生徒たちが走り回る屋上で、こんな風にいやらしいことをしているという事実が、どうしようもなくすなおの官能を煽あおっていくようだった。


「槙野……」


　耳元で囁かれ、すなおは白い喉のどを反らせる。


　瞭一の指が、すなお自身に絡からみついた。すでに先走りに濡れていたソレは、愛いとしい人の愛あい撫ぶに、歓かん喜きするようにさらに固く、熱く変化していく。幹を上下に扱しごかれ、あるいは握りこまれて、指先で揉むように刺激される。


　性感そのものを弄いじられる感覚に、すなおは涙をぼろぼろと零し、嬌きよう声せいをあげた。


「あ……っ、う、ん……あ・あぁっ」


　更さらなる愉悦を求めるように、腰がはしたなく揺れてしまう。


　夢だとどこかでわかっているせいなのか、あるいは瞭一にされているせいなのか、一人でするよりもはるかにすなおは放ほう埓らつに乱れた。触ふれられれば触れられるほど、もっと欲張りになっていくような身体が、自分でもすなおは怖こわかった。


「槙野、気持ちいい？」


「あ……はい……っ……いい、です……っ」


　問い掛かけられたならば答えてしまう従順なすなおに、瞭一は瞬しゆん間かん意地悪な笑みを口元にひらめかせる。どこまでも乱れさせてみたいと、そんな男の欲望をすなおは煽るのだ。


　折れそうに華きや奢しやな手足を震ふるわせて、戸と惑まどいながらも快楽に溺れるすなおの姿は、どんなグラビアよりも直接瞭一を熱くさせるようだった。


　桃もも色の濡れた先せん端たんを露ろ出しゆつさせると、鈴口に瞭一の人差し指が掛かる。敏びん感かんな部分をぐりぐりと刺激する指先に、すなおは咄とつ嗟さにおさえきれない悲鳴をあげた。


　瞼まぶたの裏が、星が飛んでるみたいにちかちかする。


　我慢できない。


「ひぁ……あ、あああんっ！」


　蜜を零す口を無理やり広げるように弄られ、すなおは全身を強張らせた。ぽたぽたと瞭一の指先から雫しずくが零れ落ちる。


「や……あ……すっごい……っ」


　うわごとのように呟つぶやきながら、すなおは必死で瞭一にしがみついた。


　もう、なにがなんだかわからない。頭の芯しんまで、ぐずぐずに甘く蕩とろけてしまってる。


「だめぇ……先せん輩ぱい……、も、もう、出ちゃう……！」


　すなおが悲鳴をあげると、ぐいっと身体からだを離はなされる。そして、瞭一はすなおの足を抱かかえると、その付け根に顔を伏ふせた。


「――――――――あ・ぁっ！」


　ぬるりとした温かい感かん触しよくに包まれ、すなおは咄嗟に背後の金網を摑んだ。


　なにかに縋すがっていないと、自分がこのまま、どうにかなってしまいそうで。


　がしゃん、と、硬い音が響ひびく。指先に感じる鉄の冷たさだけが、やけにリアルだった。


「やめ、だめです……！　も、ホントに……我慢、できないよぉ……っ」


　柔やわらかい舌先で幾度も舐なめ上げられ、先端を喉の奥で刺激される。やわやわとはさまれ、上下する唇くちびるに、まるで食べられているようだ。


　気が付けばさらにアンダーウェアはずりさげられ、ぱっくりと食べられているアレの奥に揺れる双実も、瞭一は手のひらで包むようにして愛撫を加えている。


　ぴちゃ、と、濡ぬれた音がする度たびに、快感が頭の芯まで痺れさせ、身体を熱くさせる。


　飽ほう和わ状態の熱さと快感が、白い液体になって身体から溢あふれ出してるみたいだ。


「ひ……っく、・……っん、ぅん……」


　恥はずかしい声が止められない。


「神崎……さぁん……っ！」


「ん……いっちゃえよ、すなお……」


「ぁ……やぁ、あ、あっ」


　じゅっと音をたてて吸い上げられ、すなおはついに耐たえ切れず、白く瞭一の口こう腔こうに欲望を噴ふき上げた。


「ごめん……なさい、俺……。神崎さんの口、だしちゃった……」


　おろおろと涙なみだを零して狼ろう狽ばいするすなおに、瞭一は微ほほ笑えむと、涙を拭ぬぐうように長い指先で幾度も頰ほおを撫なでる。優しくて、甘い、その指先の感触に、また涙が溢れて仕方がなかった。





　例え、全部がただの夢だとわかっていても。





　明け方、目を覚ましたすなおは、少しだけ泣いた。
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　芝居の稽けい古こがいよいよ始まった。


　大会前の忙しい時期のため、練習は放課後の限られた時間だけだったが、それでもせっかくならばいいものを、と、全員が熱く燃えていた。


　すでに台本は配られて、キャストは必死で台詞せりふを暗記しながら芝居の打ち合わせを繰り返し、その他は簡単ながらセットを製作するために、大工道具を持ち出して上を下への大おお騒さわぎだ。


　勿もち論ろんすなおも例外ではなく、主に彼は大道具や小道具の手配で毎日走り回っていた。


　いつもは頼たよりにしている由樹が、今回はキャストなので、すなおは自力でやるしかない。監かん督とくであるキャプテン、聡介がなにか言い出す度に、すなおは独こ楽ま鼠ねずみのようにあちこち飛び回るのだった。


「キャプテン、キャプテン！」


　今日も今日とて、すなおは転がるように稽古場に借りている教室に飛びこんでくる。


「そんなに慌あわてて、転ぶなよ」


「転びません」


　もう、と、頰を膨ふくらませ、すなおはキャプテンを軽く睨にらんだ。


　一年生の頃ころ、ダッシュで派手に転んだことを覚えていて、未いまだに聡介は時折こうやってすなおをからかうのだ。


「早く忘れてください、そういうことは」


「記き憶おく力はいい方だからさ。で、どした。そんなに慌てて」


「あ。あのー、衣い装しようのことなんですけど。どうするんですか？」


　それについては、まだなんの指示もない。日にちがそうはないのだから、早めに用意できるものについては手配してしまいたかった。


「おう。そうだな。悪い悪い。――うーん……ギャグ芝しば居いだからなぁ。七人の大男はユニフォームでいいだろ。で、継まま母はははどうせならセクシー系ドレスがいいなぁ。確かハンズに売ってたろ。そういうの」


「セクシー系、ですか……」


　たらり、と、背筋がなんとなく寒くなる。背後で練習する和也の顔も、二人の会話をききつけて、微かすかにひきつった。


「継母の方は安くてもいいけど、白雪姫と王子様はせっかくだからキレイな奴にしてやれよ。レンタルとかであるんじゃないか？」


「それは……ありますけど、ただ、神崎さんの入るサイズっていうと……ちゃんと試着してみないとわからないんです。それと、王子様って、タキシードとかじゃなくて、絵本みたいな衣装っていうと……ちょっと、レンタルでは難しいと思うんですけど」


「ふーん……それもそうだな」


　顎あごをさすりながら、聡介は暫しばし考えこんだ。


　そこへ、聡介の肩かたに肘ひじをついて、由樹が混ざってくる。


「俺もやだよ。タイツの王子様スタイルなんて」


「由樹は練習してろよ」


「だって俺、最後の最後にしか出てこないんだよ？　台詞だってもう覚えたって。……あ、キャプテン、あのね、確かく認にんしときたいんだけど。ラストってほんとにキスするわけじゃないよね？」


　そういえば、白雪姫のラストはそういう展開だ。今いま更さらそんなことに気づき、すなおはこっそり、どきまぎしながら聡介の返事に耳をそばだてた。


「それはお前に任せる。ま、どっちがウケるか、考えてくれ」


　にやりと笑った聡介が、暗に『できればやっちゃえ』と告げているのはミエミエだ。由樹は美しい顔を派手に顰ひそめた。


「じゃ、衣装くらい俺に決めさせてよ。王子様は、和服で登場するのって、どう？」


「和服？」


　突とつ然ぜんの提案に、すなおは目を丸くする。聡介も、やや驚おどろいて、由樹の顔を見つめた。


「長着と羽織で。ようするに非日常的な格好してればいいんでしょう？」


「でも、由樹先輩。誰だれも着物の着付けなんてできませんよ？」


　家からその格好では、いくらなんでも目立ちすぎるだろう。慌てるすなおに、由樹はあっけらかんと答えた。


「俺、自分で着られるよ。着物くらい」


「…………すごいですね」


「そう？　普ふ通つうじゃない？」


　この人はつくづく読めない……と、半ば呆ぼう然ぜんとすなおは由樹を見つめる。


「いいんじゃないか？　着物。それはそれで、まわりも喜びそうだし」


「了りよう解かい。じゃ、当日までに用意しておく。すなおは、レンタルドレス屋、調べといて」


「あ、はい！」


「あんまり高くねぇといいなぁ」


　聡介が予算を考えて小さくぼやくのに、すなおはくすりと笑った。ワンマンなようでいて、結局聡介は誰よりも苦く労ろう性しようのようにすなおには思える。


「練習はどうですか？」


「まぁまぁってとこかな。ちょっと見てくか？」


「はい」


　聡介の隣となりの椅い子すに腰こし掛かけると、丁度場面は、七人の大男たちと白雪姫のかけあいのシーンだった。今はまだ台詞を覚えている段階のようで、しょっちゅう脱だつ線せんしながら、練習は進んでいく。その合間に、びしばしと聡介の厳しい指導の声が飛んだ。


「みなさん、なんてお姿に似合わずお優やさしい方々なんでしょう」


　精せい一いつ杯ぱい猫ねこなで声を出して、瞭一は小首を傾かしげながらそう言う。


「お姫さんは、なんて名前だい？」


「白雪姫と申します」


「わぁ、ぴったりだぁ！」


　そう答える声が、さすがに笑いに震ふるえていた。すかさず聡介の檄げきが飛ぶ。


「こらぁ！　そこで正気になるな！　もっとうっとりして言え！　瞭一も、もう少し乙おと女めらしくできねぇのか？　いいとこ迫はく力りよく満点のオカマだぞそれじゃ」


「あーら、失礼ねぇ、キャプテンったらぁ！　ねぇ、お義か母あ様？」


「ほーんと。あたしたち、こーんなに努力してるのに、ねぇ？」


　頰に手を添そえて、和也と瞭一は二人でそうぼやく。その様は、妙みようにハマってはいるけれども、だからこそどうしようもなくおかしい。


「努力ってなんだよ」


「見て驚け、うら！　これが俺らの心意気よ！」


　そう啖たん呵かをきると、二人はやおらズボンの裾すそをぱっと膝ひざまでめくり上げた。その足は、ぴかぴかのつるつるになっている。


「おお！」


「ワックス完全脱だつ毛もう。一時間かかりました！」


　ふっと口元で笑う瞭一は、何かを乗り越こえた風格すら漂ただよわせている。圧あつ倒とうされたように、メンバーがうめいた。


「……すげぇ、勇者だ！」


「ちなみに腕うでも脱毛済みだぜ！　勿もち論ろん腋わきの処理もばっちりだ！　うら！」


　和也が得意げにガッツポーズで腕を見せつける。おおお！　と、周囲から感かん嘆たんを含ふくんだどよめきがおこった。


「立派だ、感動した！」


「いいのよ、わかってくれれば！　ねぇ、和美！」


「ええ、瞭子！」


「お前らふざけてねぇで練習しろ――っ！」


　いつ果てるともないバカ騒さわぎに、ついに聡介がキれる。


　その間、すなおはお腹なかを抱かかえて笑ってしまっていた。


　瞭一のいるところは、いつもこうだ。賑にぎやかで、明るい。その輪を見ているだけで、すなおも楽しかった。








　その日、練習が終わると、既すでに日はすっかり傾かたむいていた。


　夕焼けを見ながら、つい先日まで、同じ時刻でもすでにとっぷりと日が暮れていたことを思い出し、夏が近いことを改めてすなおは感じる。もうすぐ訪れる雨の季節を越えれば、夏はもう目の前だ。


　――そして、夏が終われば、瞭一たちはクラブを引退する。


　それを考えるだけで、すなおの表情が翳かげった。自分たちが最高学年になるなんて、まだ早い気がする。


　しかし、時間は待ってはくれないのだ。自分がその分成長して、追いつく他ほかはない。


　こんな不安を、去年のあの合宿の夜、瞭一も感じていたのだろうか。


　あの夜のはりつめた横顔。思い出すだけで、すなおの胸が切なく痛む。


　自分はあの時、少しでも彼を励はげますことができたのだろうか……。


「槙野。どした？　ぼーっとして」


「あ。――か、神崎先せん輩ぱい」


　突然背後から声をかけられ、すなおはびくんと肩を竦すくませた。たった今まで考えていた相手の姿に、全身がビックリして、呼吸すら一いつ瞬しゆん止まったみたいだった。


「なんだよ。お化けみたいに」


　俯うつむいたすなおに、瞭一はやや不ふ機き嫌げんそうに薄うすい唇くちびるを尖とがらせる。


「すみません、ちょっと、びっくりしちゃって。どうしたんですか？」


「ああ。俺らラーメン食って帰るけど、お前も来ないかと思って。声、かけにきた」


「いえ……俺、帰って夕飯の支し度たくあるんで。すみません」


　それは噓うそではなかった。もといは外食がキライで、よっぽどのことが無い限り、外では食事してこない。


　もっとも、もといの食事の量では、それほど多くないお小こ遣づかいのほとんどが、食費によって文字通り食いつぶされてしまうのが目に見えているからだろうとすなおは思っていた。


　食事を作るのは、基本的にキライではない。それに今日は、もといの好物である焼肉の予定だった。


「弟の？　なら、携けい帯たいで連れん絡らくすりゃいいじゃん。食べて帰るって」


「それでもいいんですけど……もとい、楽しみにしてるかもしれないから」


「……ふーん」


　つまらなそうにそう答える瞭一に、気分を害してしまったのだろうかと、すなおは不安になる。


　いくら現実には期待していないといっても、やはり、瞭一に嫌きらわれてしまうのは辛つらかった。


「そんなに、弟が大事？」


「……え？」


　言われた言葉の意味が咄とつ嗟さにわからず、すなおは小首を傾かしげた。


　言った瞭一のほうも、戸と惑まどった表情で、大きな手のひらで口元を何度か拭ぬぐうような素そ振ぶりをする。


「ごめん。変なこと言った」


「あ。いえ……。そうですね。ちょっと、過保護かもしれませんけど、兄弟二人で暮らしてるから、どうしても甘やかしたくなっちゃうんです。たった一人の、弟ですから」


　すなおが微ほほ笑えむと、瞭一は、


「俺は？」


　尋たずねられた意図がまたもやわからなくて、すなおは瞬まばたきをして、まじまじと瞭一を見上げてしまった。


　瞭一は、どこか拗すねたような表情で、じっとすなおを見つめている。


　瞭一のことを、どう思っているのか。


　そう考えた瞬しゆん間かん、すなおの頰ほおがうっすらと上気してしまう。


　大好きな人。それが本心。だけど、そんなことが言えるはずもない。


　冗じよう談だんめかして告げるには、すなおの思いは真しん剣けんすぎて、そして、不器用すぎた。


　ごくん、と、息を呑んで。それからようやく発した声は、かすかに震えていた。


「――せ、先せん輩ぱいは……」


　どきどきしてる。でも、それを必死で隠かくして、すなおは俯いて言葉を続けた。


「大事な、先輩ですよ。チームにも必要な人だし」


　おかしくない、よな。これなら、ただの後こう輩はいが言っても、不自然じゃないはず。


　無意識のうちに、ぎゅっと固く握にぎっていた手のひらに、じっとりと汗あせが滲にじんでいた。


　それくらい、緊きん張ちようしていた。


「ふぅん……」


　瞭一は、曖あい昧まいに頷うなずいた。それから、背中に背負ったバックパックをひと揺ゆすりすると、唐とう突とつにすなおの手をとる。


　ぎゅっと握られた手は、すなおより一回り以上大きい。


　節くれた長い指先はキレイで、いつも魔ま法ほうのようにボールを扱あつかう。すなおの、大好きな指先。


　それにくらべて、短くて柔やわらかい、まるで子供みたいな自分の手に、すなおの頰がかあっと熱くなる。


「な、なんですかっ？」


「キスした仲なのに、槙野、冷たい」


「……夢じゃないですか、それ」


　どうしていいのかわからないまま、胸の動どう悸きだけが壊こわれそうなほど激しくなっていく。


「そりゃ、夢だけどさ。……でも、どうして二人で同じ夢なんて、見たんだろうな」


「そうですね。ほんとに、不思議ですけど……でも、ごく稀まれに、あるみたいですよ。そういう、ことも」


「ふぅん」


　曖昧な返事をする瞭一の顔を下から窺うかがっても、夕日に照らされた端たん整せいな横顔は相変わらずどこか拗ねているかのような表情を浮うかべているだけで、その真意がさっぱりつかめない。


　ただ、繫つないだ手から伝わる体温だとか、肌はだの感かん触しよくが、すなおの身体からだの中の記き憶おくを無理やり引きずり出そうとしているかのようで、いたたまれなかった。


「あの、そろそろ……手……離して、ください」


「やだ」


「先輩……」


　困り果てて、すなおはじっと瞭一を見上げる。もとからへの字にたれたすなおの眉まゆ毛げが、より情けないラインを描えがいてしまっていた。


　赤く染まった頰は、夕日のせいでそれほどには目立たないかもしれない。しかし、潤うるみ始めた薄うす茶ちや色の瞳ひとみだけは、隠しようもなかった。


「帰りたい？」


「そりゃ……帰らないと、弟が待ってますし……」


「俺もいっちゃおうかな」


「はい!?」


　突とつ拍ぴよう子しも無い発言に、すなおの目が見開かれ、声はひっくり返っていた。


　一体なんでこんなことをしているのか、本当に瞭一の考えがわからない。すなおの思考回路はぐるぐると迷走するばかりで、ショート寸前だ。


「うーそ。でも、かわりに、明日の午後、あけといてよ」


「は？　明日ですか？」


　明日は日曜日で、部活も休みの日だ。予想外の台詞せりふに、すなおはきょとんとした表情で瞬きをした。


「うん。さっき教えてもらった貸衣装屋、場所がよくわかんなくてさ。槙野、一いつ緒しよに行ってよ」


「……あ、はい。わかりました」


（――なんだ、そういうことか）


　ようやくほっとして、すなおは大きく息をついた。それならそうと、もっとわかりやすく頼たのんで欲しい。……しかしまだ、瞭一の手は離れていない。


「あの。手……」


「携帯貸して。俺の番号、教えるから」


　にっこり笑って言う言葉は、優やさしいけれども有無を言わせない。いっつもこうなんだから、と、ため息をつきかけて、その『いつも』があの夢でのことだと気づいたすなおは、ふるふると一人で首を横に振って、その記憶を追い出した。


「どしたの？」


「いえ……なんでも、ないです」


　咄嗟に振りすぎてくらくらする頭をかかえ、すなおは肩かたからさげた白い鞄かばんから、シルバーブルーの携帯を取り出した。


「じゃ、番号言うから、かけて」


　二つ折りのそれを広げて、瞭一の告げる番号を入力していく。電話をかけると、軽快な電子メロディが流れ出し、瞭一はズボンのポケットから黒の携帯を取り出した。


「オッケ。お前もそれ、登録しとけよ」


　ようやく手が離され、すなおはこくこくと頷いた。


「じゃあ、明日の一時に、駅前の噴ふん水すいで待ってて。また電話するし」


　瞭一の長い指が、すなおの頭をくしゃりと撫なでていった。





（……明日？）


　出かける。二人っきりで。


　その事実が、じわじわとすなおの脳みそに、少しずつ浸しん透とうしていく。それに比例して、どうしていいのかわからない狼ろう狽ばいと喜びが、同時に沸わき起こってきた。


　内容は、勿もち論ろんクラブのことだが、それで充じゆう分ぶんだ。


（それに、また電話って……）


　すなおは、先ほどの番号を、慌あわててメモリーに追加する。慣れていないので、もたつきながらだったが、とても大切な宝物のように指先が震ふるえた。


　ようやく操作を終えて、すなおは胸元で携けい帯たいをぎゅうっと握りしめる。


　まるで百メートルを全力疾しつ走そうした後のように、全身が熱く、胸がどきどきしていた。


　夢の中でキスされるよりも、ずっとすなおは嬉うれしかった。


　確かに、夢の中で、瞭一に優しくされるのは幸せだったし、気持ちいいことも確かだ。でも、起きた後の恥はずかしさと空むなしさは、どうやっても消えない。それよりも、ささやかな約束のほうが、ずっと幸せをすなおの心にもたらしてくれる。


　きっともう、あんな欲求不満みたいな夢なんて見ないだろう。


　すなおは微ほほ笑えんで、踵きびすを返すと、家路をまっすぐに辿たどり始めた。





　―――それなのに、また、あの夢はすなおの眠ねむりに訪れたのだった。







◇◆◇







　オレンジ色の夕焼けに、なにもかもが染められていた。


　誰もいない教室に、すなおはいた。瞭一は、窓まど際ぎわの椅い子すに腰掛けて、外を眺めている。


「……なに、見てるんですか？」


　遠くを見つめる眼まな差ざしに、すなおはそう問い掛けた。


「んー？　富士山。ほら、あそこんとこ」


「見えます？」


「うん。……ほら、おいで」


　瞭一はそう言うと、ぽんぽんと膝ひざの上を叩たたいた。すなおは暫しばしたじろいでしまう。


「……変なこと、しません？」


「するよ」


　にやりと笑った瞭一は、そんな笑えみさえ魅み力りよく的で、すなおは視線を逸そらす。


「槙野。おいで」


　子供に言いきかせるように優しく繰くり返して、瞭一の手が伸のばされる。


　まるでなにかの魔法にかかってしまったように、すなおはふらふらと近づき、彼の膝の上に座った。


「あそこ。山の影かげのなかで、ひとつだけ大きい奴やつ。あれが、富士山」


　夕日に浮かび上がる黒い稜りよう線せんのシルエット。それは、すなおも大好きな光景だった。


「俺さ、富士山が見えると、なんかいいことあるような気がして、嬉しくなっちゃうんだよな。……単純だって、和也は笑うけど」


「俺もです」


「お前も笑う？」


「そうじゃなくて！……俺も、富士山が見えると、嬉しくなりますよ。なんか、神崎先せん輩ぱいが同じで、嬉しい」


　ふふっと笑った唇くちびるを、不意に瞭一のそれが塞ふさぐ。


「せ……っ」


　動どう揺ようするすなおの身体を、背後からぎゅうっと強く瞭一の腕うでが抱だきしめる。柔やわらかな髪かみに頰ほお擦ずりし、その感触を楽しんでいるかのようだった。


「なんかお前、いい匂においする」


「え？　べ、別になにも……っ」


　高い鼻び梁りようを犬のようにすなおのうなじに摺すり寄せ、くすくすと瞭一は笑う。首筋を擽くすぐる不規則な吐と息いきに、すなおはびくびくと身体を震わせた。


「でもこの景色も、あと少しなんだよなぁ……卒業って、あっという間だな。案外」


「……神崎さん……」


「？　なんだよ、泣きそうな顔して。槙野って、俺らの卒業式で泣きそうだよなー」


「……泣きますよ」


　すなおは唇を尖とがらせて、瞭一を軽く睨にらんだ。


「先輩がいなくなったら、寂さびしいです。……泣くに、決まってるじゃないですか」


　それを考えるだけで、今からこんなに辛つらいのに。


　真しん剣けんな想おもいを茶化さないで欲しくて、すなおはつい恨うらめしげな口調になった。


「じゃ、俺、留年しちゃおっかな。槙野が泣くから」


「……あ！」


　きゅうっとシャツ越ごしに乳首を摘つまみ上げられ、すなおは細い悲鳴をあげた。ぷくん、と、その場所がすぐに瞭一に応こたえるように、固く立ち上がる。ざらついた布の感かん触しよくが、こんな時はやけに痛いくらい感じる。


　長い指先で、布越しに弄いじられながら、瞭一の唇はすなおのうなじから耳にかけて、執しつ拗ようなほどの接吻くちづけを繰り返す。とくに耳は、すなおの弱点だ。柔らかく耳みみ朶たぶを嚙かまれ、舌先で擽られると、それだけで全身に甘い痺しびれが走った。


「せん……ぱい、ふざけ……ないで」


「ふざけてない。変なことするって、言ったじゃん。俺」


「でも……っ、ちょ……っ、ぁ！」


　瞭一に触ふれられる度たびに、身体からだが変わっていくような気がする。さらに感じやすく、さらに柔らかく解けていく。


　自分の身体の変化に、すなおは激しく戸と惑まどうけれども、それすらも瞭一の愛あい撫ぶは甘く蕩とろかしてしまうようだった。


「あ……ぁっ」


　アンダーウェアに指を差し入れ、直接濡ぬれ始めていた雄芯を瞭一が捉とらえた。


　すなお自身はすでにびくびくと隠かくしようもなく震え、先せん端たんから涙なみだを零こぼしていた。


　瞭一が膝を開くと、上に載のっているすなおの足も、仕方なく大きく広げられてしまう。前に縋すがるものがなにもないすなおは、背中を反らせ、瞭一の肩に片かた腕うでをまわしてしがみついた。


「あ……くぅ…………ん、んっ」


　苦しい体勢で唇が重ねられ、すなおのオリーブグリーンの瞳ひとみから、涙が零れ落ちる。


　びくん、びくん、と、瞭一の手の下ですなお自身は今にも弾けそうに疼うずいていた。瞭一の指の動きにあわせ、次第にぬちゃぬちゃと、淫いん猥わいな音が響ひびく。


「ぅ……あ、先輩……や……ぁっ」


　もうイキそう、というところで手を離され、すなおは目を見開いた。中ちゆう途と半はん端ぱでほおり出されたアレが、頼たより無なげに濡れた身体を震わせている。


「槙野、悪い……俺、もう、我が慢まんできそうにねぇわ」


「え？」


　瞭一はそう苦しげに囁ささやくと、すなおの身体を持ち上げ、上半身を机の上にうつぶせにさせた。すでに力の抜ぬけているすなおは、自分の身体を支えきれず、瞭一にむかってお尻しりをつき出したような格好になってしまう。


「―――――――っ！」


　真っ赤になったすなおが息を呑む間にも、ズボンが下着ごと下ろされ、すなおの白い双そう丘きゆうが瞭一の目の前に晒さらされる。


「か、神崎さん……？」


　潤うるんだ瞳で見上げるすなおに見せつけるように、ゆっくりと瞭一は自らの人差し指を口に含ふくみ、たっぷりと唾だ液えきを纏まとわせた。


　知識として、すなおも男同士のセックスが何ど処こで為なされるのか、知らないわけではなかった。その準備が必要なことも。だが、それが自分の身におこるなどとは、考えたことも無かった。


　だけど、この場から逃にげようとは思わない。――瞭一になら、いい。いや、むしろ、彼とひとつになれるのなら、すなおは苦痛にも耐たえられると思った。


「あ！」


　唾液を纏わせた瞭一の舌が、すなおの蕾つぼみの上を辿る。


　くすぐったいような感覚が、ぞくぞくと背筋を震ふるわせる。


　軽く指で刺し激げきしながら、舌先が柔らかに、しかしそれでいて我がままにすなおのまだ固く閉じた蕾を舐なめ溶とかしていく。


「……ふ……っ」


　予想外の感覚に、すなおは小さく声を洩もらした。それを敏びん感かんにききつけて、瞭一はくすりと笑った。


「感じてるんだ、槙野」


「……え？」


　そうなんだろうか。すなおは、自分では、よくわからなかった。だけど、いやじゃない。むしろ、もっと……と、思ってしまってる。


　無意識に腰こしを瞭一に差し出すように高く掲かかげているすなおに、瞭一は丸い尻を撫なでながら、甘く囁いた。


「お前、ちゃんと感じてんじゃん。……やらしいな」


　その言葉に、ぞくん、と、すなおの身体の芯しんがまた、揺ゆさぶられる。


「こんなとこ舐められて、お尻ふっちゃうんだ、お前」


「や……っ、そんなこと、言わないで……っ」


「だって、本当だろ？」


「ぁっ」


　ぴちゃ、と、音をたてて、また、舌先がそこに触れる。


　震える蕾は、ゆっくりと、彼を受けいれようと柔らかくほどけかけていた。瞭一の舌が入り口を押し広げるようにして強く舐めると、自ら飲みこむようにすなおの身体は応えてしまう。


「んん……っ」


　身体の中が、熱い。もどかしいようなその刺激が、たまらない。


　涙を浮うかべて、すなおはぎゅっと手のひらを強く握にぎりしめた。反り返った小さなすなお自身も、びくびくと熱く震えている。


　どくん、どくん、と、身体中が脈打っているみたいだ。


「……どうして欲しい？」


　軽く指を蕾に含ませ、瞭一は意地悪く尋たずねる。


　そんなこと、喘あえぐ蕾を見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんのはずなのだ。


「槙野？」


　けれども、瞭一の言葉には、正直に答えなければ、その先を与あたえてもらえない。


　そのことを、すでにすなおの身体は、よく知っていた。


「……わかんな……い」


　しかし、すなおはそう答えていた。


　確かに、このままじゃ辛い。なにか、を、望んでいる。


　けれども、まだ経験のないすなおにとっては、それがなんなのか、よくわからないのだ。


「わかんねぇの？」


「だって……はじめて……だし」


「はじめてとは思えないくらい、感じてるけどなぁ、お前」


　くすくすと笑われて、すなおは羞しゆう恥ちに頰ほおを赤く染める。閉じた瞳から、涙が零れ落ちた。


「ほら……俺の指、勝手に飲みこまれそう」


「あ！」


　ちゅ、と、指の第一関節まで差しこまれ、すなおは背筋をそらせた。


　鳥とり肌はだがたつほどの快楽が、全身を走り抜けていく。


「……お前の身体のほうが、正直にわかってるよな。なにが欲しいのか」


「…………ぅ……んっ」


「えっちだよなぁ、ほんと。……可愛かわいい、お前」


「あ！」


　ずる、と、指が差しこまれる。


　まだ苦痛というより、異物感のほうが強かった。慣れないすなおの身体の奥が、意思とは無関係に、瞭一の指を拒こばんで締め付ける。それを少しずつほぐそうとするように、彼の指先がすなおの内部で蠢うごめいた。


「……く……っ……ぅ……」


「ほら、入っちゃった」


　瞭一の囁きも、いつになく熱い。


　さらに、オイルをぬりつけた指が増やされ、少しずつすなおの内部が、熱く瞭一を受けいれ始める。慰なぐさめるように、あいた手で再び前を刺激され、すなおの腰がいやらしく揺れ動いた。


「槙野のなか、すっごく熱い。溶けてるみたい」


「っは……あ…ぁ……！」


「わかる？　やらしい音、してるの。ほら」


　ぐちゅぐちゅとわざと音をたてるように、入り口をかきまわされる。


　その指の動きがはっきりとわかって、すなおはますます追い詰つめられていくような気持ちがした。


　気が遠くなる。堕おちてしまう。


　こんな恥はずかしい姿を瞭一に見せているのがいやで、すなおは首を激しく横に振ふった。


　こんな、……いやらしい自分が、恥ずかしくて、怖こわくて。


「や……いや、神崎さんっ」


「……なんで？　なにが嫌いや？」


「……だって……っ、俺……」


　その間にも、瞭一は指の動きを止めてくれない。それどころか、あいた手が今度は背後からすなおの胸にまわり、敏感な乳首を攻せめ立てる。その上、柔やわらかな耳みみ朶たぶに舌を這はわせながら尋ねられ、一度に身体からだ中から同時に湧わきあがる快感に、すなおは舌がもつれ、子供のようなたどたどしさでしか話せなかった。


「おかしく……なっちゃう……こんな、やらしい俺、先せん輩ぱいに、嫌きらわれ……ちゃう……」


「嫌うわけねぇじゃん。馬ば鹿か」


「……ぁ！」


　ぎゅっと一いつ瞬しゆん、きつく背後から抱だきしめられる。速い鼓こ動どうが伝わり、瞭一の汗あせの匂においがして、彼も同じように興奮していることがわかった。


　それが、すごく、嬉うれしくて。


　ものすごく、愛されているような幸福感が、すなおの胸を甘くしめつけた。


「槙野のこと、俺はもっと、やらしくしたいの」


　奥にまで入り込んだ瞭一の指が、すなおの秘められた性感に触ふれる。その途と端たん、びくん、と、激しくすなおの身体が痙けい攣れんした。


「ひぁ……っ！　あ、そ、そこ……っ」


「ここ？」


「いやぁああんっ！　だ、ダメ、神崎さぁ……あんっ」


　ぐり、と、その場所をひっかくように刺激され、すなおはがくがくと華きや奢しやな身体を震わせた。先せん端たんから、たらたらと白い蜜みつが床ゆかに滴したたり落ちていく。


　勢いはないながらも、どうやら絶頂に達してしまったようだった。しかもそれは断続的に続いているらしく、すなお自身からは、止め処どなく白い蜜が溢あふれ、床を汚よごした。


「な……んで？　あ……や、ま、またでちゃう……っ」


　赤く上気した頰を涙なみだで濡ぬらしながら、すなおは身み悶もだえた。


　たっぷりと塗ぬられた潤じゆん滑かつ剤ざいに濡れそぼった蕾つぼみは、すでに瞭一の節くれた長い指先を三本もくわえこみ、すなおが快感を感じる度たびに、ぎゅっと彼の指を締め付けている。


　頭がおかしくなりそうな快感に、すなおは頑がん是ぜ無い子供のように首を振ると、瞭一を涙で潤うるんだ瞳ひとみで見上げた。この続きがあることはすなおにもわかっている。


　早く、彼が欲しかった。


「……先輩……おねが……い、も……、して……」


「もう、いいんだ？」


「あ、ぅんっ……、へい……き……です…」


　すなおの肯こう定ていに、瞭一はごくりと唾つばを飲んだ。そして、一いつ端たん指を引き抜ぬき、細い腰こしを摑つかむと、身体を反転させる。瞭一にむかって大きく開かれた足の間では、未いまだ勢いの衰おとろえないすなお自身が脈打っていた。


　そのさらに奥には、淫いん靡びに濡れた蕾が、物足りなさに喘いでいる。


「ひぁ・……――――！」


　ぐいっと瞭一の猛たける切っ先が、すなおの身体を割り開く。めり、という音がしそうな衝しよう撃げきに、すなおの瞼まぶたの裏が真っ白になった。


「…………く……っ」


　すなおのきつい締め付けに、瞭一は歯を食いしばる。


　充じゆう分ぶんに慣らしてはあったものの、やはり嵩かさの一番大きな部分を受けいれるには、かなりの苦痛が伴ともなった。


　大きく口を開いたまま、すなおは呼吸ができず、きつく目を閉じる。生理的な涙が、ぼろぼろと零こぼれ落ちていった。


「…………はぁ……、槙野……平気…か？」


　ようやく全てを収めると、宥なだめるように瞭一はすなおの肩かたを抱いた。少しずつ、すなおの呼吸が確かなものになり、瞳の焦しよう点てんが合うようになる。


「……神崎……さん……」


（すごい……あっつい……。お腹の中……）


　瞭一の脈を直接体内で感じ、すなおの瞳からまた新たな涙が溢れ出す。


「辛つらい？　やっぱ、一度抜くか……」


　身体をひこうとする瞭一を、慌あわててすなおは震ふるえる両りよう腕うでで引き止めた。


　背中に腕をまわし、自ら唇くちびるを合わせる。無我夢中のキスは唇が少しずれていたけれども、そんなことを気にする余よ裕ゆうはお互たがいになかった。


「いい……です……こうしてて……もっと……」


「槙野……」


　この痛いくらいの熱さが、瞭一が自分を欲しがっている証あかしだと思うと、それだけですなおは幸せだった。


　体内で恐おそろしいくらいの熱さと固さを誇こ示じする彼のソレが、すなおには愛いとおしくさえ感じる。


「お前……俺のこと、好き？」


　慰い撫ぶするような優やさしいキスを顔中に降らせ、瞭一はそう囁ささやきで尋たずねる。ゆるやかに動き始めた瞭一のリズムに翻ほん弄ろうされながら、すなおは必死で、荒あらい吐と息いきの合間に答えた。


「ぁ……っ！　好き、……好きです。ずっと、大好き……」


　逞たくましい肩に両腕をまわして、しっかりと縋すがりつきながら、すなおはそう幾いく度ども繰くり返した。


　すなおがそう言う度に、体内の瞭一はさらに熱く育ち、すなおの熟うれた内ない壁へきを鋭するどく突つき上げてくる。


「こんなこと、されても？」


「……いい、して……っ、……して、欲しかったの……っ」


「…………！」


　赤せき裸ら々らなすなおの告白に、瞭一の動きが更さらに激しさを増す。


　先ほど指で探し当てた場所を正確に刺し激げきする瞭一自身に、すなおはさらに激しい絶頂に追い上げられるようだった。間断なく吹ふき上がる蜜が、幹を伝い落ち、瞭一が動く度にいやらしい音を立てる。


「……すなお……っ」


「―――――――――！」


　一ひと際きわ奥深くまで貫つらぬかれ、すなおは声にならない悲鳴をあげた。熱い飛ひ沫まつを体内の最奥で感じ、がくがくと華奢な身体からだが震える。


　意識が次第に白はく濁だくしていく。まるで、ゆっくりとプールに沈しずんでいくかのような感覚だった。


　心地よい疲ひ労ろう感と、幸福感に包まれたまま、すなおは意識を手放した。







◇◆◇







（……最悪だ、俺……）


　翌日、自己嫌悪の海にどっぷりと頭まで浸つかりながら、すなおは指定された待ち合わせ場所にいた。


　空は朝から良いお天気で、日差しが眩しいほどだ。駅前の噴水の水が、光に反射してきらきらと輝いている。


　絶好のデート日和だが、すなおの表情は暗かった。


（またあんな夢見ちゃうなんて……俺って、よっぽどのスケベなのかな……）


　はぁ、と、また大きなため息が洩もれる。


　しかも今日は、朝っぱらからもといと大おお喧げん嘩かをしてしまった。


　理由は簡単。瞭一と二人ででかけることが、バレたからだ。


「やめとけ」


「そんな頭ごなしに……」


「携けい帯たい番号聞いたんだろ？　貸せよ、俺が断りの電話入れてやるから」


「もとい！」


　強引なもといの態度に、さすがのすなおも表情を険しくする。


「あのな、俺は遊びに行くんじゃないの。部活の用事で、神崎先せん輩ぱいとでかける必要があるから、一いつ緒しよに行くだけ！　いつまでもガキみたいに、ききわけのないこと言うな！」


「ガキ？　どっちが？」


　ふん、と、鼻で笑われて、すなおはかあっと頭に血を上らせた。


　確かに外見でいけば、どちらが幼よう稚ちかなどということは火を見るよりも明らかだ。わかってはいるけれども、それを弟に指し摘てきされれば、やはり腹が立つ。


「あのなぁ！」


「すなおはわかってなさすぎなんだよ！……今朝も、あいつの夢見たんだろ」


　ぎく、と、すなおの身体が強こわ張ばる。


　口よりもよほど正直な反応に、もといはため息をついた。口くち惜おしいことに、そんな表情がこの弟はひどく大人びていて、絵になるのだ。


「あのさぁ、すなお。ちょっと落ち着けよ。すなおはあいつが好きだと思ってるかもしれないけど、毎晩口説かれてその気になってるだけなんだよ」


「――その前から好きだったよ」


　ぽろりと、つい、すなおの口から本音が洩もれる。もといは、呆あつ気けにとられた顔で、すなおを見つめた。


　一度箍たがが外れてしまうと、あとはもう勢いだった。すなおは、目に涙なみだを浮うかべて、弟に怒ど鳴なりつける。


「ずっと、ずっと好きだったんだよ！　夢だって、嬉うれしかったんだよ、最初は！　でも、今は俺だって、見たくて見てるわけじゃない！……所しよ詮せん夢だって、わかってるって何度も言っただろ、俺は！　俺だって……もう、やだよ。こんな、夢見るの……」


　そして目が醒さめて、目の前の現実に寂さびしくなるのは、もうイヤだった。


「なのに、見ちゃうんだから、仕方ないだろ……好きなんだから、しょうがないじゃないか！」


　堪こらえきれずに、涙が溢あふれ出す。ぱたぱたと床ゆかに落ちる大おお粒つぶの涙に、もといは息を呑んだ。


　驚おどろいたのは、涙にだけじゃない。こんな風にすなおが激げつ昂こうする様なんて見たのは、もといにしても何年かぶりのことだったのだ。


「……兄ちゃん……」


　何い時つからか、『すなお』としか呼ばなくなっていたもといの口から、無意識にその言葉が零れた。


「……俺、出かけるけど。今日は夕飯外で食うから。お前も自分で勝手にして」


　ぐいっと涙を手の甲こうで拭ぬぐうと、すなおはそう言い捨てて、マンションを出て行った。


　約束の時間よりも大おお幅はばに早いけれども、あれ以上、もといと二人ではいたくなかったのだ。


（……バカみたい、俺……）


　もといに対してのあれは、ほとんど八つ当たりだ。


　我が慢まんがきかない自分への苛いら立だちが根底にあったことを、すなおは頭が冷えてくるにつれ、自覚せずにはおられなかった。


（お土産みやげ買って帰ろ……。餃ぎよう子ざとケーキ、どっちにしようかな……）


　それはどちらも、もといの昔からの好物だった。ああ見えてもといは、ショートケーキが大好物という可愛かわいらしいところもあるのだ。


「槙野！」


　すなおが今朝から何度目かわからないため息をついたところで、瞭一がやってきた。


　オレンジの半そでのブルゾンに、カーキのワークパンツという出いで立ちが、どうしようもなく目立つ。


　そういえば、合宿中の私服も、やけに派手だったことをすなおは思い出した。


　一方すなおは、白のポロシャツに、深い青のベスト。それに黒のパンツというどこか制服のような出で立ちだ。隣となりに並ぶと、ひどくアンバランスのような気がした。


「随ずい分ぶん早かったんだなぁ。俺のほうが絶対先につくと思ったのに」


「ちょっと、時間読み違ちがえちゃったんです。でもそんなに待ってませんよ」


「残念。かっこよく待っている俺に、ちょっと慌あわてた顔でかけよってくる槙野っていうのが見たかったのに」


「……そんなの見て何が楽しいんですか」


　照れ半分、呆あきれ半分で、すなおは膨ふくれっツラでそっぽを向いた。その膨れた頰ほおを、指先でつつかれる。


「楽しいじゃん。なんか、仔こ犬いぬが尻尾しつぽ振ふって走ってくるみたいで」


「つまんないですよ、それ」


「んだよー、槙野、ノリ悪い～」


「神崎先輩がつまんない冗じよう談だんばっかり言うからですよ。ほら、電車きちゃいますし、急ぎましょ」


「はいはい、急ぎましょ」


　嘯うそぶきながら、突とつ然ぜん瞭一はすなおの手をとると、腕うでを絡からめてくる。


（――――うわっ！）


　ぞくっと、その途と端たんすなおの肌はだが粟あわ立だった。悪寒ではない。あえていうなら、期待だ。


　すなおは思わず、瞭一の手を強引に振り解いてしまった。明らかに不自然な仕草に、すなおの顔が青くなる。


「……なんだよ、それ」


　瞭一の眉み間けんが寄る。不ふ愉ゆ快かいもあらわな表情に、すなおは慌てて弁解した。


「あ、す、すみませんっ！　だって、先せん輩ぱいが急にそんなことするから……びっくりして。あ、あの、俺切きつ符ぷなんで、買ってきますね！」


　脱だつ兎との勢いで逃にげていくすなおの後ろ姿に、今度は瞭一の方が複雑そうにため息をつく番だった。








　休日の午後の私鉄路線はがらがらで、うっかりラッシュでまた密着するはめになったらどうしよう、というすなおの不安はとりあえず杞き憂ゆうで終わった。


　三駅過ぎたところで電車を降り、ネットで調べた地図を頼たよりに貸衣装屋を二人は探した。


　人通りの多い道を抜けて、やや閑かん散さんとした住宅街に近づく頃ころ、ようやく店を見つける。丁度ジューンブライドの季節なので、店の入り口には大きな花はな嫁よめ姿すがたのポスターがいくつも飾かざられていた。


「ここ？」


　あまりにきらきらと結けつ婚こん式オーラを放つ店構えに、瞭一はやや戸と惑まどったように振り返って、すなおに確かく認にんをとった。


「そのはずです。記念祭で使いたいってことは、電話でお願いしてオッケーもらってるので、大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ」


　店内に入ると、すなおが事前に電話をしておいたおかげか、話はスムーズに進んだ。


　奥の試着室を借りて、女性としては特大サイズのドレスを何着か用意してきてもらう。


　ひらひらのカラードレスが何枚も並ぶと、あまりの華はなやかさに目の前がちかちかするようだった。


「背と肩かた幅はばはあるけど、ウエストはそんなに太くないのね、貴方。そうねぇ、もしも腰こしまわりが余るようだったら、少しつめてあげるから、ドレスを決めたら声をかけて頂ちよう戴だい」


　店員の女性は、どこかうきうきと楽しそうな目で、瞭一を上から下までじっと見つめる。


「どうも……」


　曖あい昧まいに答えて、瞭一は複雑な笑えみを浮かべている。思わずすなおはこっそり笑ってしまった。


「じゃあ、ごゆっくり」


　女性が出て行ったドアを見つめて、瞭一は首を傾かしげた。


「なんで女って、女装させるの好きなんだろう……」


「着せ替かえみたいで楽しいんじゃないですか？　えーと、じゃあ先輩、どれがいいです？　やっぱりピンクですかね」


「槙野、お前も遊んでるだろ」


「そんなことないですよ～」


　そう言いながらも、すなおの顔はしっかり笑っていた。


「畜ちく生しよう。さっさと決めてやろ」


　苦々しい顔で、瞭一はばさっとブルゾンを脱ぬいだ。その下のシャツも勢いよく説ぎ捨てていく姿に、すなおはぎょっとする。


「せ、先輩！　あのカーテンひいたら、更こう衣い室しつになりますから！　そっちでやってください！」


「なんだよ～。お前、部室で着替えくらいいっつも見てるだろ」


「そ……そうですけど」


　つい今朝あんな夢を見たばかりでは、至近距きよ離りで瞭一の裸はだかの胸だとか腕を目まの当たりにするのは、いくらなんでもキツかった。


「じゃあいいだろ。変な奴やつ」


　眉まゆを顰ひそめてそう言い捨てると、瞭一はさっさとパンツも脱ぎ、ハンガーにかけられたドレスの一枚を手にとる。


（う……落ち着け、落ち着け）


　逞たくましい胸板だとか、きれいに筋肉のついた腕だとか。同じ男として、惚ほれ惚ぼれするほどだ。そちらを必死で見ないようにしながら、すなおはドレスを物色するふりをする。


　用意してもらったドレスは、やはり丈たけがたりなかったり、肩かたがはいらなかったりで、何枚かは着る前にパスということになった。だが、肩が入ると、逆にウエストがあまりにもがばがばだったりするのだ。


「そういや、胸ってどうすんだよ」


「あ、当日はブラジャーつけるっていってましたよ。キャプテン」


「マジかよ……」


「お姫ひめ様ですからねぇ。じゃ、次、こっちはどうです？」


　そう言ってすなおが持ってきたのは、思い切って肩を出したホルターネックのドレスだった。


「こっちのほうが、胴どう回まわりが合うと思うんですよ。肩にあわせてぶかぶかのドレス着たんじゃ、かっこつかないでしょ」


　鮮あざやかなカメリアカラーのドレスは、胸元にバラの花をいくつもあしらっており、平板な瞭一の胸でもそれなりに目立たない。全体のシルエットもすっきりとして、それなりのものに見えなくもなかった。


　これできちんとカツラをかぶって化け粧しようをすれば、かなりの大おお柄がらながらもけっこうな美女のできあがりだ。


「お、まぁまぁじゃん、これ」


「キレイですよ、、先輩」


　満まん更ざらでもない表情で鏡にあれこれポーズをしてみせる瞭一に、耐たえ切れずすなおは噴ふん出しゆつしてしまった。


「お前ね……」


「ご、ごめんなさい……っ。でも、ホント、似合いますよ。いつでも働けそう」


「へーへー……」


　目に涙なみだを溜ためて必死で笑いを堪こらえるすなおを、瞭一は暫しばし渋しぶい顔で見つめていたが、やおら笑顔になると、意い趣しゆ返しとばかりにぎゅうっとその両りよう腕うでですなおを抱だきしめた。


「あーら、ボク。あたし好みだわぁっ」


「ひゃっ！」


　突とつ然ぜんの抱ほう擁ように目を白黒させ、すなおは飛び上がった。


「や……やめてくださいっ！　放して！」


　どん、と、やや乱暴な勢いで瞭一の胸を押し返すと、すなおは腕から逃のがれた。


「なんだよ……それ」


「……あ！」


　冗じよう談だんにするには過か剰じようなすなおの反応に、二人の間の雰ふん囲い気きが目に見えて悪くなる。


「お前さ、ノリ悪いよな。部活の時でも、俺が話しかけても俯うつむいてばっかだし。誘さそっても、なんのかんのいって逃げるし。俺といるのってそんなにいや？　つまんねぇ？」


　苛いら立だちながらそう問い掛かけられ、すなおは泣きたくなってしまう。そんなつもりじゃないのだ。でも、どう説明をすればいいのか。


　それこそ一から説明をするとしたら、瞭一に全てを告白することになってしまう。


　夢のこと。ずっと見つめていたこと。ずっと、好きだったことまで。


　途と方ほうにくれて俯いたすなおに、瞭一は深くため息をついた。


「……悪い。責めるつもりじゃなかったんだけど。……ほんとに、反省すんだけどさ。俺って言葉キツイんだよな。……初めてお前と喋しやべった時も、そうだったよな。あの時槙野、すげぇ怒おこった顔してた。あんなの、あれ以来見てないなぁ、そういや」


　あの合宿の時のことを瞭一も覚えていたことに、すなおの気持ちがふわっと軽くなる。


「あの時、俺もけっこうナーバスになってたんだけど、おまえの一言で、ふっきれたんだよな。勝ち負けじゃなくて、バスケが好きって気持ちのほうが、一番大事だって。あれから俺、自分で自分のこと、天才って思ってんだぜ？」


　そう言いながら瞭一は自分を指差して笑ったが、それからふと、真顔になって、


「……だから、俺、お前には嫌きらわれたくないんだよ。恩人だから」


　そんな風に言ってもらえたことが、嬉うれしかった。


　あの時の精せい一いつ杯ぱいの言葉は、きちんと彼に届いていたのだ。


　不器用な自分が、少しでも彼の力になれていたことに、すなおは泣きたいほどの喜びを感じていた。


「いえ……俺こそ、すみません。先せん輩ぱいといるの、つまんないなんてわけないですよ。ただ、あんまり俺って、気のきいたことが言えるタイプでもないし、ええと、その。ただ、あんまり触さわられたり抱きつかれたりすると、びっくりしちゃうから、できればやめで欲しいかなって……」


　自分でも支し離り滅めつ裂れつのような気がしたが、必死になってすなおは言い連ねる。





　しかし、ぽつりと呟つぶやかれた瞭一の言葉に、思考が一いつ瞬しゆん、完全に停止した。





「……好きだって言ったくせに」





　スキダッテイッタクセニ。





（いつ？）


　直接そんなこと、言った覚えは無い。冗談めかしてですら、口にできなかった。


　それなのに何な故ぜ、瞭一がそれを知っているのか。


（言ったのは……）


　あの、今朝の夢の中でだけ。


「――――――――え？」


　真っ青になった、すなおの唇くちびるが震ふるえていた。


　おそるおそる顔を上げると、瞭一も自分の口元をおさえ、失言を悔くやむように視線を逸らしている。


「あの……夢」


　一瞬で、すなおにはわかってしまった。


　あの、恥はずかしい夢。


　それを見ていたのは、すなおだけではなかった。


　瞭一もまた、あの夢を共有していたのだ。


　すなおの頭の中が、めちゃめちゃに混乱する。咄とつ嗟さには、何も言うべきことも、するべきことも思いつかなかった。


　ただ、恥ずかしくて、申し訳なくて、今すぐこの場から消えてしまいたかった。


「……悪い、槙野。黙だまってて。でも、俺もお前のこと好きだったから。だから」


「やめてくださいっ！」


　全部、知られていた。


　心の中に隠かくしていた、いやらしい気持ちも、大切な告白も、全部。みんな、知られてしまっていたのだ。


　がくがくと全身が震え、すなおは怯おびえきった視線を瞭一に向けた。彼の言葉など、ほとんど耳に入っていなかった。


「ごめんなさい……俺の、せいです。俺が、いっぱい、いやらしいこと考えちゃったから。だから、ごめんなさい……！」


「槙野！　お前、ちゃんと、俺の話きけ！」


「だって……」


「俺だって悪かったよ。ずっと、黙ってて。……ほんとは、ずっと黙ってようと思ってた。俺、ずるい奴やつだから。―――でもさ、やっぱり、俺」


「いいんです、もう、忘れてくださいっ！……もう、絶対あんな夢、見ませんからっ！」


「おい、……すなおっ!!」


　すなおは部屋を飛び出し、一目散に逃にげ出した。瞭一はドレスのせいか、追ってはこなかった。


　店の人への挨あい拶さつもせずに店を出ると、わき目もふらずにただ走りつづけた。その間にも、すなおの薄うす茶ちや色の瞳ひとみからは、涙があとからあとから湧きあがり、ぽろぽろと頰ほおを零こぼれていく。


　時折通り過ぎる人が、何事かと自分を見ているのがわかる。恥ずかしいけれど、でも、この涙を止めることなんて、すなおにはできなかった。


　大切にしてきた宝物が、壊こわれて、砕くだけちってしまったような気がした。その破片がすなおの心に突つき刺ささって、だからこんなに胸が痛いのだ。





　その夜、すなおは一晩中まんじりともせず、膝ひざを抱かかえていた。


　眠ねむることが怖こわかった。もうこれ以上、瞭一を自分の願望に巻き込んではいけない。


　そして、あんなに乱れる姿を見せたくもなかったから。


（……明日、学校、休んじゃおうかなぁ……）


　けれども、それこそもといに不ふ審しんがられてしまう。約束どおり外で夕食を食べてきたもといとは、顔をあわせていない。


　メモに、『疲つかれたので寝ねます』とだけ書いて、すなおは鍵かぎを閉めてたぬき寝ね入りをしてしまっていた。さぞかしドアの前で、もといは訝いぶかっていたことだろう。


　膝を抱え、ため息をつくすなおをおきざりにして、時計の針だけが冷れい徹てつに進んでいく。


　うっすらと明るくなり始めた日差しに目をあげると、新聞配達の自転車の音が遠くに聞こえた。


　すなおは、一いつ睡すいもせずに学校へと出かけた。


　もといは昨日のことを気にしているのか、青ざめた顔のすなおに何か言いたげな素そ振ぶりは何度も見せたものの、結局口を開くことはしなかった。


「どうしたの？　その顔」


　登校中に顔をあわせるなり、目ざとい由樹がそう尋たずねたが、すなおは曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かした。しかしその笑え顔がおも、見るからに頼たより無く、弱々しいものでしかない。


「…………」


　傍かたわらのもといを由樹は見上げたが、彼にもどうしていいか手立てがない様子で、押し黙ったまま静かに首を横に振るばかりだった。


　部活へもいつもどおりに出席したすなおだったが、瞭一を全く視界に入れようとはしなかった。ただ機械的に用事をすませ、いつにもまして片かた隅すみで大人おとなしく、目立たないように振ふる舞まっていた。


　瞭一からもすなおに話しかけるようなことはなかった。むしろ彼も積極的にすなおを無視しているような素振りさえ見せている。


　そんな瞭一の態度に、すなおはほっと安あん堵どしながらも、胸が痛むのはどうしようもない。


　どうして瞭一は、ずっと黙っていたのだろう。すなおの偽いつわらざる欲望を間近にしながら、何故それを秘密にしていたのか。


（……笑われてたのかな、ホントは）


　自分が知らなかっただけで、陰かげで瞭一は、そんなすなおを面おも白しろがっていたのかもしれない。


　そういえば、瞭一がやけにすなおに絡からんでくるようになったのも、あの夢が始まってからのことだ。


（でも、神崎さんは、そんな人じゃないのに……）


　少なくとも、すなおが知る神崎瞭一は、そんな卑ひ劣れつなことをする人間ではなかった。


　子供っぽいところもあるけれど、根は真っ直ぐで、正直な人だった。


　あるいは、ひょっとして。瞭一は、すなおを庇かばっていてくれたのかもしれない。いつか終わる一過性のこととして、黙って我が慢まんをしてくれていたのかもしれないのだ。


　夢を見ていることを告げれば、すなおが傷つくだろうと思って……？


（……都合が良すぎるな、そんなの……）


　すなおは肩かたを落とす。


　考えれば考えるほど、自分が複雑に入り組んだ迷宮のなかにいるような気がした。








　由樹が包帯を巻いた右足を軽く引きずりながら現れたのは、その三日後の放課後のことだった。


「ど、どうしたんですか、由樹さんっ！」


　最初にその姿を発見した一年生が、狼ろう狽ばいしきった声で叫さけんだ。全員の視線が、部室の入り口に集中する。


「あー、ごめんごめん。ちょっと、階段から落っこちちゃって」


　松まつ葉ば杖づえをついた由樹の姿は痛々しく、すなおは慌あわてて駆かけ寄った。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


「うん。ごめんね、心配かけて。松葉杖は、ちょっとオーバーなんだ。一週間もすれば治るから」


　以前の怪け我がを知っているすなおは、余計に深刻な表情になってしまう。それを察した由樹は、安心させるように微ほほ笑えんでみせた。


「おいおい、勘かん弁べんしろよ、由樹。今は大事な時期なんだからさ～」


　聡介が大おお袈げ裟さに腕うでを振り回して嘆なげくのには、由樹はさらりと突き放す。


「別に俺がコート走りまわるわけじゃないんだし、だいたいブロック大会までには治るよ。心配しないで」


「そっちじゃねーよ。記念祭の方！　お前は期待の王子様なんだからな！」


「あ、それなんだけど。すなおに変えてもらえないかな？」


　あっけらかんと言い放った由樹の発言に、その場の全員が絶句した。


「……な、なに言ってるんですか由樹さん！」


「仕方がないでしょう？　大会には間に合うけど、記念祭までに治るかどうかは微び妙みようだし、それにこの部で他ほかにそれほどタッパない奴なんて、すなおだけなんだから」


「それは……そうですけど」


　現実は反論のしようがなく、すなおはしおしおと頷うなずいた。一方、聡介は、腕を組んで暫しばし考えこんでいる。


　この舞ぶ台たいの目玉は、由樹が出演するということだ。それを裏切って、すなおが出るということで果たして反応がどう出るか、微妙だったのである。


　とはいえ実際のところ、すなおは由樹よりは目立たないだけで、可か憐れんという点においては密かに可愛かわいがられているのは事実だった。それを本人が全く預かり知らないだけなのだ。


「槙野かぁ……」


　突とつ然ぜん降ってわいた話に、すなおはひたすら狼狽していた。落ち着きなく視線をあちこちに彷徨さまよわせ、最後にすがるように由樹を見つめると、由樹はこっそり笑ってみせた。


（由樹さん……それ、噓うそなんですねっ？）


　視線でそう尋ねると、由樹は悪戯いたずらっぽく目を光らせて、肩を竦すくめてみせる。


（もぉ～～！）


　応おう援えんしてくれるとは確かに言っていたが、なにもこんな手段でなくてもいいだろうに。すなおは内心で泣きたくなった。


　しかし、混乱する現場で、すっぱりと意見を述べた人物が一人だけいた。


「俺、反対」


　瞭一だった。


　珍めずらしく仏ぶつ頂ちよう面づらで、靴くつ紐ひもを結びなおしながら、彼はさらに言葉を続ける。


「俺は槙野相手じゃ、ラブシーンなんてできないよ。だいたい、ポスターだってできちまってるし、客だってほとんどは小野原目当てなんだから。その当人がでなきゃ、意味がないよ。違ちがうか？」


　瞭一の言うことは、いちいち正論だ。聡介も深く頷くと、由樹に視線を戻もどす。


「どーしても無理そうなら、王子様の登場シーンで、誰だれか部員に馬やらせてやってもいいしさ。な。いいだろ？　由樹」


「……了りよう解かい。そうまでいうんじゃ、しょうがないね。最後くらい、協力します」


　諦あきらめたように片手をあげて、由樹は小さくため息をついた。


「よーし、じゃ、体育館行くぞ！」


　瞭一の号令に従って、全員がどやどやと部室を出て行く。


　後には、すなおと由樹だけが残された。


「……ごめんね、すなお。やぶへびだったみたい」


　ぽつりと呟つぶやかれた言葉に、半ば放心していたすなおの意識が、ようやく戻ってくる。


　泣き出しそうな顔を見られたくなくて、慌ててすなおは由樹に背を向け、部室のロッカーを探し出す。


「あ、そ、そろそろテープが足りないんですよねっ！　俺、後で補ほ充じゆうしに行ってきます。ついでに何が足りないか、チェックしてリスト作らなきゃダメですね？」


　手も口も意思の通りに忙いそがしく動くのに、涙るい腺せんが壊こわれたように、瞳ひとみから涙なみだだけが零こぼれ落ちてくる。





『俺ハ槙野相手ジャ、ラブシーンナンテデキナイ』





　先ほどの瞭一の言葉が、ぐっさりと胸に突つき刺ささって、取れない。


（……やっぱり、もう、ホントに嫌きらわれてるんだ……）


「ああいう風にでてくるとは、正直思ってなかったよ。全く、なにをあいつ依い怙こ地じになってるんだか……。？　すなお？」


　足を怪我したとは思えない足取りで、さっさとすなおに近づいた由樹は、覗のぞきこんだすなおの顔色のあまりの白さに息を呑のんだ。


「ね、すなおの方こそ、大丈夫なの？」


「平気……です。別に」


　すなおは自分では血の気がひいている自覚はなかった。ただ、頭の芯しんがぼうっとして、全身がどうしようもなくだるい。


「……俺も、由樹さんみたいに、キレイだったらよかったのに……」


　呟く声は、ほとんどうわごとのようだった。次第に瞼まぶたが重くなり、ずる、と、華きや奢しやな身体が床ゆかに崩くずれ落ちていく。


「ちょっと、なに言ってるの。馬ば鹿か！……ね、すなお、すなお！」


　意識に靄もやがかかり、由樹の声が次第に遠くなる。


　そして、すなおは完全に気絶した。








「神崎。ちょい、顔かしてよ」


　その日、芝しば居いの練習も終わり、帰り道で由樹は瞭一を呼び止めた。


「どしたの、小野原」


「ちょっとお姫ひめ様にお伺うかがいしたいことがあって。……借りるよ」


　和也にそう言うと、複雑な表情を浮うかべている瞭一の腕をとり、強引に由樹は近くの川原に連れ出した。


　日が暮れた川原には、もう殆ほとんど人の姿は無い。時折、ジョギングをする人がせわしないスピードで走り去っていくだけだった。


　川の水面も、ゆらゆらと黒く塗ぬりつぶされている。


「槙野、どうした？」


「もといくんが連れて帰った。血相変えてたよ」


「そっか……」


「三日寝ねてなかったって。……少しは、責任感じてよ」


「俺のせい？」


「お前のせいでしょ。……同じ夢見るの、怖こわかったんだよ、きっと」


　じろり、と、由樹が睨にらみつけると、瞭一はやや面食らったように瞬まばたきをした。


「……知ってたんだ」


「薄うす々うすね」


　瞭一は大きく息をつくと、小首を傾かしげた。


「そんなことあるわけないって、思ってたんだ。最初は。偶ぐう然ぜんとか、ただの気のせいとか……。だけどそのうちに、単なる願望を見てるわけじゃないんだって気づいた」


「願望ねぇ……どんな酷ひどいことしてたのやら」


　由樹が呆あきれて肩かたを竦めるのに、図星の瞭一としては何も言い返すことができない。その様子に、ますます由樹はきれいに整った眉まゆを顰ひそめた。


「……まったくもう」


「い、いいだろそれは別に！……確かに、やりすぎたかなぁとは少し思ってるけどさ。好きなんだから、しょうがないじゃん」


「……まぁねぇ」


　おそらくすなおのほうも、拒こばまなかったんだろうから、ということは、由樹にも予想はついた。うっすらと頭痛を覚えつつ、ではあったが。


「でも、なんで同じ夢なんて見たんだろうな」


「お前がおかしな呪まじないでもかけてたんじゃないの？」


「しねぇよ、そんなこと。っていうか、俺はなんなんだよ！」


「悪者でしょ。……今日だって、あんな言い方して。可哀かわい相そうに」


「小野原が噓つくからだろ」


　今も普ふ通つうに歩いている由樹の足元を、じろりと瞭一が睨む。


「なんだ、バレてた？」


「バレるよ」


「でも、それなら俺に直接やりかえしてよ。悪いけど、俺が勝手にしただけで、すなおに頼たのまれたわけじゃないんだからね？」


　由樹が不満げに足元の小石を蹴け飛とばす。石は、予想よりも大きく跳とんで、川の流れのなかに転がり落ちて沈しずんでいった。


「……だってあいつ、信じないんだ。俺が好きだって言ったのに、謝るばっかりで」


『ごめんなさい』とばかり繰くり返していた姿が、今も脳裏に焼き付いて離はなれない。瞭一が欲しいのは、そんな言葉ではなかったのに。


「確かに、すなおは真ま面じ目めで可愛かわいい奴やつだけど、自信が無さすぎなんだよね。半年後にはチームをひっぱっていく立場になるのに、俺もちょっと心配してる」


「…………」


　由樹はため息をつくと、唐とう突とつに話題を変えた。


「あそこの兄弟って、似てないでしょ。すなおと、もといくん。並んでても、顔だって全然違ちがうし、大体もといくんのほうが大人っぽくて、すなおはあの通りの童顔だしね。神崎も、そう思わなかった？」


「あ、ああ……。あれなんだろ？　弟は父親似で、槙野は母親似なんだろ？」


「本当の、兄弟じゃないんだって。本当は」


　由樹の言葉に、瞭一は瞬しゆん間かん絶句する。


　振ふり返り、まじまじと顔を見つめたが、由樹は穏おだやかな表情ながらも、冗じよう談だんを言っているわけではなさそうだった。


「……マジで？」


「もといくんが言ってた。本当は、もといくんのほうは、父親の妹の子供なんだって。だからある意味、父親似っていうのは間ま違ちがってないんだろうね」


　しかし、未み婚こんの母だった妹は、生まれた子供を養育するだけの余よ裕ゆうは当時もちあわせていなかった。そのため、もといは生まれてすぐに、すなおの弟として兄夫婦に引き取られたのだ。


　それ以来、もといの顔を見に来ることもなかった。故ゆえにもといは、実の母を写真でしか知らないのだ。


　妹の評判は、親族内でもあまりよくなかった。元から無愛想なもといに対しても、誤解されることも多く、同じような視線が注がれる度たびに、すなおはいつも必死で弟を庇かばった。そして、もといに対して捧ささげられた賛辞には、自分のことのように喜んでいた。


「――なんか、小さいうちからそうやってるうちに、すなおは一歩退ひくのが癖くせになっちゃったらしくて。弟が一番。自分が二番って。だから、もといくんはずっとそれを気にしててね。すなおもバカだよね。別に、堂々としてりゃあいいのに」


　そう言うと、どこか苦い笑えみを由樹は口元に浮かべる。


「……そういう、不器用で、すごく優やさしい奴なんだよ。すなおって」


「……知ってるよ」


　すなおが、時に自じ虐ぎやく的なほどに、優しいということくらい、瞭一だって知っているのだ。


　最初は、合宿の夜。思いもかけず、励はげまされた一言がきっかけだった。それから、ずっと、見ていた。


　いつも精せい一いつ杯ぱいで、いじらしいくらいに真面目で、名前のそのままに素す直なおな少年を、いつしか後こう輩はい以上に瞭一は想おもい始めていたのだ。


「ほんとに、好きなんだよ！　だけど、告白しても信じてくれないんじゃ、俺はどうすりゃいいわけ!?」


　瞭一も、まだたった十七歳の少年に過ぎない。幼さを丸出しにして拗すねる男に、やれやれと由樹は肩を竦すくめた。


「もー、逆ギレしないでよ。みっともないなぁ」


「うるせぇ」


　いーっと歯を見せる瞭一に、とことん困ったような笑みを浮かべ、由樹は軽く白い首筋をひっかいた。


「えーと、あのさ。白雪姫の継まま母ははっているじゃない。ほら、悪い魔ま法ほう使いの」


「……和也の役だろ？　知ってるよ」


　それがなんの関係があるのだ、と、瞭一は疎うとましいような視線を向けてくる。


「あの人って、本当のとこは、一番可哀相な人なんだと思ったんだよね。だってあの人は、いつでも自分が世界一美しいと全員に認められて、かつ、鏡に保証されなければ、幸せになれない人なんだから。それって結局は、自分では自分のなかに価値をなんら見出せない人っていうことだよね。他人からの評価だけが、彼女の価値だった。そしてその最も信しん頼らいできる他人である鏡からの評価をなくしたら、彼女にとってはもう、全てがなくなるのと同じことだったんだ」


　由樹は、空を見上げた。藍あい色の空に、少しずつ星が増え始めている。宵よいの明みよう星じようが、一ひと際きわ眩まぶしく輝かがやいて見えた。


「たった一人でいいんだ。彼女にもしも、愛いとしい人がいたなら、話はきっと違ちがった。世界中の人がキレイだと言うよりも、たった一人のその人が、キレイだって言ってくれるほうが、ずっと嬉うれしいんだから。……ううん、むしろ、その言葉だけが、意味を持つんだと思う」


「槙野は魔女？」


　瞭一が問い掛かけると、由樹は曖あい昧まいに頷うなずく。


「今のところは、そうかもしれない。――白雪姫は、魔女を助ける王子様になれる？」


　悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべて、由樹はそう問い返したのだった。








　すなおは、目を覚ました。


　見慣れた天てん井じようを、暫しばし不思議そうに見つめて、数度ゆっくりと瞬まばたきをする。


（……ああ、倒たおれちゃったのか、俺……）


　幸い、久しぶりの眠ねむりは深く、夢の忍しのびこんでくる隙すきはなかった。


　倒れた理由はわかっていた。ただの、睡すい眠みん不足だ。


　あれから、すなおは一いつ睡すいもしていなかった。


　眠るのが、怖こわかったのだ。また、あんな夢を見てしまうのが怖かった。


　でも、もう遅おそい。すでに瞭一は、すなおに幻げん滅めつしてしまったのだろう。


　すなおの薄うす茶ちや色の瞳ひとみに、じんわりと涙なみだが滲にじむ。


　それでも、きっと今夢を見たら、またあんなことを願ってしまう。


　瞭一の腕うでを求めてしまう。それだけは、避さけねばならなかった。


　だって、好きだから。どうしようもなく、好きだから。


　今この瞬間だって、彼の指に触さわって欲しくて、肌はだに触りたくて、優しく抱だきしめて欲しくてしょうがない。


　どんなに願ったところで、現実には叶かなわない夢なのに。





　恋こいも夢も、同じだ。


　好きなだけでは、どうにもならない。


　バスケットをどれだけ好きでも諦あきらめなければならなかったように、いくら瞭一を好きでも、どうにもならないのだ。


『好き』と想うその気持ちこそが才能なのだと、そう信じてたけれども。


　諦められないこんな辛つらさなら、最初からいらなかった。


「……っく……」


　隣りん室しつのもといに気づかれないよう、すなおは布ふ団とんのはじを嚙かんで、泣き声を押し殺した。しかし、まるで涙るい腺せんが壊こわれたように、次々と熱い涙はこみ上げてくる。


　その時不意に、鞄かばんの中に入れっぱなしにしていた携けい帯たいが、低い振しん動どう音をたてて震ふるえ出した。


　学校に持っていったままだったので、マナーモードにしたままだったのだ。


　無音の部屋ではその音はやけに大きく響ひびき、すなおはのろのろと立ち上がると、白い鞄の中から携帯を取り出した。


　メールが一件、受信されていた。表示された名前に、瞬間、息を呑む。


『神崎瞭一』と、登録している名前が、暗くら闇やみのなか、バックライトに光って見えた。


（……なんだろう）


　おそるおそる、すなおはそのメールを読んだ。


　文章は短く、素っ気無いものだった。


『身体、大だい丈じよう夫ぶか？　暫しばらくはゆっくり休め。そのかわり、記念祭には必ず来いよ』


　それだけの文章からは、瞭一の本音は読み取れなかった。


　本当に心配しているのか、実はまだ怒おこっているのか。あるいは、ただ代表として送ってきただけで、なんの意図もないのか。


　あれこれ考えても、すなおには結論が出なかった。


　たった一つ、わかることがあるとしたら。液えき晶しよう画面に表示された名前に、すなおは嬉しいと思ったことだ。


　どんな意図であったとしても、彼からのメッセージであるだけで、心が弾はずんだ。


　そんなどうしようもない自分に、すなおは自じ嘲ちよう気味な笑みを唇くちびるに浮かべていた。


「……すなお、起きてるか？」


　コンコン、と、控ひかえめなノックが、ドアを叩たたく。


　いつになく心配そうな、弱々しい弟の声に、すなおの胸も痛んだ。


　ドアを開くと、もといは湯気のたつお粥かゆを手にしていた。


「少し、食べられそうだったら、食べて」


「ありがとう。……ごめんね、心配かけて。学校から連れて帰ってくれたのも、もといでしょう？」


「小野原さんも手伝ってくれた。それから……これ、小野原さんのお母さんから」


　そう言って、もといがポケットから取り出したのは、小さな錠じよう剤ざいだった。


「食事したら、これ飲んで寝ねるといいって。軽い睡すい眠みん薬やくだから」


「……うん。わかった」


　大人おとなしくすなおはお盆ぼんを受け取ると、膝ひざの上に置いた。


　温かなお粥が、身体の中をゆっくりと暖めてくれるようだった。


「すなお」


「ん？」


「少し、部活も休んでいいって。小野原さんから、伝言」


「……うん」


「でも、記念祭には来たほうがいいんじゃないかって、言ってた。……すなおは、どうする？」


　すなおは、咄とつ嗟さには答えられなかった。俯うつむいた兄の横に、もといは自分で自分の背中を押すようにして、口を開く。


「すなおが行きたいなら、俺は止めない。……一いつ緒しよに、ついていく。だから、とにかく……我が慢まんはもう、するな。ちゃんと、俺に言って。俺は、もう、やだから。……あんな真っ青なすなおの顔見るの、ほんと、やだから」


　もといはそう言いきると、はぁっと大きく息を吐はいた。


　青い顔で横たわるすなおの姿は、いやでも母の姿を思い起こさせて、もといには堪たまらなかったのだ。


　大きな背中を丸めて、痛々しい表情を浮かべているもといに、すなおはそっとその肩かたに手をおいた。


　大切な弟を、こんなに心配させてしまったことが、申し訳なかった。


「ごめん。心配かけて」


「……すなおのせいじゃないだろ。あいつのせいだ」


「違ちがうよ。……俺のせいだから。これは、ほんと。でも、もうバカなマネはしないから。ちゃんと、元気になる。それから、……記念祭には、行くから」


「……わかった。でも、無理はするなよ？」


「うん。大丈夫だよ」


　すなおが微ほほ笑えむと、ようやくもといはいくらか安あん堵どしたようで、強こわ張ばらせていた肩の力を抜ぬいた。





（記念祭か……）


　由樹が来たほうがいいというからには、なにかがあるのかもしれない。


　例え、なにがあっても、あるいはなかったとしても、すなおはもう逃にげることはよそうと思った。


　きちんと、瞭一に謝りたい。全部のことを、ちゃんと。


　そして、告白したかった。ずっと、ずっと、好きだったことを。


　その気持ちは、本当だということを。





　その夜、すなおは久しぶりに、穏おだやかに眠ねむりについた。





　あの夢は、もう、彼のもとには訪れなかった。








　記念祭当日は、あっという間にやってきた。


　あの後、すなおは本当に熱を出してしまい、学校も部活も休んでいた。


　やはり疲ひ労ろうがたまっていたというのは、事実だったようだ。


　もといとともに、久々に学校へとむかうと、すでに校門のあたりは華はな々ばなしく風船やポスターで色とりどりに飾かざられていた。校舎のあらゆる窓にも、ポスターや垂れ幕が下がっているのが見える。青く澄すんだ空の下で、それらはより鮮あざやかな色を見せていた。


「槙野、もう大丈夫なのか？」


　部室に顔を出すと、真っ先に声をかけてくれたのは聡介だった。瞭一や由樹の姿は無い。


「もうみんな控え室にいるんですか？」


「そ。すげーぞ、和也と瞭一の奴やつ、雑誌で研究したとかいって、メイクもばっちり決めてんだ。見に行けば？」


「いえ。それは本番にとっておきます。……なんか、寸前になって全然お手伝いもできなくて、すみませんでした」


　ぺこりと頭を下げて詫わびるすなおに、聡介は笑いながら小さな頭をぽんぽんと叩いた。


「気にすんな。槙野がちゃんと準備してくれてたお陰かげで、後はほとんど面めん倒どうなかったから」


「……よかった」


　ほっとして微笑んだすなおに、聡介は顔をよせると、耳元でこっそりと囁ささやいた。


「お前が倒たおれちゃってから、瞭一の奴がめちゃくちゃ頑がん張ばっちゃってさ。お陰でいい舞ぶ台たいに仕上がったと思うぜ、監かん督とくの俺から見ても」


「そう……なんですか」


　かっと頰ほおを染めながらすなおは頷うなずく。


「そいじゃ、後でな！　楽しみにしてろよ？」


　そういい残すと、聡介はばたばたと部室を出て行った。








　客席は、大入りの満員だった。


　講堂一いつ杯ぱいに、期待を含ふくんだざわめきが充じゆう満まんしている。招待客である父兄や、近所の学校の女子生徒たちの姿もあるが、それ以上に実は盛り上がっているのは、この学校内の生徒たちだったかもしれない。


　由樹の白雪姫姿という垂すい涎ぜんの一品を期待する周囲の生徒たちに、すなおはこっそりと笑ってしまった。


　隣となりには、もといの姿もある。彼は、長い足を狭せまい椅い子す席の隙すき間まで窮きゆう屈くつそうに組んで、仏ぶつ頂ちよう面づらで正面を見み据すえていた。


　やがて、紹しよう介かいのアナウンスが響ひびき、ゆっくりと幕があがった。


　誰だれもいない舞台。軽快な音楽が流れ、そこにナレーションが入る。聡介の声だ。


「昔々あるところに、森に囲まれた小さなお城がありました。豊かな自然に恵めぐまれ、善良な人々が暮らす小さな国の王様が、そのお城には住んでおりました。王様とお后きさき様には長いこと子供が生まれませんでしたが、二人の願いが天に届き、やがて一人の美しい女の子が生まれました。雪のように白い肌はだ。黒炭のように黒い髪かみ。そして血のように赤い唇をしたお姫様は、白雪姫と名づけられ、すくすくと成長していきました。しかし、悲しいことに、白雪姫の母であるお后様は、ある年不幸にも病で亡なくなってしまったのです…」


　そこでようやく舞台に、白雪姫が現れる。


「おはよう、小鳥さんたち。今日はとっても素す敵てきな日ね！　今日、新しいお母様がお城にいらっしゃるのよ？」


　精一杯愛らいい声でそう言いながら微笑んだのは、他ほかでもない、神崎瞭一だ。


　その姿に、客席から一いつ斉せいに失望の悲鳴と、爆ばく笑しようが同時に巻き起こる。


「あらあら、小鳥さんったら、そんなに騒さわがないで。みんながびっくりしちゃうわ」


　悪戯いたずらっぽくそう笑うと、客席にむかって瞭一、いや、白雪姫はそう言った。


　確かに研究したというだけあって、元々が美形な分、美しさでいったら申し分のない白雪姫だ。


　ただ、その長身と、赤いドレスの大きく開いた襟えりぐりから覗のぞく逞たくましい肩だけは、いかんともしがたいほど、ギャグだった。


　勿もち論ろんこれはお笑いなのだから、客席を沸わかせてナンボだ。おそらく舞ぶ台たい袖そででは、満足げに聡介が頷いていることだろう。


　続いて現れた、新しいお后様である和也にも、客席は大いにウケた。女王様を思わせるエナメル素材のロングドレスに、赤いピンヒール。その上、鞭むちを持った姿がアブないくらいにキマっている。


　和也は必要以上のシナを作りながら、木き枠わくと銀紙でできた大きな鏡にむかって問い掛かけた。


「鏡よ鏡。世界で一番やかましいのは誰？」


　すかさず、鏡役がマイクで答える。


「生活指導の緒お方がた先生です」


　客席から笑いが起こり、突とつ然ぜん名前を出された緒方教きよう諭ゆは、苦い顔をする。


「それでは、世界で一番高い山は？」


「エベレスト。海かい抜ばつ八八五〇メートルです」


「よろしい。今日も良好ね。それでは、鏡よ鏡、世界で一番美しいのはだあれ？」


「それは、このお城に住む白雪姫です」


「なんですって！」


　和也は大おお袈げ裟さに叫さけぶと、ぴしっと鞭で床ゆかを叩たたく。


「おのれ白雪姫！　この世で一番美しいのは、私なのよ！」


「いいぞー！　戸室！」


　客席から飛んだ野次に、きっと和也は目をむいて、ぴしりとまた鞭を鳴らした。


「女王様とお呼び！」


　和也の派手なアドリブに、客席は大受けだ。


　ストーリーは順調に進み、森で捨てられた白雪姫は、ユニフォーム姿の七人の大男と出会う。


　彼らと調子っぱずれな歌を唄うたいながら、ダンスを繰くり広げるものだから、古い講堂の舞台の床は、みしみしと軋きしむ音がしそうだ。


　すなおも思わず、手を叩いて笑ってしまった。


　そして、ナレーションは魔ま女じよであるお后様の襲しゆう来らいを告げる。


　黒い布を頭から被かぶった和也が登場し、箒ほうきを片手にお掃そう除じをしていた白雪姫を言こと葉ば巧たくみに誘さそい出し、リンゴを渡わたして去っていった。残された白雪姫は、赤いリンゴを、毒入りとも知らずに食べてしまう……。


　いよいよ物語はクライマックスだ。嘆なげき悲しむ七人の元に、ようやく真打登場とばかりに、着流しの王子様が現れる。


　下げ駄た履ばきの足に、番ばん傘がさを差し、首から手ぬぐいを下げた姿はなかなか粋いきだ。


　しかも、それでいて、由樹の美しさは少しも損そこなわれていない。むしろ、より清せい涼りようでありながら、どこかぞくっとするような色いろ香かを漂ただよわせていた。


「持たせたね」


　口元で笑ってみせた由樹に、客席から一斉に歓かん声せいがあがる。さすがに、由樹は全校のスターだけあるのだ。


（すっごいなぁ……）


　思わずすなおは、しみじみ感心してしまった。


　由樹はひとしきり歓声をあびたあと、くるりと踵きびすを返すと、ゆっくりと横たわっている瞭一の傍そばまで歩み寄った。


「なんて丈じよう夫ぶそうな……いえ、美しい姫なのでしょう。何な故ぜこの方は、こんな床の上で眠ねむっているのですか？　趣しゆ味み？」


「いいえ、王子様。姫は悪い魔ま法ほう使つかいに毒リンゴを食べさせられて、死んでしまったのです」


「俺たちは今、姫のお葬そう式しきをしていたところです」


「それはなんとむごいこと。せめて私も最後に、別れの接吻くちづけを……」


　そう言うと、由樹はそっと瞭一の顔に唇くちびるを寄せていく。


　きゃー！　という少女たちの悲鳴と、ぎゃー！　という男たちの怒ど号ごうが同時に沸き起こった。


　しかし、結局由樹はキスをするふりだけをして、顔をすぐにあげた。


　その途と端たん、ぱっちりと瞭一は目を開け、むくりと起き上がる。


「美しい姫。是ぜ非ひ私と一いつ緒しよに、お城に来てください」


　喜び踊おどる七人をバックに、王子はそう言って白雪姫にプロポーズした。


　すなおは無意識に俯うつむき、視線を逸そらす。


　例えお芝しば居いでも、目の前で瞭一が他人に告白するのを見たくなかったのだ。


　だが、ここで誰にとっても意外なことが起こった。


「いいえ、王子様。それはできません」


　姫は微ほほ笑えむと、静かに首を横に振ふり、王子の求愛を拒こばんだのである！


「なに言ってんだ、あいつ！」


　袖そでから見ていた和也が、思わず呟つぶやいた。


　客席よりもうろたえたのは、むしろバスケ部部員一同の方だ。そんな展開は、台本にない。


（……神崎さん？）


　台本を知っているすなおも、困こん惑わくを隠かくせなかった。


　もといも、傍かたわらのすなおの反応に、異変を感じ取ったのか、眉まゆ根ねを僅わずかに寄せる。


　しかし、彼らの混乱など何ど処こ吹ふく風で、瞭一はさらに客席のほうに向き直ると、言葉を続ける。


「私には心に決めた人がおりますの。その人は、小さくて、愛らしくて、不器用で、とても心の優やさしい人なんです。けれども、その慎つつましやかなご気き性しようのせいか、私がこんなに愛していることを、なかなか理解してくださらないのです」


　事情をいち早く理解した由樹は、内心でにやりと笑いながら問い掛けた。


「それでは姫ひめは、その方を諦あきらるのですか？」


「いいえ。まさか。……私もなかなか素す直なおになれませんでしたが、生まれ変わった今、本当に正直な心を打ち明けようと思います」


「それがよろしいでしょう。それでは、私は諦めるしかありませんね。――姫、お幸せに」


「ありがとうございます、王子様」


　優ゆう雅がに一礼をしてみせると、やおら白雪姫はドレスの裾すそも軽やかにステージを飛び降りる。


　……そして、客席で呆ぼう然ぜんとしているすなおの前まで来ると、彼を強引に抱だき上げた。


「え、えええええっ！」


「すなお！」


　がたん、と、椅い子すを立ちかけたもといに、瞭一は悠ゆう然ぜんと笑いかける。


「兄貴は、俺がもらうから」


「…………」


「では皆みな様さま、失礼致いたします」


　にっこり笑ってウインクをすると、瞭一はすなおを腕うでに抱いたまま、悠然と体育館を出て行った。


「お姫様～、お気をつけて～！」


　由樹王子も、にこやかに手を振って、それを見送る。会場もステージも、突然の事態に大おお騒さわぎだ。


　そこで、すかさず聡介はマイクを握にぎると、大声で叫んだ。


「そして、王子様と白雪姫は、それぞれの愛する人と、末永く幸せになりましたとさ！　以上！」





　そして、狂きよう乱らんの中、舞ぶ台たいは幕を閉じたのであった。








「……連れていかれちゃったね」


　講堂の入り口で、彼らの向かった方向を睨にらみつけているもといに、由樹は声をかけた。


　まだ着物姿の由樹は、そうしているとどこかの老舗しにせの若わか旦だん那なのようだ。


「仕方ない。あんな奴やつでも、すなおはあいつが好きだって言うから」


　口をへの字に曲げて、素っ気無く言い放つもといは、結局は拗すねているのだ。


　珍めずらしく敬語が抜ぬけていることからも、あまり表情の変わらないもといが、内心激しく苛いら立だっていることは明白だった。


　それがわかるから、由樹はそんなもといが微笑ましく、かつ、少し寂さびしく感じる。


　本当に、彼にとっては、兄が世界の全てなのだ。


「そんなに心配？」


　少しからかうように由樹がもといを見上げて尋たずねると、もといは、当然だというように頷うなずいた。


「……なんであんな奴がいいのか、理解できない」


「それはね、恋こいしちゃってる人にしか、理解できないことなんだよ」


　少し呆あきれたように、由樹は微笑んだ。


　どうしてもこの人がいい。理由なんて、わからない。それが恋というものだから。


「……お茶でも飲みにいこっか」


　微笑む由樹のお誘いに、もといは複雑そうな表情のままではあったものの、頷いたのだった。








　愛いとしい人を拉ら致ちした白雪姫は、彼を腕に抱いたまま、講堂からまっすぐ歩き続けていた。


　事情を知らない通りすがりの人々は、一体なんのアトラクションだろうと、好こう奇きの視線をむけてくる。


　無理も無い。カツラは外したものの、一八〇センチのドレス姿の美女が、小さな少年を腕に抱かかえて邁まい進しんしているのだから。


「ちょ……ちょっと、神崎先せん輩ぱいっ！　お、下ろしてくださいっ」


　突つき剌ささる視線の痛さに、恥はずかしさのあまりすなおは叫さけぶが、瞭一はにべもない。


「ダメ。逃にげるかもしれないから」


「逃げませんったら！」


　部室まで辿たどり着くと、ようやく瞭一はすなおを下ろした。


　腰こしが抜けてしまっているすなおは、ぺたんとその場にしゃがみこんでしまう。


　一体何がおこったのか、未いまだにわけがわからない。


　わかっているのは、今、部室に、瞭一と二人きりでいるということだけだ。


　空はもう夕暮れの色をしている。まるで、初めて見たあの夢の時のようだった。


「もう夢じゃ満足できないから、ちゃんと言う。……俺は、槙野のことが好きだ」


　すなおは薄うす茶ちや色の瞳ひとみに瞭一を映したまま、何も言えなかった。


「最初に同じ夢を見た時さ、レギュラーのユニフォーム持ってにこにこしてるお前がすっげぇかわいくて、気づいたらキスしてた。……まさか、槙野が同じ夢見てるなんて思わなかったからさ。あれから、夢で何度かお前に会った。やけに感覚がリアルで、他ほかの夢とは違ちがうから、すぐにわかった」


「じゃあ……ずっと……？」


　瞭一は頷く。


「ずっと。……夢の中でなら、いいかと思って。それで、我が慢まんできなくて、槙野にいろんなことした。ごめん」


「え……？　あれ、俺の願望じゃ……」


「え？」


　咄とつ嗟さに本音を口走ってしまい、すなおは慌あわてて両手で自分の口を塞ふさいだ。呆あつ気けにとられた顔の瞭一が、徐じよ々じよに嬉うれしさを抑おさえきれないような笑え顔がおになっていく。それが余計に恥ずかしくて、すなおの頰ほおが次第に真っ赤に染まった。


「槙野、そんな風に思ってたの？　バカだな。……俺こそ、お前とつながってない夢でも、お前にいろんなことする夢、何度も見てたぞ。やらしい想像とか、一いつ杯ぱいしてた」


　瞭一の手が、すなおの肌はだに触ふれる。ぞくり、と、全身の肌が粟あわ立だった。


　これは現実。これは、夢じゃない。


　眩暈めまいがしそうだ。


「さすがに悪くてさ。お前、同じ夢見た後って、真っ青な顔して学校来るから。だから、俺のせいですなんて言えなくて、黙だまってた。ごめんな」


「じゃあ……なんで、突とつ然ぜん」


「言っただろ。夢だけじゃ我慢できなくなったからって。現実のお前も、何もかも全部、俺のもんにしたい。泣かせたくないし、俺の前で一杯、幸せそうな顔して笑って欲しい。好きだから」


　嬉しくて。すなおの胸が、苦しいほどだった。胸の中で、風船がぱんぱんに膨ふくらんでいるみたいだ。


　瞭一の長い指が、すなおの柔やわらかな髪かみや肌の上を、優やさしく撫なでていく。その心地よさに、頭の芯しんがくらくらして、勝手に涙なみだが零こぼれ落ちた。


「でも……なん、で。俺なんか……」


　俯うつむいたすなおの顎あごをすくい上げ、瞭一は浮うかんだ涙を舌で舐なめとってやる。


「お前がいいの。魔ま法ほうの鏡が例えなんて言っても、俺はお前が世界で一番可愛かわいいんだ。可愛くて可愛くて、全部食っちゃいたいくらい。……いい加減、信じろ」


　本当に？


　信じられないくらい幸せで、すなおは思わず頰をつねった。


「なにやってんだ」


「だって……これも、夢なんじゃないかって……」


「バカ。もう、これは現実だよ。夢じゃない」


　瞭一はそう囁ささやくと、しっとりと唇くちびるを重ねた。


　息苦しくなるくらい、長くて、深い接吻くちづけだった。


「……ん、ぅ……っ」


　ようやく唇が離はなれると、瞭一はすなおの前に膝ひざをつき、華きや奢しやな身体からだをぎゅっと強く抱だきしめた。


「……すなお。ほら、そろそろ、言っちまえよ。本当のこと。ちゃんと現実でも、言ってくれよ。……俺のこと、好きだろ？」


　耳を押し付けた瞭一の胸からは、速い鼓こ動どうが聞こえてきた。


　多分、すなおと同じくらいのスピードで、ドキドキと脈打つ、彼の真実。


　湧わきあがる愛しさに潰つぶされそうになりながら、すなおも瞭一の背中に腕うでをまわし、きつくしがみついた。


「す……好きです……ずっと、好きでした……っ」


　再び乱暴なくらいの勢いで、顎を摑つかまれ、キスされる。


　嵐あらしのような激しさなのに、そのキスはひどく優しくて、うっとりするほど甘かった。


　夢よりももっとずっと、心を騒さわがせる。


「……俺、今死んでもいいかも……」


　瞭一の腕の中で、うわごとのようにすなおが呟つぶやいた。それに、瞭一は困ったように笑うと、喉のど元もとに接吻けながら答える。


「今死んだら勿もつ体たいないぞ。これから一杯、夢よりイイことするんだから」








「……あ、あぁっ」


　グラウンドでは、後夜祭が始まったらしい。軽やかなフォークダンスのメロディが、遠くに聞こえた。


　しかし、今のすなおの耳には、そんなものは届いていなかったかもしれない。ロッカーにしがみつくようにして、すなおは瞭一の手技に身み悶もだえていた。


　既すでにズボンと下着は床ゆかに落とされ、遮さえぎるものは何も無い。


　はしたないほど濡ぬて熱くなった部位を、瞭一の大きな手のひらが根元から擦こすりあげては、指先で先せん端たんを弄いじる。敏びん感かんな鈴口をこじ開けられるような感覚に、すなおは全身を震ふるわせて甘い悲鳴をあげた。


　初めてなのに、初めてではないような。それでいて、今までのどれよりも、熱くて、確かなものが存在していた。


「……は……ぅんっ」


　既に知り尽つくしているすなおの弱いところを、的確に瞭一は責めてくる。胸の小こ粒つぶな飾かざりを人差し指と中指の間で摘つまみ上げられると、ぶるりと腰が震え、先端からはまたぬめった蜜みつが滲しみ出した。


　間断なく襲おそいかかる快楽に、すなおはもはや、半ば我を忘れていた。


　ただでさえ、大好きな瞭一に現実にこうして触さわられて、愛されているというだけで、若い肢し体たいは何もされずとも極まってしまいそうなほどなのだ。


　こんな風に激しく求められて、正気でいろというほうが無理だった。


「……い……っ！」


　まだ充じゆう分ぶんには潤うるおっていない蕾つぼみに、ぐい、と、指が入りこみ、すなおの口から苦痛の声があがる。


「……困ったな」


　夢なら都合よく用意できる潤じゆん滑かつ剤ざいも、現実ではそうはいかない。焦じれたように瞭一は舌打ちした。


「先せん輩ぱい……？」


「……ちゃんと、立ってろよ」


　瞭一はそう指示をすると、すなおの背後に膝をついた。


　すなおの白い柔らかな双そう丘きゆうを目の前にし、さらに手のひらでその奥の隠かくされた場所まで晒さらしてしまう。


「や……っ、神崎さん、やだ……っ！」


　恥はずかしさに咄嗟にすなおは身を捩よじり、瞭一の手を外そうとしたが、股またの間から前に回された指の動きと最奥に触れた熱いぬめりに、華奢な身体を強こわ張ばらせた。


「あ……っ！」


　長い指先であやすよりに弄られ、がくがくと太ふと股ももが震えた。慎つつましく閉じた蕾を、舐め融とかすように、たっぷりと唾だ液えきを乗せた瞭一の舌が辿たどる。柔らかな襞ひだを舌先が割り開くと、愛あい撫ぶに応こたえるように淫みだらな色に充じゆう血けつしていく。


　そんなとこ、と、理性では思うのに、暖かな感かん触しよくが、肌の下の快感を引きずり出すみたいだった。


「こうされるの、槙野、好きだもんな」


「く……ん、んぅ……っ」


　前からも後ろからも与あたえられる愉ゆ悦えつに、すなおは慌あわてて片手で自分の口を塞ふさいだ。それでも、指の隙すき間まからは、堪こらえきれない喘あえぎが零れ落ちていく。


　片手だけで支える上半身は、次第に力なく前のめりに倒たおれ、すなおの瘦やせた背中にくっきりと羽根のように肩けん甲こう骨こつが浮かびあがる。薄うすい胸を可哀かわい相そうなほどに喘がせ、瞳ひとみは快楽に涙を浮かべていた。


「声、出したって平気だろ」


「だって……きこえ……ちゃう……っ」


「後夜祭のバカ騒ぎ中だぞ？　聴きこえやしねぇって。それに」


　ちゅ、と、音を立てて尻しりにキスを落とされ、ぴくんとすなおの肩かたが跳はねる。


「こんな日にこんな物音がしてたって、誰だれも驚おどろかねぇよ」


「で、でも……！　あ・あぁっ、そ、それ、ダメ……っ」


　ほどけはじめた蕾に、瞭一の指が再度もぐりこむ。柔らかな内部は、彼を待ちかねたように、熱く締しめ付けていた。その指で入り口を広げるようにしながら、尖とがらせた瞭一の舌先が内部にまでもぐりこむ。その感触に、すなおは悲鳴をあげた。


「や……も……あ・――――っ！」


　熱い舌先で蕩とろけさせられる感触だけでも堪らないのに、その上、深くもぐりこんだ指先に性感を弄られ、すなおは一度達してしまった。


　桃もも色の先端が撒まき散らした白い蜜が、ぽたぽたとロッカーと床に滴したたり落ちていく。


「………く、ふぅ……は……っ」


　脱だつ力りよくしたすなおは、はぁはぁと熱い息をつきながら、その場にがくりと崩くずれ落ちた。


　全身が震え、熱く疼うずいて仕方がない。


　ずるりと指が引き抜ぬかれたソコも、物足りないとばかりに激しく喘いでいた。


「もう、平気だよな？」


　瞭一の確かく認にんに、すなおは真っ赤になったまま彼に振ふり返ると、恥じらいつつも小さく頷うなずいた。


　腰こしだけを高く掲かかげた格好で、秘所に焼付くような熱さを感じる。


　それから、太股に感じる固い感触が、ドレスの裾すそだとわかった。実は、瞭一はまだドレスを着たままだった。


　大おお柄がらな美女に貫つらぬかれる少年というのは、はっきりいってかなり倒とう錯さく的ではあったが、本人たちにはそんなことに構う余よ裕ゆうがなかったのである。


「あ……神崎、せんぱい……っ」


　蕾を割り開き、瞭一の猛たける雄おすが捩ねじこまれる。


　充分に慣らしたとはいえ、裂さかれる痛みに、すなおはぼろぼろと涙なみだを零こぼした。


「―――――ふ……っ」


　瞭一も奥歯を嚙かみしめ、きつく締め付けてくる内部に堪たえる。


　ようやく全てを収めると、慰なぐさめるように瞭一は背後からぎゅっとすなおを抱だきしめた。


「……全部、入ってる。わかる？」


「……は……ぃ。……っ」


「痛い？」


　瞭一の問い掛けに、すなおは正直に頷いた。じんじんと繫つながった場所が痺しびれて、だんだん麻ま痺ひしていくようだ。


　その感覚は、夢よりも痛くて、夢よりも熱かった。


「痛くても……いい……です。夢じゃないって、わかるから……」


　浅い息の合間に、すなおは答える。それから、うっとりと微ほほ笑えんだ。


「……すご……本当に、先輩が、俺のなかにいるの、感じる……」


　苦痛ですら、現実を認識させてくれる大切なものに思える。重なる鼓こ動どうも、焼付きそうな熱さも、今は全て本物だ。それがすなおは、どうしようもなく嬉うれしかった。


「すなお……」


「あ、あっ！」


　我が慢まんできずに、瞭一の腰がすなおを求めて動き始める。最初はゆっくりと、しかし、徐じよ々じよに激しくなる動きに、すなおは堪えきれずに高く鳴いた。


　深く攻せめこまれる度たびに、熱い切っ先がすなおの性感を抉えぐり、すなおの意識をめちゃくちゃにしていく。


　全身が甘く蕩けるようで、すなおの熟うれた花か芯しんからは直接の刺し激げきもないままに、とろとろと白い蜜が滴したたり落ちていた。


　ひく、ひく、と、すなおのソレが震ふるえる度に、きゅっと後ろの窄つぼまりにも力が入る。それがより、瞭一にも快楽を与え、熱を煽あおっていくのだった。


「すなお……」


　瞭一の声も、切せつ羽ぱ詰つまった響ひびきで、すなおの耳を擽くすぐる。


　無意識のうちに、強ゆ請するようにゆらめかせていた腰をしっかりと摑つかみ、瞭一はさらに深く内部をうがつ。


「ひ……あ・ぅ……ああんっ！」


　瞭一が、すなおの中で弾はじけた。叩たたきつけるように噴ふき上げられた熱い飛ひ沫まつに、すなおは大きく背を反らせ、桃色の先せん端たんからまた新たな快楽をとろりと溢あふれさせた。


「……は……ぁ……」


　どれくらいそうしていただろう。ゆっくりと瞭一が体内から去っていく。瞭一自身が抜けていく感覚に、すなおはぞくりと背筋を震わせた。


「うわ、べたべただな」


「え……？……あ――――っ！」


　困ったような瞭一の言葉に、すなおはそこで初めて、瞭一がまだドレスを着き替がえていなかったことに気が付いた。


「そ、それ、脱ぬいでなかったんですか!?」


「だって。そんな余裕なかったし」


　確かに、ドレスは背中のチャックで脱ぎ着するもので、瞭一一人では難しいことはすなおも知っていた。


　しかし、レンタルのドレスを汚よごしてしまったかもしれない事実は、すなおの顔を青ざめさせた。その上、理由が理由だ。


　それなのに、瞭一はそんなすなおの恐きよう慌こうなど何ど処こ吹ふく風で、あっけらかんと答える。


「和也んち、クリーニング屋だし。安くやってもらえるだろ」


「そ、そんなことしたら、戸室先輩にバレちゃうじゃないですか！」


「バレるって？　みんなわかってんだろ。あんなに派手に告白して出てきたんだし」


「あ……」


　言われてみればその通りだ。かああっとすなおの顔が真っ赤になる。


「ど、どうしよう、俺……」


「堂々としてりゃいいだろ」


　瞭一はそう言うと、すなおの手をかりて、ドレスを説ぎ捨てた。ようやく自由になった四し肢しに、うーん、と、瞭一は伸のびをする。


「すなお」


　まだ悩なやんでいるすなおに手を伸ばすと、瞭一はぎゅっと彼を抱き寄せた。


　直接触ふれあう素す肌はだの感かん触しよくに、すなおの心臓がまた騒さわがしくなる。


「！」


「なにがあっても、俺が守ってやるから」


「……神崎先せん輩ぱい」


　嬉しくて、すなおは頰ほおを赤らめつつも、瞭一を見上げて微笑んだ。


「……なぁ。すなお。シャワー浴びね？　全身べだべただし。着替え、ロッカーにあるだろ？」


「あ、はい。ありますけど……」


　逡しゆん巡じゆんするすなおの鼻先に、ちゅっと軽く瞭一はキスをした。


「洗ってやるから、来いよ」


　すなおは、くらりと目を回しそうになってしまった。


　しかし、愛いとしい人に間近で囁ささやかれて、抗あがらいきれる人間などいるだろうか。


　少なくとも、すなおには無理だ。


　瞭一が、口調は優やさしくとも案外強引であることは、すでに充じゆう分ぶん知ってもいた。








　温かなシャワーの雨が、二人の汗あせを流していく。


　こうやって裸はだかで向かいあうのは、実は初めてだ。なんとなく、気き恥はずかしくてしょうがない。


　瞭一は、ようやく化け粧しようも全て洗い流し、さっぱりした顔で、すなおに甘えるように鼻先をこすりつけてくる。


「もぉ、なんですか。先輩ったら」


「すなおのほっぺたって柔やわらかいから、つい触さわりたくなるんだよな。それに、すぐ真っ赤になるのも、可愛かわいいし」


「丸顔ですからね、俺は」


「拗すねるなよ。ますますほっぺた膨ふくらむぞ」


　くすくすと笑いながら、瞭一の長い腕うでがすなおの身体からだを抱きこんだ。


　そして、顔を上げたすなおに、唇くちびるを重ねる。


　ほんの少し、温ぬるい水の味がするキスだった。


　こうして直じかに素肌を合わせると、一度は治まった先ほどの熱が、また身体の奥底で静かに燃え上がってくるようで、すなおは目を伏ふせた。


　あんなに気をやった後なのに、また欲しくなるなんて、自分がひどくはしたない人間のように思えたのだ。


「……身体、洗ってやるよ」


「え、ほ、本気だったんですか？」


「本気に決まってるだろ。ほら、そこ、立ってて」


　瞭一はこともなげにそう言うと、ロッカーに入れてあるボディシャンプーを、スポンジで泡あわ立だてた。


　ざらついたスポンジが、すなおの柔らかな肌の上を滑すべる。


　最初は、腕。それから、肩かたにあがっていき、首筋を撫なでていく。


「先輩、痛い、痛いってば！」


「ごしごしやらないとキレイになんないぞー？」


　笑いながらも悲鳴をあげるすなおに、瞭一は口笛を吹きながらごしごしとスポンジで肌を擦こすり、すなおを泡あわだらけにしていく。


　しかしそれが、胸元に降りてきたとき、ぴくんと思わずすなおの肩が跳はねた。


「――――あっ」


「……すなお、えっちな声」


　耳元でくすりと笑いながら囁かれ、すなおはその途と端たんに、全身をかぁっと再び赤く染めた。


　泡まみれのスポンジが、からかうようにすなおの胸元を執しつ拗ように撫でていく。流石さすがに先ほどのような力はこもってはいないが、敏びん感かんな部位を、ざらついたスポンジの感触が撫でる度たび、ぞくぞくするような快感が、すなおの背筋を這はい登っていく。


「……や……いた……ぁ」


　向かいあったままのすなおは、瞭一の腕に縋すがりつき、いやいやと首を振ふるが、瞭一は悪戯いたずらを止めてはくれない。


　ぷくんと立ち上がった小こ粒つぶな乳首が、真っ赤な色にいやらしく染まっている。一度目覚めてしまったその部分は、シャワーの雫しずくが流れ落ちていくのにさえ、快楽を拾いあげるようだった。


「ぅん……っ」


　スポンジが去った後は、指先で転がされ、すなおは喉のどを反らせた。あらわになる白い喉元に、誘さそわれるように瞭一の唇が落ちる。


　そして、悪戯な手は、へそのあたりを彷徨さまよったあと、まっすぐに下腹部に降りていった。


「ここも、ちゃんと洗わないとな」


「やぁっ！」


　固いスポンジが幹を擦り、柔らかな先せん端たんに触れる。ざらついた感触に、すなおは身を縮こませ、悲鳴をあげた。


　すでにすなおの分身は勃たちあがりかけて、びくびくと頭を震ふるわせながら、期待に疼うずいている。


「いや……恥はずかしい……」


　あんなに出したのに、まだ反応する己の貪どん欲よくさが恥ずかしくて、すなおは両手で顔を覆おおう。


「恥ずかしくないって。……俺だって、ほら」


　その手を取ると、瞭一は自分のモノに導いた。


　すなおの稚い指先に、どくどくと脈打つ瞭一が触れる。すでに熱くて、固くなりつつある。


「……あ……っ」


　先ほどまで自分の中にあった、瞭一自身のリアルな感触に、すなおは息を呑のんだ。


　自分とは違ちがうソレは、凶きよう暴ぼうで恐おそろしいようにも感じたが、同時にひどく愛しくも思われる。


　ゆっくりと指でなぞると、喜ぶように手の中で震える。ダイレクトな反応が、ますますすなおの心を煽あおった。


「……あの、先輩……」


「ん？」


「俺……先輩の、したい……いいですか……？」


　口の中がからからに乾かわくような強い欲望に、すなおは瞭一の顔が見られないまま、そう強ゆ請すった。


「俺はいいけど……無理しなくていいんだぞ」


「ううん。そうじゃなくて、……俺が、したいんです。神崎さんの……」


　すなおはそう言うと、瞭一の前に跪ひざまずいた。


　瞭一の立派なモノが、目の前にそそり立っている。


　ごくり……と、思わずすなおの喉が鳴った。


　緊きん張ちようはしてるけど、いやではない。うまくできるか、不安なだけだ。


　ちゅ…と、唇で触ふれる。舌で触れるとこんな感かん触しよくがするのか、と、初めて知った。柔らかいのに、それでいて内側が固いような、不思議な感触。


　暫しばらく先端に舌先を絡からませていたが、やがて思い切ったように口を開くと、すなおは口こう腔こうに瞭一を受けいれた。舐なめているうちに、どんどん瞭一の体積と角度が増していくようで、すなおの口では全てを収めることはできなかったが、それでも歯を立てないように注意しながら、なるべく喉の奥まで瞭一を精せい一いつ杯ぱいに頰ほお張ばった。


　支えるように摑つかんだ片手で幹を扱しごきながら、先端や横を舌で舐める。汚きたないなんてひとつも思わなかった。


「ん……ぅ……」


　すなおの愛戯はけして巧たくみではなかったけれども、ぎこちないながらも一生懸けん命めいに瞭一に尽つくすその動きは、ぞくぞくするほど感じた。


　苦しさに目元に涙なみだを滲にじませ、息苦しさに喘あえぎながら奉ほう仕しし続けるすなおの姿にも、視覚的に興奮させられる。


　少しマゾっ気のあるすなおも、この状じよう況きように燃え上がりつつあった。


　快楽を与あたえているのは自分の方だというのに、すなおの正直な部分は、既すでに濡ぬれ始めている。


　先ほど彼を受けいれていた個所も、再び彼を求めてひくひくと悶もだえていた。


　それを察した瞭一は、すなおの頭を摑むと、自分のソレから外させる。


　すでに瞭一自身は天を仰あおぎ、すなおの唾だ液えき以外のものを先端に纏まとわせていた。


「……？」


　突とつ然ぜん中断された行こう為いに、すなおは不思議そうに首を傾かしげる。すでにどこかぼんやりとしているのだろう、そんな仕草は、ひどくあどけなく見えた。


「すなお、足、開いてみな」


「きゃ……っ」


　瞭一はすなおの細い足首を摑むと、思い切り引き寄せた。すなおは後方にしりもちをつき、膝ひざを曲げ、瞭一の前に秘所を晒さらけ出す格好になってしまう。


「あ……！」


　咄とつ嗟さに前を隠かくそうとするすなおの両手を、瞭一は片手でまとめて、すなおの頭上の壁かべにおしつけてしまう。そして、まだ先ほどの名な残ごりの残る蕾つぼみの入り口に、ゆっくりと指を這わせた。羽根が撫でるような軽い感触に、ぞくぞくとじれったいような快楽が沸わき起こり、すなおの身体を震わせる。


「この中も、ちゃんと洗わないとマズイよな？」


「え……あ、や、ダメ……せんぱぁい……っ！」


　すなおは涙を零こぼして懇こん願がんするが、瞭一は聞き入れなかった。


　長い指先が捩ねじ込まれ、すなおは先ほどよりも激しい愉ゆ悦えつを感じていた。受けいれたばかりの蕾は、はしたないほどに悦よろこんで彼を迎むかえ入れてしまう。


「ほら、嬉うれしいって。……すごいな、ぐちゅぐちゅだ」


「や……っ」


「だって、本当だろ？」


　中に残っていた瞭一の精液をかき出すように、内側をかきまわされる。そのたび、頭の芯しんがぐらぐらするほど感じて、すなおは幾いく度ども頭を振った。


　がっちりと両りよう腕うでは瞭一に押さえつけられて、動かすこともできない。


　緩ゆるんだ入り口では、真っ赤に充じゆう血けつした媚び肉にくから、白い精液がとろりと溢あふれ出していた。


　くらくらするほど淫みだらな眺ながめに、瞭一は自分の理性の限界を感じていた。


「せんぱい……ひど……い……っ」


　薄うすい身体からだをわずかに捩よじり、すなおは泣きながら訴うつたえた。


　二本に増えた指先が、今も体内で蠢うごめき、すなおを甘く狂くるわせていくようだ。


　痛いほど勃ちあがったすなお自身は、再び鈴口が白い蜜みつにまみれている。


「キレイにしてやってるのに、ひどいはねぇだろ？」


　濡れた髪かみを撫なでながら嘯うそぶくと、すなおは濡れた瞳ひとみで瞭一を睨にらみつける。しかしそれも、どこか媚こびを含ふくんだ哀あい願がんの視線でしかなかった。


「だって……あぁ……っ！　も、指、抜ぬいて……ぇ」


「いいの？」


　ぐり、と、体内の性感を瞭一の指先が擦こする。


　勿もち論ろん、すなおの言いたいことなどわかっている。ただそれを、はっきり口にして聞かせて欲しいだけなのだ。


「かんざきさん……が、欲しいの……っ、お願い……です……」


「俺が？　欲しいの？」


　すなおはこくこくと無言で幾度も頷うなずいた。真っ赤に染まった頰ほおを、涙がシャワーの雫に混じって流れ落ちていく。


「さっき、したのに？」


「……足りない……の……もっと、……っ！」


　泣きながら訴えるすなおに、ようやく瞭一は両手の戒いましめをほどいた。それから、宥なだめるようなキスを降らせると、ゆっくりとタイルの上に座り、「おいで」と笑った。


「…………」


　よろよろとさし伸のべられた手に捕つかまると、すなおは瞭一の腰こしを跨またぐように膝立ちの体勢に導かれる。この体勢が何を意味しているのか、わからないすなおではなかった。


「――――ん、あ……っ！」


　瞭一のモノを片手で支えながら、すなおはおそるおそる腰を落としていく。


　さっきほどの痛みはなかった。かわりに、すさまじいほどの快感が、すなおの全身を貫つらぬいていく。


「あ、や、やだ、神崎さん、神崎さんっ」


　自分が自分でなくなりそうなほどの快楽に、怯おびえたようにすなおは瞭一に取りすがった。しかしその間も、ゆるやかに蠢かす腰の動きは止まらなかった。


「すなお、うまいな。はじめてなのに。……自分で動くの、してみたかった？」


「ちが……っ」


「じゃあ、才能かな。……ほんと、やらしい。お前」


「……あ・ああんっ」


「やらしくて、可愛かわいい、すなお……」


　胸元を唇くちびるで愛あい撫ぶされ、すなおは瞭一の頭をかき抱だいた。気持ちよすぎて、もう、なにがなんだかわからない。身体中が、熱い。


「ここ、食っちゃおうか？　あんまり可愛いから」


　固くなった乳首に軽く嚙かみつかれ、快感と、食べられてしまいそうな恐きよう怖ふが、一度におそいかかり、一いつ瞬しゆん、頭が真っ白になる。


「ふ……く……ぅん……っ」


「な……俺も、イっちゃいそう。いいか？」


「いい……です……あ、先せん輩ぱい、して……っ！」


　すなおが答えるなり、華きや奢しやな腰を摑み、瞭一は下からも激しくすなおの身体を揺ゆさぶった。


　深く貫かれる度たびに、あられもない声が細い喉のどをついてあがる。もう、止めようもなかった。


「あ……あ……っ、神崎さ……んっ！」


「…………俺も、いいよ、すげぇ」


　瞭一は低く唸うなると、すなおの内部に白く精を放った。


　しかし、まだ勢いは衰おとろえず、すなおの内側で、熱く存在感を主張していた。


「……先輩、……もっと……」


　陶とう然ぜんと潤うるんだ瞳で、すなおはそう囁ささやくと、瞭一に接吻くちづけを強ゆ請する。


　貪どん欲よくな蕾は、未いまだ白いものをその口から零こぼしながら、瞭一をゆるやかに締しめ付けた。


「すなおはどこもかしこも小さいから、あんまり抱だくと、壊こわしそうで怖こわいな」


　そう言いながらも、瞭一自身は、すなおの内部で再びその熱を盛り返しつつある。すなおは、瞭一の唇を甘く吸いながら、答えた。


「……壊して、いいです。先輩の、好きなように、して……？」


　薄うす茶ちや色の瞳を、快楽にけぶらせ、すなおは囁く。


　日ひ頃ごろは清純なすなおの、とんでもなく淫らな台詞せりふに、瞭一は煽あおられながらも苦く笑しようを浮うかべた。


「――俺のほうが、夢なんじゃないかと思えてきた」


「あっ！」


　すなおの腰を摑つかむと、ぐいっと瞭一は性急なほどの勢いで、細い腰を突つき上げた。すなおは背筋を反らし、びくびくと痙けい攣れんさせる。


「ひぁ……あ、あ、あん……っ！」


　瞭一は、尖とがった先せん端たんで、すなおの内ない壁へきを擦り上げるようにして幾いく度ども突き上げ、あるいは最奥に収めたままぐりぐりとかき回す。間断をおかない責めに、すなおは嬌きよう声せいをあげ、幾度も絶頂を極きわめた。


　次々と溢れる白い蜜は、シャワーですぐに洗い流され、激しい水音が、いつまでも響ひびいていた。








　翌日、すなおはまた学校を休む破目になった。


　記念祭の二日目は、対たい抗こう試合の予定だったが、見学することもできそうにない体調だったのだ。


　なにしろ、午前中一いつ杯ぱい、ほとんど足あし腰こしが立たなかったのである。


（夢なら、こんなことなかったもんね）


　妙みようなことで、現実を実感するすなおだった。


　結局あの後、ほとんど動けなくなってしまったすなおを、瞭一はきちんと家まで送り届けてくれた。それからは、家事もできずにベッドでごろごろ寝ねていたのだけれども、幸い、もといは事情をある程度察しているようで、呆あきれたようなため息を一つ、盛大についた以外は、なにも言わないでいてくれた。


　夕方になって、帰宅したもといと一緒にやってきたのは、由樹と瞭一の二人だった。手には、ケーキやらお好み焼きやら花束やらが大量に抱かかえられている。


「これ、さしいれのおすそ分けだけど、お見み舞まい。明日は来られそう？」


　由樹が尋たずねると、すなおは笑って頷いた。


「もう午後には大分よくなってましたから。すみません、ご心配かけて。試合、どうでした？」


「勝った勝った。まかせろよ」


　瞭一が嬉うれしそうに報告すると、由樹は、「それぐらい働いて当然」と、瞭一の頭をこぶしで殴なぐりつけた。


「あ、イタタっ！」


「俺らの大事なすなおに無理させて、その上自分もフラフラな足でプレイなんかしてたら、今いま頃ごろ病院だよ？　わかってんの？」


「あの、でも、俺がしてって言ったんです！」


　瞭一をフォローしようと叫さけんだ台詞は、あまりにもそのものズバリで、すなおは口にした瞬しゆん間かんかああっと耳まで真っ赤になった。


　さすがに瞭一も頰を赤く染め、由樹はずるりと肩かたを落とす。


「あ……そ」


「はい……そ、そうなんです……」


「でも、まぁ、俺がブレーキきかなかったのも事実だし。三回目はお前がねだったけど、その先はやっぱ俺が悪いかなって」


「神崎さんっ！」


　いつもの悪気はないがストレートすぎる瞭一の発言に、すなおはあわをくう。


「もー、いい。言わないで」


　げっそりした顔で由樹は答えると、丁度そこに、お茶を用意したもといがドアをあけてやってきた。


「もといくん、この人たちのことはいいよ。ほっておこ」


　席を立った由樹は、もといの腕うでをとると、そのまま部屋を出て行こうとする。


「由樹さん！」


「じゃあ、お邪じや魔ましました。お二人さん」


「……変なことしてたら、殺すからな、お前」


　もといが瞭一を睨にらみつけ、由樹はくすくすと笑う。


　すなおは真っ赤になったまま、二人の後ろ姿を見送る他ほかなかった。


「まったく、もう……」


「釘くぎさされたな」


「……って、先輩、ちょっと、まだ、無理ですよ!?」


「わかってるって。冗じよう談だん」


「もぉ……」


「でもそのうち、すなおの方が我が慢まんできなくなったりしてな」


「先輩！」


　意地悪く笑う瞭一に、すなおは思わず枕まくらを投げつけてしまう。


「どうしてそういう、恥はずかしいこと言うんですかっ！」


「好きだから」


　軽く枕をうけとめ、瞭一はすなおの瞳ひとみをまっすぐに見つめ、答える。


　全く、瞭一はずるい。そんな風に言われたら、すなおにどんな抵てい抗こうができるというのか。


「すなおも、俺が好きなんだろ？」


　頰ほおに触ふれる大きな手のひら。


　優やさしい声と、甘い瞳に、すなおのどんな意地も、すぐに融とかされて、消えてしまうみたいだ。


「そうです……好きです」


「よろしい」


　大好きな彼は、今、現実に届く距きよ離りにいる。その体温が、すなおには嬉しくてたまらない。


「明後日あさつて、記念祭の振ふり替かえ休日だろ？　練習も休みだし、どっか、デートしよう？」


「デート、ですか？」


「そうだよ。俺ら、恋こい人びと同士になったんだから、当たり前だろ？」


　当然のように返されて、すなおは頰を赤らめた。


「なんか、まだ、実感わかなくて……」


「え。まだ足りなかった？」


「違ちがいます！　どうしてすぐまたそっちにいっちゃうんですか！」


　すなおはぺんっと瞭一の肩を叩たたいた。恥ずかしくて、頭から湯気が出そうだ。


　そんな反応が面おも白しろいらしく、瞭一はにやりと不敵な笑えみを浮かべている。口くち惜おしいのは、そんな意地悪な表情にさえ、つい見み惚とれてしまうことだった。


「そういえば、もうあの夢って見ねぇのかな」


「……どうなんでしょうね？　多分、もうないとは思いますけど……。あれって、どうしてだったんでしょうね」


「さぁ？」


「さぁって……そんな、あっさり……」


「だって、わからねぇもんは、わからねぇじゃん。俺も一応、色々考えたけどさ。やっぱり、理由なんてないし」


　不ふ貞て腐くされたように唇くちびるを尖とがらせる瞭一に、すなおは苦く笑しようしつつ答える。


「由樹さんには、相手が自分のことを好きだと、夢に出てくるんだって言われましたけどね」


「へぇ」


「昔の人は、そう言ったんですって」


「じゃあ、俺とすなおが、ぴったり同じくらい、相手が好きだったんだろうな、多分」


「…………」


　こともなげに言われた言葉が、なんだかすごく嬉しくて、すなおは驚おどろいたようにじっと瞭一を見つめた。


「どうした？」


「いえ……なんか、ずっと、俺が一方的に、先せん輩ぱいが好きなんだと思ってたから……ちょっと、びっくりして……」


「馬ば鹿か」


　ぐい、と、瞭一の手が、すなおの小さな頭をひきよせる。胸元に抱えるようにして、瞭一は囁ささやいた。


「愛してんだぞ？　俺は」


「…………」


　嬉しすぎて、咄とつ嗟さには、声も出なかった。


　だからその分、すなおは、ぎゅうっと瞭一の胸に強くすがりついた。


「……あの、俺も」


「ん？」


「俺だって、愛してます、先輩のこと」


「そっか。じゃあ、また同じ夢見られるかもな。……どうせなら、またあったほうがいいけど」


　にやり、と、どこか不安を抱いだかせるような笑みを浮うかべた瞭一に、おそるおそるすなおは尋ねる。


「？　なんでですか？」


　もう、現実に抱き合うこともできるのに、どうして夢が見たいのかと、すなおは首を傾かしげた。


「そしたら、もっとすなおといろんなえっちできる」


「ど、どういう意味ですかっ！」


　いろんなっていうのは、どういう意味だ!?　と、すなおは泣きそうな顔で、真っ赤になって反論した。


「バカ、冗談だって」


　そう言って瞭一は笑ったけれども、目だけは笑っていないのを、すなおは見み逃のがさなかった。


（まったく、もう……）


　でも、好きなのだから、仕方ない。


　すなおはどうしたって、瞭一のことが『好き』の天才なのだから。


「愛してる、すなお」


　なんだかこれからも、色々ありそうな予感がするけれども。とりあえず。


　瞭一からの優しい接吻くちづけに、すなおは黙だまって、目を閉じた。




夢ゆめでも逢あいましょう[image: ]
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